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第一章…意外な申し出







　ミミがその質問を投げかけてきたのは、いつものように朝食を終えた後のことだった。

「カイト、『うみ』ってなぁに？」

　思ってもみない内容だったので少々面食らってしまい、カイトはつい問い返してしまう。

「どうしたの、突とつ然ぜんに」

　ミミはラミネに食事で汚よごれた口元を拭ぬぐってもらった後で、こちらに近付くと、両手を上げた。抱だっこして欲ほしい時の合図だ。

「えっとね、きのうね、教会に行ったの」

　ミミの小さな体を抱き上あげて膝ひざの上に乗せると、彼かの女じよはこちらを見上げながら言った。

　教会とは皇国の場合、創造神イシアを信しん仰こうする宗教施し設せつのことだ。普ふ段だんは祈いのりを捧ささげに来る者や己おのれの罪を懺ざん悔げする者を受け入れる場所だが、週末に限ってはもう一つの顔を持つ。成人未満の子ども達たちを集めて文字や歴史の授業をしているのである。

　カイト達のエメルタ【約束の灯ともし火び】からはミミのように幼い子だけでなく、年長者であるサアラやイオナも通っていた。

「そうしたらね、男の子がね、ぼくのお父さんはうみを見たことがあるんだぞって話してたの。でもね、ミミ、うみってなにか分からないの」

「その男の子には訊きかなかったの？」

　朝食の後片付けをしているラミネが尋たずねる。ミミは少しだけ眉み間けんに皺しわを寄せた。

「おしえてって言ったら、おんなにはだめだとか、そういうこと言われたの」

「あらら。まあ、その年とし頃ごろの男の子にはよくあることか」

「そうだね。だから今度その子を連れて来なさい。怒おこるから」

「前半の肯こう定ていはなんだったのよ。よくあることって言ってるでしょうが」

　カイトはラミネから半眼で睨にらみつけられた。

「いや、間ま違ちがってることはちゃんと叱しかっておかないと……」

「正論に聞こえるけどミミを邪じや魔ま者ものにされたことが気に入らないだけでしょ？」

「そうだけど!?」

「開き直るんじゃないの！」

　テーブルを拭ふいていた布ふ巾きんを投げつけられたので、手で受け止めて返した。ラミネは「まったく……」と言いながら、片付けを再開する。

「ねえ、カイト、うみってなぁに？」

　ミミが急せかしてきた。見ると、双ふた子ごの妹であるネネも興味深そうにこちらを見つめている。そういえば、とカイトは思い出だした。ミミやネネ……というより、【約束の灯火】で世話をしている子ども達は皆みな、恐おそらく、この拠点ホームに来てから海を目にしたことがない。

　彼女たちがここで暮らす前であれば、あるいは見たことがあるかもしれない。ただ、いずれにしろ物心つく前のことなので覚えてはいないだろう。

「そうだな。なんて言えばいいんだろう。水の溜たまってる大きな場所っていうのかな」

「雨降ったら出来るやつ？」

　自分の席で、ナナルに淹いれてもらったお茶を飲んでいたリキが首を傾かしげた。

「いや、水たまりよりもっと大きいよ。物もの凄すごく広いんだ」

「これくらい？」

　ミミが両手をいっぱいに開く。ネネも、嬉うれしそうに姉の真似まねをした。

「えっとね……もっと、もーっとだよ」

　ナナルがミミの前にカップを置きながら言う。

「船で渡わたるほどですからね。相当なものです」

　サアラが本を読みながら口を開くと、傍そばに居たイオナもまた頷うなずいた。

「うん。ほら、前に話さなかったかな。海かい賊ぞくのおはなし」

「あ、覚えてる！　ちっちゃい女の子と、すっごい強い剣けん士しが出てくるやつだろ！　ゆうれい船でぼうけんするんだ！　あれ面白おもしろかった！」

　リキが興奮したように机を叩たたく。多分、イオナが自分の読んだ本の内容を、噛かみ砕くだいて子ども達に語ったのだろう。

「ミミもおぼえてるよ。ざざーんって波が立ったりするの。あれがうみなの？」

「そうだよ。というか、前に聞いてたのなら、知ってたんじゃないか、海」

　カイトが指し摘てきすると、ミミは唸うなった。

「むー。ちがうものだと思ってた」

「なんだと思ってたの？」

「……ざざーんって波が立つもの？」

「だからそれはなに!?」

　見当もつかずに驚おどろくと、ミミも「なんだろね？」と不思議そうな顔をするだけだった。子どもの発想は独特だ、とカイトは感心する。

「じゃあ、うみって海賊がいたり、波がすごかったり、嵐あらしがあったりするのか。すげーな」

「ミミ、うみ見たい！」「ネネもネネも！」

　リキ、ミミ、ネネの年少三人がはしゃいだ。すると、

「うーん。でもそれはちょっと難しいかなあ」

　それまで一いつ生しよう懸けん命めいにパンを齧かじっていたティアが発言した。彼女だけ朝食が遅おそかったわけではない。単に他の皆より大量に食べていただけなのだ。

「どうして？　うみいけないの？」

　ミミが唇くちびるを尖とがらせた。

「うん。海ってねえ、ここからすっごく遠いんだよ。魔ま物ものも出るし、ミミ達は危ないよ」

「ええええええ」「えええええ」

　双子が揃そろってがっかりした声を出す。

　確かに、皇都は内陸部に位置している為ため、海岸線へ出る為にはそれなりに時間が必要となる。馬車で数日はかかってしまうだろう。

「なんだよー。せっかく海賊に会ったり、幽ゆう霊れい船せんに乗ったり出来るかと思ったのに」

　リキも不満そうに頬ほおを膨ふくらませた。

「もっとミミ達が大きくなったら行こうね。ラミネ、おかわり」

　ティアがパンの最後の一切れを飲み込こんでから、ラミネに要求する。

「もうないわよ。どれだけ食べるのよ」

「あるだけ」

「だからないのよ！」

　すかさず返されて、ティアは「現実は無情……」と見るからに落ち込んだ。

「ミミ、いつになったらおおきくなるの？　あした？　あさって？」

　ミミがカイトに向かって真しん剣けんに訊いてくる。

「いや、そんな急に大きくなったら困る……待てよ。成長したミミ達を見るというのも夢のような出来事じゃないのか？　でも、今の可愛かわいさがなくなってしまうのも捨てがたいし、それでいて大人っぽくなった彼かれらを見るというのも、捨てがたいし、ああ、くそ、どうすればいい!?」

　カイトは頭を抱かかえて激しく悩なやんだ。

「一生悩んでなさい、あなたは。ともかく、残念だけど、海はまだ無理よ。それこそ、ミミ達が王様でもない限りはね。良い子だから我が慢まんなさい」

　ラミネが諭さとすと、ミミとネネが目をしばたたかせた。

「おうさまならいけるの？」「いけるの？」

「まあ、皇王ともなればおつきの方も大勢いるでしょうからね。海に行く程度なら訳ないでしょう」

　答えたサアラに、ミミ達は『ほへえ』と同時に気の抜ぬけた声を洩もらす。

「じゃあ、ミミ、おうさまになる」「ネネも！」

「いや、無理だよ、いくらなんでも……」

　イオナが苦く笑しようした。

「そうだね……それに、皇王様になると、色々大変だよ？」

　しゃがみこんだナナルが、双子の頭をそれぞれ撫なでる。

　カイトは頭の中で、良く見知った姿を思おもい浮うかべながら、まあ、大変そうだよな、と胸中で呟つぶやいた。

「んーんー。えと、えと、じゃあ、カイト、おうさまに頼たのんで！　うみ連れていってって！」

　ミミが良い案を思いついたと言わんばかりに高々と手を上げる。

「そ、それこそ無む茶ちやだよ。言えるわけないよ」

　イオナが首を横に振ふったので、カイトは言った。

「いや、伝えるけど」

「平然と!?」

　驚くイオナにカイトは頭を掻かく。

「……まあ、でも、本人ならともかく、別の人に怒られそうだな」

　カイトは、むっつりと黙だまり込んだ、厳いかめしい顔の男を脳のう裏りに浮かべた。

「さ、ひとまず海のことは忘れて、別のことして遊びなさい。で、カイト、あなた、そろそろ出かけなきゃいけないんじゃなかった？」

「……ん？　あ、ああ、そういえばそうだった」

　ラミネに確かく認にんを取られてから思い出し、カイトは名残なごり惜おしいながらもミミを抱き上げると、床ゆかに下ろす。

「なに、どっか行くの？」

　ティアがどこから手に入れたのか、焼き菓子を口に入れながら尋ねてくる。

「うん、ちょっと」

　さっき話題になっていた人のところにね、という言葉を口の中だけで転がして、カイトは立ち上がった。

「あ、コラ！　ティア、それは午後のおやつ用のやつでしょうが！」

「ひ！　ばれた！　違ちがうの、これはその……勝手に飛んできたの！　どこからか！」

「一いつ瞬しゆんで分かる嘘うそをつくんじゃないの！」

「ミミもおかし食べる！　おかし！」「ネネもネネも！」

「おれも食うぞ！　勝手にとんでくるぞー！　これかー！」

「ああ、リキ、だめだよ、それはカビが生えてるから、捨てようとしてたやつで……」

「イオナ、この本、とても面白かったです」

「そ、そう、良かった。この喧けん騒そうでよく読めるね……」

「おかし！　ミミも！」「ネネのー！」

「これはおれのだー！」

「だからそれはカビが……」

「今日のティアのおかしは無しだからね!?」

「ば、バカな!?　なにかがおかしい……！」

「おかしいのはあなたのお腹なかよ！」

　いつも通りの家族の遣やり取とりを聞いて笑いながら、カイトは拠点を後にするのだった。




「カイト、お主、ナヴァイアという国を知っておるか？」

　通された謁えつ見けんの間に姿を見せるなり、巨きよ大だい国家皇国の統治者、皇王――フレッサは開口一番そう告げてきた。

「なんだ、今日は随ずい分ぶんと質問をされる日だなぁ。一応知ってるけど」

　どういう意図があるのかと思いつつ、カイトは答える。

「皇国からそれなりに離はなれたところにある国だよね。割と栄えてたと思うけど」

「そうだ。海のすぐ傍にある為、漁業と貿易が盛んなところだな。我わが属国の一つでもある」

「らしいね。行ったことないから、噂うわさを耳にした程度だけど。それがどうかした？」

「いや、実はな。そのナヴァイアが数日後に、建国から百年を迎むかえるらしいのだ」

「ふうん。それはめでたい」

　とはいえ、こちらにはあまり関係の無いことだが。

「うむ。で、だな。そのことを祝して、二日間に亘わたり、首都で建国祭が行われるらしいのだ」

「はあ。それは良かったねえ。……そのことを教える為に呼んだの？」

「そんなわけがなかろう。お主、わらわをなんだと思っておる」

「フレッサだと思っているけど」

「……つまりそれは、馬ば鹿かにしていると捉とらえて良いのか？」

「いやいやいや。考え過ぎだよ」

「それならば良いのだが」

「ただ迂う闊かつなことをするとは思ってるけど」

「馬鹿にしておるのではないかーっ！」

　持っていた杖つえで激しく床を叩くフレッサ。カイトは体を屈かがめて笑った。

「ウリオス殿どの、あまり我が主あるじに無礼を働かぬよう」

　と、そこで、それまでフレッサの隣となりでずっと無言を貫つらぬいていた宰さい相しようのザウドが低い声を出す。

「たださえ、物事を素す直なおに受け止める気き性しようのあるお方なのだ」

「そうですね。すみませんでした」

「分かれば良いのだ。……ところでザウド、お主、今、わらわのことを単純だと評さなかったか？」

「めっそうもございません」

　目を閉じ、ザウドはフレッサに深々と頭を下げた。

「本当だろうな？　嘘をついていたら、わらわはなんというか、後々まで引きずることになるのだぞ？」

「意外に性格細かいな……」

　小さく突っ込みを入れると、フレッサが「なにか申したか」と見てきたので、カイトは首を横に振る。

「ところで、それで呼び出したんじゃないなら、どうしてまた？」

「ああ、うむ。いやな。そのナヴァイアが建国百年祭を行うに当たって、なにか一つ目玉を作りたいということでな。二日続けて、王自らが国民の前に出て祝辞を述べるという催さい事じを盛り込んだらしいのだ」

「へえ。ナヴァイアと言えば皇国ほどじゃないにしろ、割と大きなところだったと思うけど。珍めずらしいね」

　王族が臣民の前に直接顔を見せることは、あまりない。国の規模が大きければ大きいほどに、その数は少なくなるだろう。

「うむ。まあ、ナヴァイアの国王は民への思いやりに溢あふれる良君だからな」

「全然皆みんなの前に顔を出さないフレッサとは大おお違ちがいだね」

「わ、わらわだって触ふれ合あいたいと思っておるわ！　国民と近くで握あく手しゆとかしたいわ！　胴どう上あげとかされてみたいわ！　色々と事情があって無理なのだ！」

「いや知ってて言ったんだけど。胴上げされたいのか……」

　皆に掲かかげられるフレッサの姿を想像すると、ちょっと微笑ほほえましかった。

「まったくお主は……。それで、ナヴァイアの王がな。折せつ角かくの祭りであるのだから、単に自分だけが出るよりも他に客人……それも、珍しい客が隣に座すわっていた方が臣民も喜ぶであろうと申すのだ」

「なるほど。随分と、なんていうか、遊び心のある人なんだね」

　単に自分の役目を果たすというよりも、本人が祭りを楽しもうとしている印象がある。会ったことはないが、好感の持てそうな人ひと柄がらだった。

「で、だな。その客人に――わらわを指名してきよった」

「おお。思い切った決断だね」

「わらわもそう思った。が、まあ、たまには属国の様子を見に行かなければならぬし、頼みを聞いてもよかろう。幸いなことに最近、皇国の周りも落ち着いてはおるからな。数日程度なら、わらわが皇こう宮きゆうを空けても問題はないだろう」

「そうなんだ。君がそう言うなら、大だい丈じよう夫ぶなんだろうね」

　フレッサは幼いが、優ゆう秀しゆうな統治者だ。ザウドや他の臣下の助けを借りながらではあるが、この巨大な皇国を問題なく治めていることからも分かる。

　その彼女が、安易な決断を下すとは思えなかった。

「ただな。一つだけ気がかりなことがある」

「気がかりなこと？」

「うむ。ナヴァイアなのだがな――少々、不ふ穏おんな動きがあるようなのだ」

　フレッサは腕うでを組んで続ける。

「先も言ったがナヴァイアの国王は、自身の立場に頓とん着ちやくせず、民に尽つくし、彼かれ等らに友のように親しげに接する、非常に良く出来た人物だ。だが、臣下の中にはその人柄を快く思わぬ者もおる」

「ああ……まあ、そうだろうね」

　フレッサと話しているとつい忘れそうになるが、王族、あるいは貴族というのは大体の場合、選民主義的な思想に染まった者が多い。

　極きよく端たんな話、自分達は特別であり、民はその特別な人間に従う下げ僕ぼくでしかない、と思っている者もいるのだ。

　そういった人間からすれば、ナヴァイアの王がしていることは鼻持ちならないこと――王族らしからぬ行こう為い、ということになるのだろう。

「それにナヴァイアの王は国民のことを第一に考え、常にあらゆる手で彼らが生活しやすいよう働きかけておる。たとえ、己が困こん窮きゆうしようともな」

　それは貴族に嫌きらわれそうだ、とカイトは短く吐と息いきをついた。

　自分達が豊かな生活をすればそれで良い――というような考えも、地位が高い者が持ちやすい思考の一つだろう。

　その真逆を行くとなれば、反感を買うのも当然だ。

「……ん。もしかして、不穏な動きっていうのは、貴族連中が？」

「察しが良いな。そうだ。ナヴァイアの王が気に喰くわぬ者どもが結けつ託たくし、反乱を起こそうとしている節があるそうなのだ。ひょっとすれば、王の暗殺すら計画しているかもしれぬ」

「随分と危険だね。百年祭とかやってる場合じゃないような」

　国王が民の前に姿を現すなと、狙ねらって下さいと言っているようなものだ。

「いや、今は単なる噂でしかない。もしかしたら、という程度なのでな。寧むしろそのことを気にして祭りを中止にすれば、臣民の間に余計な不安が広がるというのだ」

「……うーん。一理あると言えば、そうか」

　せっかくの楽しい行事だ。杞き憂ゆうかもしれないことでやめたくはないのだろう。気持ちは分かった。

「わらわも国王には同意なのでな。赴おもむこうと思っているのだが……さりとて、不安がないわけではない。そこで、カイト、お主に頼みがあるのだ」

　どうやら、やっと本題に入ったらしい。カイトが顎あごを引いて先を促うながすと、フレッサは言った。

「お主のエメルタ、【約束の灯火】に護衛を頼みたい。わらわの旅についてきてもらえぬか」

「……やっぱりそういうことか」

　薄うす々うす感付いてはいたのだ。

「エメルタにってことは、ティア達もだよね。でも、フレッサの旅っていったらそれこそ屈くつ強きような騎き士し達たちがついていくんじゃないの？」

「無論、それはそうなのだが……。仮に貴族連中がわらわとナヴァイアの王が臣民の前に出る瞬しゆん間かんを狙って、何らかの動きを見せるとしよう。さすれば当然、護衛のことは念頭に置くであろう」

「あー。そうか。伏ふく兵へいか」

　フレッサが笑えみを浮かべる。その通り、ということなのだろう。

「要するにオレ達が、敵にとって想定外の相手になればいいわけだね」

「そうだ。頼まれてくれるか？」

　問われて、カイトは少しティア達のことを考えた。自分が勝手に判断して良いものか。

　しかし、事情を聞けば彼かの女じよ達たちは一も二もなく賛成してくれるだろう、とすぐに確信した。

　長年の付き合いで、それくらいは分かっている。

「――いいよ。請うけ負おうことにする」

「おお、そうか！　ありがたい！　当然、破格の報ほう酬しゆうは約束するぞ！」

「期待しとく。出発は？」

「三日後だ。……あー。後な、もう一つだけあるのだが」

「ん？　なに？」

「いやな。なんというか。先さき程ほど言った貴族連中のことは、あくまでも万が一ということだ。何も無いかもしれない。いや、その可能性の方が高い。大方の予想で、平へい穏おんに二日間が過ぎるということが考えられるのだ」

「うん、分かったけど。やけに勿もつ体たいつけるね。なにが言いたいの？」

　カイトが眉まゆを顰ひそめると、フレッサはわずかに頬を染め、顔を俯うつむけた。手を擦こすり合わせながら、もじもじを体を揺ゆする。

「だから……その……こ、子ども」

「子ども？」

　フレッサが大きく息を吸い込んだ。そのまましばらく、沈ちん黙もくが続いたが――やがて。

「カイト、お主が世話している子ども達だ！」

　顔を上げ、広々とした謁見の間に大きく響ひびくような声を張り上げた。

「お主が世話をしている子ども達も、連れてくると良いッ！」

　カイトは目を丸くする。予想もしていない言葉だった。

「心配するな。子ども達に危険は及およばぬよう、最大限に配はい慮りよする。だ、だからな。良い機会だから、一度、子ども達も旅に連れてくると良い。たまには外の世界を見せてやるのも、教育に良いのではないか？」

「いや……それはそうだけど……えっと、でも、皇王の旅なんだよね。あの子達も来ていいの？」

　問いかけは、フレッサではなくザウドに振る。

　すると、彼は眉間に深いしわを寄せたまま、こちらに顔を向けてきた。

「皇王様が是ぜ非ひにと申されるのでな。私としても異論はない」

　と言った後で、ザウドは、深い、とても深いため息をつく。

（異論、無む茶ちや苦く茶ちやありそうだな……）

　恐らく、知らないところで物凄い言い合いがあったんだろう。彼の気苦労が知れた。

　ただ、ザウドはたとえ相手が誰だれであろうと間違いは正そうとする人物だ。フレッサがわがままを言ったところで、ダメなものはダメと断じるはずである。

　ということは、彼女が無む理り強じいしたわけではなく、一応の納なつ得とくはしたのだろう。

「でもさ、フレッサ。もちろん子どもたちの面めん倒どうはオレ達で見るけど、それでも色々大変だと思うよ？　それでもいいの？」

「無論だっ！」

　フレッサは即そく答とうした。

「寧ろその面倒さを味わってみたい！　全身で体験してみたいのだ！　どうだ、どうなのだ、カイト、ダメなのか!?」

　今にも椅い子すから転がり落ちそうなほどに身を乗り出してくるフレッサ。

　そういえば彼女は前から、子ども達に会いたい、会いたいと言っていた。この機会を逃のがしてなるものかということなのだろう。

「い、いや、その……まあ、いいとは思うけど」

「本当か！　いいのか!?」

「うん。というか、こっちがお礼言う方だと思うよ。まさかそんな提案をしてくれるなんて思ってなかったから。子ども達も喜ぶよ」

「そうか……！　ああ、良かった！」

　心の底から安あん堵どしたように、フレッサは椅子の背もたれに体を預け、そのままずるずると崩くずれ落おちた。

「しかし……驚いたな。まさかこんなに早く実現するなんて」

　朝のことを思い出しながら、カイトは頭を掻く。

「では、三日後の朝！　皇宮の城門前に集合するぞ。忘れるなよ！」

　フレッサは、見たことが無いくらいの満面の笑みで、叫さけんだものだった。




　謁見の間でのことは、拠点に帰宅後、カイトの口からティア達に伝えられた。

「え……ええええええええええ!?　こ、こ、皇王様から直じき々じきの依い頼らい!?」

　まず初めに叫んだのは、ラミネである。猫ねこを思わせる耳がぴんと逆立ち、彼女の中に生じた並々ならぬ驚きよう愕がくを表していた。

「うん、そうだけど……なにもそんなに驚かなくても」

　建物がひっくり返りそうなくらいの大声だったので、カイトは耳を塞ふさぐ。

「いや、驚くわよ！　いきなりそんな大口の仕事持ってこられたら！」

　ラミネの言葉に、ナナルが同意するように頷いた。二人とも、面白いくらいに目が丸くなっている。サアラも彼等ほどではないが、本のページをめくる手を止めて、眼鏡めがねの奥おくの目を何度も瞬しばたたかせていた。

「ほ、本当にわたし達に来たの、その依頼……？」

　信じられないといった様子を見せるナナル。

「うん、そうだよ。直接言われたから、間違いないよ」

「す、すごいですね、カイト兄さん」

　イオナがこちらに尊敬の眼まな差ざしを向けてきた。

「そんなにすごいかな。……だってフレッサだしなぁ」

　カイトとしては、友達からちょっと頼みごとをされた程度でしかなかった。

「……一体、皇王様とカイト兄はどのような関係なのですか？」

　サアラが訝いぶかしげな顔を作る。このエメルタでは、ティア達求索士トレイズとイオナ以外でカイトの出自――【霊素改造人間マーシアス】であること――を知っている者はいないので、当然だろう。

「ああ、いや、まあ、ちょっとね。なんというか」

「なんというか？」

「その……色々あって」

「色々とは？」

「え、あの、ほら、人生って色々あるから」

「答えになっていませんが？」

　サアラが眼鏡の蔓つるを押おし上げて、身を乗り出すと、詰きつ問もんしてくる。物凄い圧あつ迫ぱく感かんだった。

「さ、サアラ、いつの間にそんな迫はく力りよくを出せるようになったの……お兄ちゃん、成長が喜ばしいよ」

「ごまかさないで頂けますか」

「まあまあ。カイト兄さんにも兄さんなりの事情があるんだよ。あんまり詮せん索さくしないであげようよ」

　見かねてイオナがとりなした為、サアラはようやく引き下がった。――相当に渋しぶ々しぶといった感じではあったが。

　カイトは別に、殊こと更さら自分の過去を子ども達に隠かくしておこうと思っているわけではなかった。ただ、物事には時機というものがある。感覚的な問題でしかないが、彼らに話すのはまだ少し早いような気がするのである。

「ああ、それにしても、どうしようかしら。え、なに、なにか特別なことした方がいいの？　だって皇王様なのよね？」

　ラミネが珍しく少し取り乱していた。

「お姉ちゃん、落ち着いて……」

　そんな彼女を目まの当あたりにして逆にしっかりしたのか、ナナルの方は冷静である。

「と、とりあえず、皇王様にお人形さんを作ってあげないと……」

　と思ったらまったく冷静ではなかった。しっかり慌あわてている。

「ナナル、皇王様はミミやネネじゃないからお人形さんはいらないよ」

　と言いつつも、カイトは内心で、フレッサなら喜ぶかもしれないと思っていた。

「ねえ、カイト、皇王様には会えるのかなぁ？」

　一人、いつもと変わらないのがエメルタ長であるティアである。

「ん？　うん、多分ね。ずっと一いつ緒しよにはいられないと思うけど」

「そうなんだ。へへ、一度お話ししてみたかったから、楽しみだな」

「……ティア、あのね。ちょっとした有名人に会うわけじゃないのよ？」

　もしかしたら事をよく分かっていないのではないか、というように、ラミネがティアに語り掛かけた。

「皇王様よ。この皇国と、他に沢たく山さんの国を従えてる人なのよ」

「知ってるよー。偉えらい人なんだよね」

「そうなのよ。すごく、すごーっく、偉い人なのよ。あたし達なんて、話すことはおろか、会うことさえ滅めつ多たに出来ないんだから」

「そっか……そうだよね。分かった」

　ティアはなにやら、深刻な顔をして腕を組んだ。ひょっとすると今いま更さら、事の重大さを感じ取っているのかもしれない。

「カイト――決めたよ、わたし」

「なにを？」

　首を傾げたカイトに、ティアはきりっとした顔で言った。

「皇王様に、秘蔵のクッキーを分けてあげようと思う。滅多に会えないんだしね！」

「……絶対全然わかってないわ、この子」

　ラミネが額に手を当て、天てん井じようを仰あおいだ。

「皇王様なんだから、そんなもの山ほど食べてるに決まってるでしょう」

「えー。でも、ラミネの手作りだよ？」

「もっと良いもの沢山あるわよ。よりにもよって素人しろうとの作ったものなんて」

「喜ぶと思うけど。すごく」

「そうなの!?」

　カイトが会話に入ると、ラミネが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　以前、子ども達と作ったクッキーを渡したら、夢中で食べていたのだ。きっと気にいるだろうと思えた。

「ねー。ラミネのクッキー、美味おいしいものね」

「う、うん。お店で売ってるのより、わたし、好きだよ……」

　ティアとナナルが顔を合わせて、微笑み合う。

「ありがたいけど……本当にいいのかしら……」

　悩ましげな顔を作るラミネだった。

「ねえ、ところで、子ども達も連れていっていいって本当？」

　ティアが問いかけてくるのに、カイトは首しゆ肯こうする。

「うん。あっちからの申し出だからね。道中はオレ達だけじゃなく護衛の兵士もいるし、危険はないと思うよ」

「そうなんだ。じゃあ――初めての家族旅行、だね！」

　眩まばゆいばかりの笑え顔がおで、ティアが言った。

「……え」

　思わず固まってしまうカイト。そんなこちらの反応を見て、ティアはきょとんとする。

「え？　だって、そうだよね？　皇王様が一緒とはいえ、子ども達連れて外に行くなんて、したことないしさ」

「あ……そういえば、そうだね。嬉しいな……良かったね、サアラ」

　ナナルが手を合わせて、サアラ達たちの方を振り返かえった。

「そうですね。生まれてから一度もこの皇都を出ていませんから。良い機会だと思います」

　サアラがわずかに口元を緩ゆるめれば、イオナもはにかみながら頷く。

「……誰かと一緒に旅をするなんて初めてだな。楽しみです」

「まあ……そう考えると、良いかもしれないわね。皇王様からの依頼ってことで、色々と緊きん張ちようしてたけど」

　ラミネも少し、気が楽になったかのように表情を和やわらげた。

「そ……そうか。どうして気付かなかったんだろう。家族旅行だ」

　一人、カイトだけがわなわなと体を震ふるわせる。

「未知の世界に好こう奇き心しんを疼うずかせる子ども達……森で動物たちと戯たわむれる子ども達……一緒にお弁当を食べて盛り上がる子ども達……笑い合い、喜び、はしゃぐ子ども達……！」

「……お兄ちゃん？　どうしたの？」

「ぐ……く……ぐふわああああああああああああああああああああああっ！」

「お兄ちゃん!?　本当にどうしたの!?」

　想像するだけで興奮が最高潮に達し、カイトは心配するナナルの声も虚うつろにしか聞こえぬまま、その場に膝ひざをついた。

「ら、ラミネお姉ちゃん、お兄ちゃんが……！」

「放っときなさい。その内蘇よみがえるから」

　おろおろとするナナルに、ラミネはため息交じりに答える。

「でも、そうと決まれば色々と用意しなきゃね。おーい！　ミミ、ネネ、リキー！」

　ティアが立ち上がり、拠点の外に呼びかけた。しばらくすると、庭で遊んでいた子ども達が家に入ってくる。

「ティア、どうしたのー」「のー？」

「呼ばれたから来たぞっ！」

　ミミ、ネネ、リキの三人に向かって、ティアが手を叩いた。

「はい、重大発表―！　三日後、皆で旅行をすることになりました！」

　大きな声で伝えたティアに、三人は揃って同じ方向に首を傾かたむける。

「りょこう？」「って」「なに？」

「遠くに旅することだよ。ね、カイト、ナヴァイアって海際の国なんだよね？」

　ティアの確認に、ようやくよろめきながら立ち上がったカイトは顎を引いた。

「ミミ、朝に海が見たいって行ってたよね。見られるんだよ！」

　しゃがみこんで、ミミと同じ視線を保ったまま、ティアが告げる。

「ほえ……うみ……？」

　ミミが大きな目を更さらに見開いたまま、呆ぼう然ぜんとした。唐とう突とつ過ぎて意味が分からないのだろう。

　しかし、

「……ええええええええっ！　うみにいけるのーっ!?」

　ようやく理解したのか、瞳ひとみを最大に輝かがやかせた。

「本当かよっ!?　うみって、あのうみ!?　海賊とかいるところ!?」

　リキも両手を握にぎりしめて興奮した。

「そうだよ！　海賊とかいるところだよ！」

「じゃあ、じゃあ、サアラが読んでた本に出てきた、でっかいイカってのもいる!?」

「いるよ、いるよ、うじゃうじゃいるよ！」

　ティアはリキと共にはしゃぎ始める。

「あのね、ティア、海賊はともあくでかいイカがいるかは、その、ちょっと……」

　訂てい正せいしようとしたラミネだったが、既すでに二人の間では、巨きよ大だいイカをどういう方法で退治するかという話にまで発展していた。

「かいと、うみ行くの？　うみって遠い？」

　ネネがカイトの服の裾すそを引っ張る。

「うん、朝にも言ったけど、すごく遠いよ」

「隣のおばちゃんちくらい？」

「それだとすぐに帰ってこられちゃうよ。もっとかな」

「おそらのはてくらい？」

「い、いきなり随分と範はん囲いを広げたね。それよりは近いよ」

「じゃあ、ちかいんだね」

　ネネは納得したように笑った。どういう思考回路を辿たどればそうなるのかさっぱり理解不能だが、笑っている彼かの女じよが何をおいても可愛かったので、まあいいかとカイトは結論づける。

「……と、いつまでも話してる暇ひまはなさそうね。そうと決まれば用意をしないと。三日分だから子ども達の服と、食料と……」

　ラミネが、思い出だしたように指を折って旅に必要な荷物を挙げていった。

「後、お菓か子しと、お菓子と、お肉と、お菓子と、お肉と、お肉と、お肉と、お菓子だね」

「そうそう、お菓子と、お菓子と、お肉と、お菓子と……ちょっと静かにしてくれる？」

　横から口を出すティアを、ラミネは半眼で見る。

「ミミもおかしもっていく！　いっぱいもっていく！」「ネネもネネも！　ネネはパイ！」

「おれ、剣けんもっていくぞ！　あと、盾たても！」

「じゃあ、ワタシは本を何冊かと……興味あるものがあれば書き留めておきたいので、日記も持っていきましょう」

「僕ぼくは、どうしようかな。なにをもっていけばいいんだろう……」

　騒さわぎ出す子ども達に、ラミネは手を何度か叩たたいた。

「はいはい。ちゃんと計画的にね。お菓子は邪じや魔まにならないよう、ちょっとだけにしなさい。本もそう。旅っていうのは出来るだけ荷物を多くしないのが鉄則よ」

「腐くさりやすいものはダメだよ。後、何かあるといけないから、皆みな、ちゃんとした携けい帯たい食しよく料りよう……ご飯ももっておこうね」

　ナナルがミミ達の頭を順番に撫でながら伝えると、

「後ね！　お腹が空すいたらラミネに言うこと！　いくらでも出てくるから！」

　ティアが堂々と言い放つ。

「出てこないわよ！　さっき荷物を多くしないって言ったでしょ!?」

「え、でもいつも、出てくる……」

「あなたが非常食まで食べてるだけよ……」

　ラミネが嘆なげくように首を振った。

「なにはともあれ、初めての遠出だからね。皆、気をつけなきゃダメだよ。一緒に行っている人に、迷めい惑わくをかけないこと。出来るかい？」

　カイトが最後に、子ども達へ穏おだやかに問いかける。

　すると、全員が一いつ斉せいに、元気良く了りよう承しようの返事をしたのだった。







第二章…初めての家族旅行







　三日後の朝は、雲一つない快晴だった。

　カイト達は荷物を持つと、子ども達を連れたまま、集合場所である城門の前に辿り着つく。

「うわ……これは壮そう大だいだな」

　目の前に広がっている光景に、カイトは圧あつ倒とうされた。

　無数の兵士が長々と列をなし、その間に馬に乗った甲かつ冑ちゆうの騎き士しが並び立っている。

　中でも厳重な警備によって守られているのは、中央にある馬車だった。

　見るからに絢けん爛らん豪ごう華かな造りをしたそれは、周りを騎士たちにびっしりと囲まれており、彼等は四方に油断ない視線を向けている。

「……これ、あたし達、いる？」

　ラミネがついそんなことを漏もらしてしまったのも、無理からぬ話だった。

「まあ、オレ達はもしもの時の備えだからさ。気にしない、気にしない」

　カイトは答えつつ、自分達は何処どこに行けばいいのであろうと辺りを見回す。

「こらこら、お前達。何をしている。見物ならもっと後ろに行きなさい」

　すると、兵士の一人がこちらにやってきて、邪魔そうに手を振ふった。

　皇王が他国へ赴くという話は既に皇都中に広がっており、早朝だというのに城門前には既に人だかりが出来ている。カイト達が野や次じ馬うまと間ま違ちがえられたのも無理はなかった。

「ああ、いや、オレ達、フレッサ……皇王様の依頼で来た求索士トレイズなんですけど。【約束の灯ともし火び】ってエメルタです」

　代表してカイトが伝えると、兵士は「はあ？」と顔をしかめた後で、鼻を鳴らす。

「嘘うそをつくならもっとマシなものをつけ。お前達みたいな人数の少ないエメルタに皇王様が頼たのみごとをするわけないだろう。それになんだ、子どもまで連れているじゃないか」

「まあ、ご説は尤もつともなんですが。とりあえず、皇王様に取り次いでもらえます？」

「ダメだダメだ。とっとと帰らないと、不ふ審しん人物として捕とらえるぞ」

　兵士はこちらをすげなく扱あつかうと、そのまま列に戻もどろうとした。

「ちょっと。頼まれたって言ってるでしょ。確かく認にんもとらないで、なによ、その態度は」

　ラミネが腰こしに手を当てて立腹する。彼女の強気な態度に兵士はやや鼻白んだものの、顔を背そむけて答えた。

「……嘘と分かってるものをわざわざ伝えて怒おこられるのはこっちなんだよ」

「あの、お願いします。本当ですから……」

　ナナルが頭を下げると、それを見ていた子ども達も前に出た。

「おじさん、ミミたち、うそついてないよ。決めちゃだめだよ」「だめだよぉ」

「そうだぜ。カイト兄ちゃんがこーおー様からちゃんとお願いされたんだ！」

　すると、さすがの兵士もたじろぎ、「で、でもなぁ……」と困り顔をする。

「大丈夫ですよー。なにかあったら、わたし達が無理やりやらせたって言えばいいですから」

　更にティアが気軽な調子で告げると、彼かれはやれやれといった表情へと変わり、

「しつこい奴やつらだな。分かったよ。一度だけだからな。ダメでも文句言うなよ」

　振り返ると、鎧よろいのぶつかる音を鳴らしながら、列へと駆かけていった。

　――しかしわずかも経たたない内に、転びそうなほどの勢いで帰ってくる。

「し、し、し、失礼しましたっ！　【約束の灯火】への依頼、確かに皇王様よりお達しがあったとのことですっ！」

　更に直立姿勢をとると、兵士は、高く手を上げて敬礼した。

「も、もも、申し訳ありません！　ここ、この度たびの無礼はなな、何なに卒とぞ、ご容よう赦しや願えますと……！」

「ああ、いや、もういいですから」

　カイトは苦く笑しようして、顔の前で手を振る。

「ちゃんとごめんなさいしたら、ゆるしてあげないとダメなんだよ」「なんだよー」

　ミミとネネが背せ伸のびをして、兵士の鎧を手で軽く叩く。

「そうですね。二人とも、良く出来ました」

　サアラが口元を緩めて、ミミとネネ、それぞれの頭を撫なでる。

「こ……こちらへどうぞ」

　緊張しているのか、おぼつかない足取りのまま、兵士が案内してきた。

　カイト達が後ろをついていくと、中央から幾いく分ぶん外れた辺りの列に、別の馬車がある。

　さすがに皇王が搭とう乗じようするであろう物よりは質素だが、それでも普ふ段だん、こちらが使っている乗合馬車に比べると雲うん泥でいの差だ。団体用なのか、大きさもかなりのものだった。

「あれ、いいんですか？　わたし達だけ、馬車に乗っちゃって」

　ティアが訊きくと、兵士は「そのように聞いております！」と返事をし、もう一度敬礼をすると、去っていった。

「他の人が馬だったり、歩いてたりするのに、なんだか申し訳ないね……」

　ナナルが気を遣つかうと、ラミネは肩かたを竦すくめる。

「ま、せっかくのご配慮なんだし、甘あまえちゃいましょ」

　扉とびらを開けて乗り込こむと、中も立派な造りだった。

　椅子には高級そうな刺し繍しゆうの施ほどこされた敷しき物ものが置かれており、座ると沈しずみそうなほどに柔やわらかい。乗合馬車は長時間、腰かけていると尻しりが痛くなってくるのだが、これはそんなこととは無む縁えんのようだ。

「ばしゃだー！」「しゃだー！」

「うおおお！　すげええええ！　これがばしゃかー！」

　ミミ、ネネ、リキは座席に腰かけると、この上なく楽しそうに何度も跳はねた。

「こら、暴れないの！　ちゃんと大人しくしておかないと、皇都に置いていくわよ」

「えー！」「えー！」「えー！」「ええええええええ！」

「なんであなたが一番衝しよう撃げきを受けてるのよ、カイト！」

　すかさず指し摘てきされたが、カイトとしては、子ども達が居なくなると寂さびしい、としか返しようがなかった。

「これは予想以上でしたね。さすがは皇宮の乗り物というべきでしょうか」

　サアラも普段からは考えられないほど、気持ちが高こう揚ようしているようだ。興味深そうに内部の様子を眺ながめている。

「でも、なんだか落ち着きませんね。普段とは違ちがい過ぎて」

　微び妙みように居い心地ごこちが悪そうに言ったのは、イオナだ。

「まあ、うちの拠点ホームは古いしボロいからねえ」

　ティアがしみじみと零こぼした。

「い、いや、ティア姉さん、僕は何もそんなつもりで……」

「え、でも、事実だよ？　古いしボロいし、歩くとあちこちで音鳴るし」

「この前、お兄ちゃん、床ゆか板いた踏ふみ抜ぬいて落ちてたね……」

　ナナルが思い出しながら、心配そうな表情をする。まるで、過去の事なのに、今目の前で起こったかのようだ。

「ああ、あれは参ったよ。抜けなくなったし」

　カイトも記き憶おくを反はん芻すうしながら頬ほおを掻かいた。

「ネネが『かいと、これからあそこにすむの？』って訊いてきて、しばらく笑いが止まらなかったわねえ」

　脳のう裏りにその時のことが蘇ったのか、ラミネがにやける。

「笑いごとじゃないよ……まあ、うちもそろそろ修しゆう繕ぜんが必要かもね。資材買ってきて出来る範囲では自分でやろうかなぁ」

「それなら、僕も手伝いますよ」

「おれもおれも！　おれもする！」

　カイトの言葉に、イオナとリキが賛同した。

「ねー。ラミネ、もうおかし食べていい？」「ネネも！」

　ミミが肩から提げた自分用の小さな鞄かばんを持ち上げると、ネネも同じ動作をとる。

「ダメよ。もうちょっとしてからにしなさい。すぐなくなっちゃうわよ」

「そうそう。わたしもすぐなくなる」

「ティアお姉ちゃんは、何度言ってもすぐ全部食べちゃうものね……」

　ナナルがくすくすと笑う。

「あなた達は、見習っちゃダメだからね」

「あはは、照れるなぁ」

「今のどこに褒ほめる要素あった!?」

　ラミネ、ティアが、いつものように会話を繰くり広ひろげていた時だった。

　馬車の扉が軽く、何度か叩かれる。

「ん？　……誰だろ」

　同乗者が居るとは聞いてないが、と思いながらカイトは扉を開いた。

　すると、背の低い、長い帽ぼう子しを被かぶった人物が居る。体形からすると女性のようだが、見当がつかなかった。高級だが、動きやすそうなドレスに身を包つつんでいる。

「どなたですか？」

　尋たずねたカイトに、謎なぞの人物は、

「……くっくっくっく」

　実に怪あやしげな笑いを漏らした。

「お前は誰かと問われれば、答えなければ世が廃すたる」

　加えてどう考えても胡う散さん臭くさい台詞せりふを吐はく。

「よかろう。ならば姿を見せてやろう。――カイトよ、わらわだ！」

　謎の人物は、帽子を取った。中に仕し舞まわれていたのだろう。ふわりと、銀色の髪かみが舞まう。

　幼さの中にも気高さを漂ただよわせる顔立ちが垣かい間ま見みえ、カイトは目をしばたたかせた。

「なんだ、フレッサか」

　扉を閉める。

「ちょおおおおおおおお！　開けてえええええええ！」

　先程と違って凄すさまじい速度で何度も外から叩かれた。

「悪かったから！　ちょっとふざけたわらわが悪かったからあああ！」

　だんだん哀あわれになってきたので、カイトは扉を開く。

　先程の気品はどこへいったのか、髪を振り乱みだし、涙なみだ目めになった――フレッサがそこにいた。

「お主、仮にもわらわが直接訪ねてきたのにその態度はなかろーに！　不敬という言葉が泣きながら逃にげるほどに不敬だぞ!?」

「いや、だって、なんかほら……調子的な？　ものに？　乗ってたから？」

　カイトは笑顔で言う。

「別にいいかと思って」

「いいわけないわーっ！」

　フレッサは、憤いきどおりを表すように、その場で地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「あのさ、カイト。ちょっといい？　その人って……」

　背後からラミネが呼よび掛けてきたので、ああ、と言いながらカイトは振り返る。

「紹しよう介かいするよ。彼女はフレッサ。なんていうか、そう――皇王」

　ひぇいっ、という、奇き妙みような音が聞こえた。なんだろうと思っていたら、ラミネの喉のどから出たものである。あまりに驚おどろき過ぎて、言葉にならなかったらしい。

「ちょ、ちょ、ちょ、ちょっと！　カイト、出て！　外に出て！」
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　ぐいぐいと背中を押されたので、カイトは慌てて馬車から降りた。後からティア、ナナル、最後にラミネが出てくる。

　ラミネは「ちょっと待っててね」と子ども達に声をかけると、扉を閉め、少し離はなれた場所までカイト達を誘ゆう導どうした。

「ああ、あの、その、初めまして！　ラミネと申します！」

　距きよ離りをとったところで改めて前に向き直ると、ラミネが深々と頭を下げる。それを見て、いささか呆然としている様子であったナナルも、我を取とり戻したように一礼した。

「わ、わたしは、ナナルです。え、えっと……この度は……もったいない依頼を頂きまして……えっと」

　たどたどしく礼を述べようとするナナルの横で、ティアが顎あごに指を当てる。

「初めまして、ティアです。……はー。あなたが皇王様ですか」

　何やら物もの珍めずらしそうにフレッサを見つめた後で、ティアはいつものように、呑のん気きな口調で言った。

「カイトの言う通り、ちっちゃくて可愛かわいいですね！」

「こ、こら！　ティアっ！」

　が、すぐさま、慌てた様子のラミネに叱しかられる。

「ん？　なんか変なこと言った？」

「変じゃないけど失礼でしょう！　よ、よりにもよって皇王様にちっちゃくて可愛いとか！」

「でも大きくて可愛くないわけじゃないよ？」

「そうだけど！　そうだけど違うというか、もっと他に、なんかこう、あるでしょ!?」

「んん？　……リスみたい？」

「こら ッ！」

　怒るラミネに、ティアはなにがなんだか分からないといった顔をした。

（確かにリスに似ている……）

　カイトはフレッサを眺めながら、彼女が頬ほお一いつ杯ぱいに食べ物を詰つめ込んでいる様子を思おもい浮うかべる。

「……お主、なにかまた不敬なことを考えていないか？」

「いや別に」

　フレッサからじろりと睨にらまれたので、口笛を吹ふいて誤ご魔ま化かした。

「とと、とにかく、あの、ええと、うちのエメルタ長が大変な無礼を……で、でも、悪気はないんです。素す直なおな子というか、あまり考えずに口にしちゃうところがあるというか、だけどとても良い子で、あの、とにかく……」

　あたふたとティアを弁護するラミネに、フレッサは笑う。

「良い、良い。気にしてはおらぬぞ。それにあまり畏かしこまるな」

「そうだよ。フレッサなんだしさ」

「お主はちょっとくらい畏まれ」

　横から口を出したカイトは、フレッサから軽く叩かれた。

「カイトの仲間はわらわの仲間だ。肩の力を抜いて楽に行こうぞ」

「は……はあ、そうですか……」

　フレッサの言葉に、ラミネは複雑そうな顔をする。

「ところで、こんなところへ何しにきたの？　ザウドさんに怒られるよ？」

　カイトが注意すると、フレッサは何やら得意げに胸を張った。

「ふふん、ザウドの奴はわらわの留守中に政務を取り仕切る為ため、皇こう宮きゆうに居残り中だ。よって今、この場で、わらわを縛しばる者は何者もおらぬのだー！　ぬははははは！　わらわの天下が来たぞーっ！」

「あれ、ザウドさんが見送りに来てる」

「はうおっ!?」

　びくんっ、と体を竦ませるとフレッサはカイトの後ろに隠れる。

「ち、ち、違うのだ、ザウド！　別にお主を疎うとましく思っているというわけではなく、いつもいつも小うるさいとか口を開けば説教ばかりだとか思っているわけではなくちょっとだけ解放されたいと思っていたわけでもなくだな っ！」

「ああ、ごめん、人ひと違ちがいだった」

　もちろん、端はなからそうと分かっていて言ったことである。

　フレッサはしばらく黙だまったままだったが、やがて、小刻みに震え出し、やがてこちらを見上げた。

「……カイト、そろそろわらわ、本気で怒っていい？」

　声こわ音ねに憤りが感じられたので、カイトは「悪かったよ」と素直に謝あやまることにする。

「でも、わざわざ挨あい拶さつに来てくれたの？　申し訳ないね、なんだか」

「いや別に、挨拶に来たわけではないのだが」

「じゃあ、どうしたの」

「うむ。……と、そろそろ出発するようだな、馬車に戻るが良い」

　フレッサから指示をされて、カイトは「ああ、そうだね」と答えながらラミネ達を促うながして馬車の中に入った。

「もう少し詰めてくれぬか。わらわが入れぬ」

「分かった。ラミネ、ちょっとだけ奥おくに……って待った。なんで入るの」

「わらわに歩けと申すか」

「じゃなくて。どうしてうちの馬車に来るの」

「なぜって……」

　フレッサは、当たり前のことを聞かれたように怪け訝げんな表情をする。

「――わらわも、お主たちと一緒の馬車で行くからだが」

「は!?　いやでも、中央辺りにでっかい馬車あったよ!?」

「長い道中、たった一人で揺ゆられてもつまらぬだろう。それよりここでお主やお主の仲間達と交流を深めた方が良い」

「問題にならないの……？」

「…………。…………。…………ならぬ」

　あ、これ、絶対になるやつだ。カイトは確信した。

「素直に乗りなよ。前の馬車に……」

「嫌いやだ！　お主だけ和気あいあいと旅をするつもりだろう！　ずるいぞ！」

「言ってることが滅め茶ちや苦く茶ちやだよ」

「滅茶苦茶でももじゃくじゃでもなんでも良いのだ！　わらわも乗せてくれーっ！」

　もじゃくじゃってなんだよ、と思っているカイトに、ティアが言ってくる。

「いいじゃん、カイト。皇王様も乗せてあげようよ」

「ちょ、ちょっと、ティア、それは色々と問題が……」

　ラミネが止めるも、ティアは笑顔のままで、

「旅は道連れ世は情けっていうでしょ。そっちの方が楽しいよ」

「お姉ちゃん、それ、ちょっと意味が違うよ……」

　ナナルがわずかに苦笑した。

「うむ、さすがカイトの所属するエメルタ長だ。良いことを言う。ほら、奥に行け、奥に。案ずるな。配下の者には話は通してある」

　フレッサはカイトを無む理り矢や理り馬車の中へと押し込んでくる。

「絶対、強ごう引いんに納なつ得とくさせたよね、それ」

　カイトが突っ込むが、フレッサは目を逸そらすだけだった。

「……ま、いいか。どうなっても知らないよ」

　幸いなことに馬車の席にはまだ余よ裕ゆうがある。フレッサはカイトの隣となりに腰かけた。

　間もなく、馬車がゆっくりと動き始める。いよいよ、ナヴァイアまでの旅だ。

　中央道を行く馬車を、大勢の国民が見送っていた。皆、こちらに向かって手を振っている。

「いやあ、いつもの依い頼らいと違って派手だね。こういうのも悪くないなぁ」

　ティアが窓の外を眺めながら感想を漏らした。

「まあ、そう滅多にあるものじゃないでしょうけどね……」

　ラミネが呟つぶやく。

　馬車は皇都の門を出ると、そのまま北上していった。

　さすがに皇宮の馬車とあってか、ほとんど揺れがない。何から何まで普段とは別世界だった。

「この子達が、カイトが世話をしている子ども達か？」

　フレッサが向かい側に座すわっている五人の子供達を順番に眺める。

「そうだよ。左から、イオナ、サアラ、リキ、ミミ、ネネっていうんだ」

　カイトが紹介していくと、フレッサは満足そうに頷うなずいた。

「ねえ、ティア、この人だぁれ？」

　ミミがあどけない口調で尋ねる。

「フレッサさんだよ。ええとね、皇王――」

「ただのフレッサだ。宜よろしく頼むぞ」

　ティアの言葉を遮さえぎって、フレッサは手を上げた。

「……子ども達に教えて無む闇やみに緊張させることもあるまい。わらわのことは内密に願うぞ。お主たちもわらわのことは、フレッサと呼ぶが良い」

　小声で頼み込むフレッサに、ティアは納得したように、顎を小さく引いた。

「フレッサさんは、カイトのおともだち？」「だち？」

　双ふた子ごが揃そろって首を傾かしげる。

「まあ、そのようなものだ。ミミ達も、わらわの友達になってくれるか？」

　フレッサが訊くと、ミミもネネも、「うん、いいよ！」と元気よく返事をした。

「良い子達だのう……」

「そうだろ。本当にもう、良い子っていうか、純じゆん粋すいっていうか、素す晴ばらしいっていうか、良い子っていうか、完かん璧ぺきっていうか、比類なきっていうか、唯ゆい一いつ無む二にっていうか、神の使いっていうか、神だよね」

　カイトが怒ど涛とうの如ごとくまくし立てると、フレッサは「お、おう」と何故なぜか引き気味の姿勢をとった。

「ああ、皇王……フレッサさん、あんまりうるさかったら放っておいていいですからね、カイトのこと」

　ラミネが呆あきれた様子を見せる。

「うるさくないよ！　子ども達の愛を説いてるんだ！」

　力説したが、ラミネは肩を竦めるだけだった。

「ねー。なんでフレッサさんは変なしゃべり方してるの？」

　リキが不思議そうな顔をする。

「む？　変なしゃべり方をしているか？」

「してるぜ。わらわ、とか、なになになのだ、とか。そんなの、聞いたことない」

「ぬ……確かにそうかもしれぬな。しかし、どうしてかと言われると答えに困るところだ。気付けばこの話し方なのでな」

「たまには違う風に喋しやべってみたら？」

　カイトは提案してみた。

「わたくし、なになにではないのかしら？　とか、そういう」

「なんだそれは。上流階級ぶりたい輩やからが意識だけ着き飾かざったような喋り方かただな」

　なるほど当たっているかもしれない。以前、一いつ緒しよに依頼をこなした大手エメルタ長の娘むすめである少女のことを、カイトは思い出した。

「じゃあ、せっしゃ、なになにでござる！　とか、そういう」

　今度はティアが持ちかけてくる。

「お姉ちゃん、なあに、その喋り方……」

　ナナルが初めて聞いたというように、目を何度か瞬しばたたかせた。

「海を渡わたった東方にある島国で使われている言葉であると聞いたことがあります。尤も、一部の者しか使われていないようですが」

　すかさず、サアラが説明をする。彼女とイオナは目の前にいるのが皇王だと薄うつすら気付いているのか、少し表情が硬かたい。

「そうそう。この前、依頼所に行ったらそういう人がいてね。面白おもしろかったから覚えた」

　ティアは手を打って、笑えみを浮かべた。

「ほほう。確かに独特だな。せっしゃ、フレッサでござる……か。興味深い。今度からこの喋り方に統一してみよう」

「多分、ザウドさんに怒られるのオレだから、やめてね」

　楽しげなフレッサに対して、カイトは額に手を当てて、首を振る。また余計なことを吹き込みやがって、と遠回しに叱られるのが目に見えるようだ。

「なんだ、つまらぬのう。ま、わらわの言葉は気にするな。癖くせのようなものだと思えば良い」

「じゃあミミも今度からわらわっていう」「ネネもネネも！」

　ミミとネネが楽しそうに跳ねた。

「わらわミミはおなかがへったぞ！」「わらわネネもへったぞー！」

「わらわミミとわらわネネって……変な魔ま物ものの名前みたいになってるよ」

　イオナがなんともいえない顔をする。

「ワラワミミ、ワラワネネ……確かにそうだね。そういう魔物いそう」

　ティアがなにやら感心したように腕うでを組んだ。

「やめなさいって。想像しちゃうでしょうが」

　言いながら、ラミネは下した唇くちびるを噛かんでいた。多分、笑いを我が慢まんしているのだろう。

　カイトは、魔物の耳や尻尾しつぽをつけたミミとネネを想像してみた。

「――ぶふぅっ！」

　可愛過ぎて危あやうく失神するところである。

「なんて怖こわい攻こう撃げきをしてくるんだ……恐おそろしいよ、ワラワミミにワラワネネ」

「別にわらわのことでないのにそこはかとなくからかわれている気がする……」

　フレッサは渋じゆう面めんを作った。

「す、すみません、そういうつもりじゃ、というか、まさかここまで広がるとは……」

　イオナが思ってもみない展開に焦あせり始める。

「良い、良い。少しでも場を沸わかせることが出来たのなら幸いだ」

　そう言うフレッサは、本当に楽しそうだった。立場が立場だけに普段、城で気苦労が多いことだろう。今回の事が息いき抜ぬきになれば良いのだが、とカイトは思った。

「それにしても……フレッサさんって、わたしと同じ歳としくらいに見えますね……」

　ナナルが意外そうにフレッサを見つめる。

「ん？　そうだな。わらわは今年で十三になる」

「え、と、年下……!?」

　驚いたように目を丸くしたナナルに、フレッサは微笑ほほえみかけた。

「さよう。だから別に遠えん慮りよをすることなどない。気軽に話しかけてくれれば良いのだぞ」

「分かった。じゃあフレッサ、ちょっと近くの村でお菓子買って来てよ」

「気軽に話しかけるのと下に見るとは違うであろーが」

　言われた通りにしたのに、カイトはフレッサから頬を抓つねられる。

「十三歳なのに……えっと……あの、大変なお仕事をしてるんですね……すごいです」

　皇王、という言葉を避さけてナナルが賞賛した。

「そうかの？　生まれた頃ころからしているから何とも思わんな。ま、楽でないことは確かだが」

「そりゃ、そうですよ。あたしなんて想像も出来ませんもん、そんな生活」

　フレッサの言葉を受けて、ラミネが顔を顰しかめる。カイトとしても、皇王としての働きがどんなものかなど、到とう底てい知る由よしもなかった。

「なにを言う。カイトの話によれば、ラミネ、お主はエメルタで家事一いつ切さいを取り仕切っているそうでないか。子ども達たちも大勢いるというのに、大したものだ」

「いや、あたしなんて別に……」

「謙けん遜そんすることはない。人には皆、与あたえられた役割というものがある。それを果たしているだけで十全なのだ。他人と比べる必要も意味もあるまい」

「お、良いこと言いますねえ。わたしもそう思います」

　ティアが拍はく手しゆをすると、フレッサはまんざらでもない顔をする。

「ナナル、お主も子ども達の世話を良くしているというではないか。その歳で求索士というだけでも大したものなのに、尊敬に値あたいするぞ」

「あ……ありがとうございます」

　急にフレッサから褒められて、ナナルは顔を赤らめた。

「ティアもエメルタ長として良き働きをしているという。お主がいなければ、【約束の灯火】はここまでやってこられなかったというぞ」

「ええ？　そうですかね。えへへ、ありがとうございます」

　ティアは自分の鞄から取り出だした焼き菓子を頬ほお張ばりながら、照れた。ミミやネネが欲ほしがったので、折って分わけ与えている。

「子ども達も皆、幼いなりに良く考え、賢かしこく動いているそうではないか。皆がそれぞれに、己おのれのすべきことをしているのだ」

「フレッサ、オレは？」

「一人一人が相手のことを想おもい、気き遣づかい、支え合う。正に家族というべきか……素晴らしいことだ」

「ねえ、オレは？」

「カイトも、まあ、それなりにやってることはやっているようだし」

「ティア達に比べてあからさまに評価がぞんざいなんだけど……！」

　カイトが愕がく然ぜんとしていると、フレッサは鼻を鳴らした。

「フン。普段散々やり込められているお返しだ」

「うぐぐ。フレッサの癖に生意気な」

「なんだその滅茶苦茶な論法は」

　フレッサは、手にしていた杖つえでこちらを小こ突づいてくる。普段、城に居る時にも携たずさえているものだ。

「それ、旅にまで持ってきたんだ」

「ん？　ああ、もしもの時に備えてな」

　意味深なことを言った後、フレッサは窓の外を見た。

「それにしても、久方ぶりに外へ出たな。城に居ると窮きゆう屈くつでいかん」

「あのね、おそとでないと、元気なくなっちゃうんだよ」

　ミミが言うと、フレッサは「まったくだな」と満足そうに頷く。

「一国の当主たる者、やはり体が資本だな。これからは定期的に外出せねば」

「ザウドさんが許してくれるとは思えないけどなぁ」

　厳いかめしい顔を脳裏に浮かべつつ、カイトは零した。

「奴の許しがなければ外に出ることも敵かなわんとは理り不ふ尽じんではないか。わらわは誰だれがなんと言おうとも、頑がんとして出るぞ。外へ。こっそりと！」

「やっぱりザウドさんが恐こわいんじゃないか……」

　カイトが息をつくと、フレッサは「べ、べ、別にそんなんじゃないわ！」と顔を赤くして叫さけんだ。どう考えてもそうである。

　と――フレッサやティア達と話している内にも、馬車はどんどんと街かい道どうを進んでいった。

　さすがにこれだけの人数で移動していると、魔物の方も警けい戒かいしているのか、一向に姿を見せない。

　至って平和なまま、やがて、太陽が中天に昇のぼった。

　そろそろ昼か、とカイトが思っていると、馬車が徐じよ々じよに速度を落とし、やがて停止する。

　しばらくしてから、扉を叩たたく音がした。

「失礼します。今より少しばかり休きゆう憩けいと致いたします」

　扉を開くと、兵士が敬礼しながら報告してくる。彼はフレッサを見て、一いつ瞬しゆんぎょっとしたが、話を聞いていたのだろう、咄とつ嗟さに目を逸らした。

「宜しければ食事をお配り致しますが、如何いかがしましょう」

「ああ、いいです、いいです。お昼持ってきてますから」

　ラミネが首を横に振ると、兵士は「かしこまりました。それでは！」とその場を去っていく。

「さ、皆みんな、降りて降りて。お昼ご飯だよ」

「わー！　ごはんだーっ！」

　促したラミネに、いの一番で、ティアが飛び出して行った。

　続いてミミとネネが『ごはんだーっ！』と駆け下おりていき、リキが「おっしゃああ！」と元気良く馬車を飛び降りる。

「お弁当もって来たんだ」

　カイトが訊くと、ナナルが頷いた。

「兵士の人から、お昼貰もらえるかもって言ってたんだけど……折せつ角かくの機会だから作ろうって、ラミネお姉ちゃんと、ね」

「そっか。楽しみだな」

　笑みを浮かべながら、カイトはラミネ達やフレッサの後、最後に馬車を降りる。

　周囲には平原が広がっており、昼食を取るには丁度よい場所だった。

　あちこちには兵士や騎き士し達たちが居て、それぞれが何かを口にしている。

　ティア達は木こ陰かげになっているところを見つけると、それぞれが腰を下ろした。

　が、カイトだけ、何かの気配を感じ取って振り返かえる。

　フレッサが戸と惑まどっているように立たち尽つくしていた。

「なにしてるの。おいでよ」

　呼びかけると、フレッサは頬を掻き、

「いや、うむ……わらわも良いのかの？　わらわが入ると昼食が減るのではないか。折角の一いつ家か団だん欒らんを邪じや魔まするのも気が引けるし」

「なに言ってるんだよ、今いま更さら。遠慮するような間あいだ柄がらでもないだろう？」

「お主とはそうだが、他の者が……」

「いいですよ、フレッサさんも。沢たく山さん作ってきたんで」

　ラミネが笑みを浮かべた。

「はい。あの……お口に合うかは分かりませんが」

　ナナルがおずおずと申し出れば、ミミやネネ、リキ達も賛成する。

「フレッサさんも、いっしょにたべよー！」「べよー！」

「仲間外れなんてつまんないだろ！　来てくれよ！」

　続いて、イオナやサアラも一緒に頷いたので、フレッサはようやく「そ、そうかの？」と照れくさそうにしながらも、近付いてきた。

　全員が揃ったところで、ラミネが鞄から布に包まれた四角形のものを幾いくつか取り出す。

　中は薄うすい板のようなもので作られた箱だった。

「ほう。これはなんだ？」

　フレッサが興味深そうに眺めると、ラミネが答える。

「ああ。これ、お弁当箱です。ある種類の木で出来てるんですけど、食べ終わったら燃やして木の根元に埋うめるんです。そうすれば荷物が減りますし、灰が肥料になるので後々問題にもならないんですよ」

「なんと。わらわの知らぬ間に、色々と出来ているものだな」

　感心しているフレッサをよそに、ラミネが弁当箱の蓋ふたを開けた。

　中には野菜や香こうばしく焼かれた肉、チーズなどが挟はさみ込まれたパンが幾つも入っている。

「美味おいしそう！　早く食べよう！」

「たべようたべよう！」「べよべよ！」

　ティアと双子が騒さわいだが、ラミネは「だーめ」と首を横に振ふる。

「まずはお祈いのりでしょ。ほら、やるよ」

　手を組んだラミネに続き、カイト達は同じ動作をとっていった。フレッサは何が始まったのかときょろきょろしていたが、やがてこちらに倣ならう。

「今日も命を捧ささげて下さった様々な者達と、創造主イシア様に感謝します。――全てに導きをイアン・フアーレ」

『全てに導きをイアン・フアーレ』

　いつものように食事の前の儀ぎ式しきが済み、昼食が始まった。

　ティアがパンを手にとって、口を大きく開けてから、かじりつく。

「んんんんっ！　うまいっ！」

　如何いかにも美味しそうにパンをたいらげているティアを見ている内、カイトのお腹なかが鳴った。子ども達が競きそうように手を出す中、カイトもまた一つをとる。

　一口食べると、野菜のしゃきしゃきした歯ごたえが、まず気持ち良かった。続いて適度に塩こしょうを振られた豚ぶた肉にくの肉にく汁じゆうが口の中に浸しん透とうしていき、それが収まらない内に、チーズのコクが追い打ちをかける。三つが混然一体となった様は、飲み込むのが勿もつ体たいないほどの価値を感じた。

「美味うまいなぁ」

　思わず零すと、ラミネとナナルが顔を綻ほころばせる。

「うむ。これはかなりのものだ。使われている材料は素そ朴ぼくなものだが、味付けが絶ぜつ妙みようだな」

　フレッサもまた、唸うなりを上げた。

「あ、ありがとうございます。皇王様に褒めてもらえるなんて……」

　ラミネが小さな声で言って、胸に手を当てる。

「いや、本当、ラミネの料理はすごいですよね。なんていうか……こう、すごいです」

　全く感想になっていない感想を述べてから、ティアは二個目を手にした。

「お主、もう食べたのか」

　あまりの速度にフレッサが目を丸くする。

「求索士はいつ魔物に襲おそわれるか分かりませんから。こうして、食べられる時にはどんどん食べるんです」

「なるほど。大変なものなのだな」

「いえ、ティアは単に食べるのが好きなだけです」

　感かん嘆たんの息を洩もらしたフレッサに、ラミネは説明した。

「……ほら、ミミ、こんなところに、お弁当がついてるよ」

　ナナルがくすくすと笑いながら、手を伸のばして、ミミの頬についたパンくずをとる。ミミはくすぐったそうにしながらも、嬉うれしそうだった。

　すると、それを見ていたネネは、じっと自分のパンを見下ろす。と思うと少しだけ千切って、自分の頬にくっつけた。

「ななる、ななる、ネネもおべんと、ついてる。とって」

「ネネ、今、自分でつけなかった……？」

「つけてないよ！　ついたの！」

　首を振るネネに、ナナルは「ほんと、かな？」と少し意地悪そうな顔をする。

「ネネ、オレがとってあげるよ。ほら、こっち向いて」

　カイトが言ったが、ネネはきっぱりと答えた。

「やだー。ななるにとってもらう！」

「…………あ、はい」

　カイトは差し出しかけていた手を引っ込こめる。

「カイト兄、泣かないで下さい」

　即そく座ざにサアラから忠告されて、カイトは「な、泣いてないよ！」と取り繕つくろった。

「わ、分かってるよ。ネネはミミが羨うらやましかったら、ナナルにとってもらいたかったんであって、別にオレのことが嫌きらいになったんじゃないから。分かってるから、ちゃんと、オレ、分かってるから！　全然泣いてなんかないしっ……！」

「カイト兄さん……」

「見ないでイオナ！　なんだかちょっと、哀れみを帯びた眼まな差ざしを向けないで！」

　居た堪たまれなくなって、カイトは頭を抱かかえる。

「お主……本当、どうしようもないの」

　フレッサにすら、呆れられた。

　だが、ふと、

「……それにしても、カイト、これがお主の得た『家族』か」

　昼食を取るティア達を眺ながめていたフレッサが、呟く。

「ん？　……うん。そうだね。オレの大切な家族だ」

　躊躇ためらうこともなく、その必要すら感じずに、カイトははっきりと答えた。

「そうか。とても良いな。わらわは安心したぞ」

　目を細め、感かん慨がい深ぶかい口調で述べるフレッサ。

　ああ、と、カイトはその時、なんとなく思った。

　彼かの女じよが自分達を今回の旅に呼んだのも、馬車に同乗したのも。

　もちろん、好こう奇き心しんからということもあるのだろうが――。

　何より、カイトを受け入れた者達がどんな人間なのか見ておきたい、ということもあったのだろう。

　彼女は自分の属国が生み出した被ひ害がい者しやを――いや。

　友人であるカイトを、それだけ心配していたのだ。

「……ありがとう」

　だからこそ、カイトは、心から礼を言った。

「ん。なんだ、突とつ然ぜん。気持ち悪いの」

　ただ、こちらも友人として、なんだか気き恥はずかしくなってきたので。

「なんでもないよ。ほら、君もお弁当ついてる」

　誤魔化すように、フレッサの頬ほおについたパン屑くずを取ってあげた。

「――んなっ！　や、やめんか、突然！」

　するとフレッサは、どうしたことか顔を真っ赤にしてこちらから距離を取る。

「なんだよ、その態度。傷つくなぁ。親切でやってあげたのに」

「おお、お主が、お主がいきなり破は廉れん恥ちなことをするからであろうが！」

「ちょっと、カイト？　あなた、フレッサさんになにしたのよ？」

「……お兄ちゃん？」

　ラミネやナナルから非難するような目を向けられたので、「ち、違ちがうって！」と手を振った。

「ちょっとした誤解！　誤解だから！」

「まあ、カイトだから。そんな変なことはしないって」

　パンを堪たん能のうしていたティアがあっさりと言ったので、ラミネもナナルも、まあ、そうか、といった感じですぐ分かってくれた。

　やれやれとカイトが胸をなでおろした直後、

「はれんちってなぁに？」

　ミミが興きよう味み津しん々しんといった顔で言ってきたので、慌あわてて言った。

「ま、まだ知らなくていいことですっ！」




　皇国を始めとした諸国には、何らかの理由によって各地からやってくる諸しよ侯こうの為、あちこちに宿しゆく泊はく施し設せつが建てられている。

　その多くは、魔物が侵しん入にゆうできぬよう、大きな屋や敷しきの周りを高い壁かべで囲っている造りになっていた。

　とはいえ、全員を泊とめることは不可能だ。屋敷に泊まるのは王や家臣、もしくは領主といった地位の高い人間と、それに近しい者達のみで、後の兵士や騎き士しは壁の内側で野営をする。

　カイト達もまた兵士から宿しゆく泊はく用具を一式受け取って、夜を過ごす準備をしていた。

　フレッサから屋敷に来てはどうかと誘さそいを受けてはいたのだが、ティアが代表して、丁てい重ちように断ったのだ。

　あくまでもこちらは仕事で同行している身であり、専用の馬車を用意してもらったことだけでもありがたく、これ以上の特別扱あつかいは受けずにいたいというのが理由だった。

　ただ、それ自体は建前のようなものに過ぎない。せっかくの家族旅行なのだから、子ども達に、普ふ段だんなら体験できないことをさせてあげたいというのが本当のところだった。

「うん、こんなものかな」

　カイトは割り当てられた場所に、組み立て式の支柱を立てて、頷いた。

　これに大きな布を被かぶせ、内側に敷しき物ものを置けば天幕の出来上がりだ。

「思っていたより簡単にできるんですね」

　手伝ってくれていたイオナが、支柱を見上げながら言った。

「まあ、慣れてないとちょっと分かりにくいけどね。後は風で飛ばないようにすれば終わりかな」

　カイトはしゃがみこむと、重おも石しを取り出す。

「カイト、カイト、お手伝いすることない？」「ないー？」

　ミミとネネがこちらに近付くと、顔を覗のぞき込んできた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。ちょっと危ないから、向こうで遊んでおいで」

　頭を撫なでると、双子はにこにことしながら、「分かった！」と両手を上げる。

　道中、子ども達ははしゃぎ疲つかれたせいか眠ねむっていたが、今はすっかり元気を取とり戻もどしていた。

「カイト兄ちゃん、これ、なんだ？　すっげーでかい！」

　リキが、布を持ち上げてこちらに見せてくる。

「あのね、それを支柱に載のせると、屋根になるんだよ」

　ナナルが教えると、リキは「へー、すっげー！　でっけー！」と分かっているのか分かっていないのか、やたらに感動していた。

「他にも、こういう使い方が出来るんだよー」

　ティアが言って、突然、布の下にもぐり始めた。間もなく、勢いよく立ち上がる。

　巨きよ大だいな布の中央部分が盛り上がり、ちょっとした小山のようになった。

「ほらー、布の魔物だぞー！」

　そのままずるずると布を引きずりながら、ティアは子ども達に近付いていく。

「いーやー！　まものー！」「きゃー！」「うおおお！　こええええ！」

　ミミ、ネネ、リキが逃にげ惑まどうのを、ティアは「ぬーのー！」と言いながら追いかけた。

「ちょっと！　天幕で遊んじゃダメでしょー！」

　ラミネに叱しかられながらも、ティアと子ども達は楽しげに遊んでいる。平和な光景を、カイトは慈いつくしむ目で見つめた。

「ところでカイト兄、今の内にはっきりとさせたいのですが」

　ナナルと一緒に、荷物を整理していたサアラが不意に口を開く。

「ワタシ達に同行しているフレッサさんは、皇王様ではないのですか？」

「……違うよ？」

　一応、否定してみた。だがサアラの眼鏡めがねの奥にある瞳ひとみは、そんなものでは騙だまされない。

「ミミ達はともかく、皇国の統治者の名くらい、ワタシでも知っています。フレッサ＝エイオート＝マルト……ですよね」

「……ははは。よく出来ました」

　やはり、ばれてしまっていた。こうなっては隠かくす意味も無い。

「まあ、そうだよ。皇王様本人だね」

「やっぱり、そうだったんですか。なんとなくそうじゃないかと僕ぼくも思っていたんですが……しかし、どうして皇王様が。……というか、あの、僕、失礼とかなかったですか？」

　イオナが今更ながら心配を始めた。

「いや、大丈夫だよ。というか、フレッサはその辺あんまり気にしないし」

「カイト兄、随ずい分ぶんと皇王様と親しいようですね。今日、皇王様が同乗してきたのも、カイト兄の繋つながりのようでしたし」

「うん、ちょっとね」

　サアラが、じっと見つめてくる。さすがに完全に隠し通とおすことは出来ないだろう。さて、どうしたものか、とカイトは悩なやんだ。

「……まあ、いいです。カイト兄のことですから、いつか話してくれるでしょう」

　しかし、サアラはあっさりと引き下がった。

「え、いいのかい？」

　驚おどろいたカイトに、サアラは少しの間だけ黙だまった。が、やがて小さい声で言う。

「……信用、してますから」

　分かりにくいが、頬もわずかに赤くなっていた。

「さ、サアラ……そんな君が、オレは大好きだよっ！」

　両手を広げ、カイトはサアラを力ちから一いつ杯ぱい抱だきしめようとする。

「そういうのはいいです」

　が、さらりとかわされて、そのまま地面に倒たおれ込んだ。

「か、カイト兄さん!?　今、思いっきり顔面からいきましたけど!?」

　慌てて駆かけ寄よってくるイオナに、カイトは「ははは。平気。平気だから平気」と立ち上がった。本当は鼻がひたすら痛かったが、サアラが珍めずらしく示してくれた気持ちに比べれば、何の事もない。
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「でも……フレッサさん、すごく親しみやすい人だったね。皇王様なのに」

　ナナルの言葉に、ラミネが頷いた。

「そういえば、そうね。王族や貴族なんて、大体が偉えらそうにしているものだと思ってたけど」

「フレッサも必要な場所ではそう振る舞まってるよ。ただ、逆を言えばそうじゃないところで尊大な態度をとっても意味がないと思ってるんじゃないかな」

　齢よわい十三にしてそういった判断が出来るのは、カイトも素す直なおに凄すごいと思っている。

「でも、ま、実際に付き合ってみると分かるけど、ドジはするしすぐに言うこと信じるし。色々と抜ぬけてるところも多いから、あんまり緊きん張ちようしないでいいよ」

「あなたも割合、言うわね」

　ラミネが思わずといった感じで吹ふき出した。

「いやあ、だって。この前も謁えつ見けんの間に出てきたと思ったら、口元に涎よだれついてたからね。直前まで居い眠ねむりしてたらしくてさ」

「か、可愛かわいい……」

　想像したのかナナルが頬を染めた。

「……確かに抜けているところはありそうですね」

　サアラが眼鏡の蔓つるを押おし上あげながら、口元をわずかに緩ゆるめる。

「他にもさ、挙げればキリがないよ。ティアには負けるけど食欲旺おう盛せいで、食べ物に関してはすごく執しゆう着ちやくを見せるし。先月だったかな、話してる途と中ちゆうに大きな音でお腹が鳴って――」

「余計なことをしゃべるではないわっ！」

　最後まで言い終わらない内に、カイトは、後ろから何か硬い物で軽く叩かれた。

　振り返ると、杖をもったフレッサが、頬を膨ふくらませている。

「なんだ、フレッサか。君は屋敷に行ったんじゃなかったの？」

「あんな堅かた苦くるしい場所、一いつ時ときでもいられるか。抜けてきてやったわ。……それよりカイト、お主、わらわの恥ち部ぶを次々と暴ばく露ろしおって」

「だって、本当にあったことだし……」

「だ、だからといって話していいわけではないわ！　全く……お、これはなんだ？」

　憤いきどおった後で、フレッサは傍かたわらにあった支柱を見つめた。

「ああ。天幕を支える為ためのものだよ」

「ほう、これがそうなのか。聞いてはいたが、実際に目にするのは初めてだの」

　歩み寄っていくと、フレッサは支柱に手を添そえる。

「うむ、中々に頑がん丈じようではないか。なるほど。これほどでなければ屋根の重さに耐たえ切れないのだな」

　しばらく物もの珍めずらしそうに叩いたり、触さわったりしていたフレッサだったが、やがて握にぎって揺ゆらし始めた。

「おお。びくともせんぞ。これは素晴らしい。我わが国くにの技術も捨てたものではないな」

「でも、あんまりすると危ないよ。まだ留め具をつけてないから」

　注意したカイトだったが、フレッサは尚なおも支柱を動かし続ける。

「しかし、これだけ丈じよう夫ぶであればそんなもの要いらぬのではないか？　ほらほら、ほらほら、倒れぬぞ」

　どんどん力を強くしていき、それに伴ともなって、少しずつではあるが、支柱が揺らぎ始めた。と思って、間もなく――。

「うわっ!?」

　勢いがついた支柱が傾かたむき、フレッサの側に倒れてきた。

「危ないっ！」

　咄嗟にカイトは飛び出すと、フレッサの前に滑すべり込み、支柱を支えた。向こう側からは、イオナが引っ張ってくれている。そのおかげもあって、寸前に止めることが出来た。

「お……おお、これは驚いた。ははは、いや、あまり調子に乗ってはいかんな」

　フレッサが、目を丸くしながらも、笑いを洩らした時だった。

「――こらっ！　笑いごとじゃないでしょ！」

　ラミネが大声を張り上げたので、フレッサは体を竦すくませる。

「遊んでいいことと悪いことがあるの。もし怪我けがでもしていたらどうするの！」

　耳が逆立ち、目を吊つり上げた顔は、ラミネが本気で怒おこっている証しよう拠こだった。

　向こう側で子ども達と遊んでいたティアも、何事かとこちらを見ている。

「そ、そうだな。……すまぬ」

　呆あつ気けに取れていた様子のフレッサは、しかし、すぐに姿勢を正して頭を下げる。

　すると、ラミネは「……あ」と我に返ったかのように、身を引いた。

「す、すみません！　つい、子ども達にやるように……申し訳ありませんでした！」

　深々と頭を垂れたラミネの前に、ナナルが庇かばうように立つ。

「あ、あの、ラミネお姉ちゃん、いつも子ども達がいけないことをしたら、ああやって叱るから……えと、だから、そういうわけではなくて」

　すると、イオナやサアラも並んだ。

「そ、そうなんです。許してあげて下さい！　お願いします！」

「……ラミネ姉を罰ばつするなら、そうさせるようにしてしまった、ワタシ達も同罪です」

　三人の行動を見て、フレッサは焦ったように首を横に振った。

「い、いや、良いのだ。今のはわらわが悪かった。どうか顔を上げてくれ」

　その言葉に、ラミネは恐る恐るといった感じで、頭を上げていく。

「ほ、本当に、ごめんなさい……」

「気にすることはない。……しかし、ふふ、そうか」

　フレッサは顔を俯うつむけると、笑いを洩らした。

「こら、などと言われたのは久方ぶりだったな。昔は良く、悪戯いたずらをしてお母様に叱られたものだったが」

　頭を掻かき、囁ささやくように言う。

「いや、懐なつかしい気持ちになった。さて……そろそろ、わらわは屋敷に戻るとしよう。ではな、カイト達。また明日」

　振り返ると、フレッサは手を振って、場を去っていった。

「……どうしたの？　フレッサさん、ちょっと様子が変だったけど」

　背中にミミとネネ、リキを背負しよったティアが、不思議そうな顔をする。

「どうしたん、だろうね」

　ナナルも小首を傾かしげるだけだった。

「……フレッサも小さい頃に両親を失ってるからね。色々あったんじゃないかな」

　カイトは思うところを告げる。だからこそ、カイト達『家族』を気遣ってくれているのだろう。

「そっか。そうだよね。……うーん。よし――決めた」

　何やら考え込んでいたティアは、やがて拳こぶしを強く握って、宣言した。

「この旅の間は、フレッサさんもうちの家族の一員ってことにしよう。もう変に気を遣つかうのは止めよう！」

「……そうね。それがいいかもしれないわ」

　ラミネもまた、すぐに同意する。

「うん。わたしも、そう思う。フレッサさんと、もっとお話ししてみたいな」

　手を組んで、ナナルがか細い声で言えば、サアラやイオナも首しゆ肯こうした。

「皆……ありがとう」

　カイトは、微笑みを浮うかべてティア達を見つめる。

「――というわけで、おりゃっ！」

　と思っていると、ティアが持っていた天幕用の布を、こちらに向かって被せてきた。

「わぶっ！　な、なに!?」

「今度はカイトが魔ま物ものだー！　皆、逃げろー！」

「きゃあああ！　カイト魔物だー！」「まもカイトー！」「うひょおおお！　逃げろおお！」

　ティアの呼よび掛かけと共に、双ふた子ごやリキが足早に駆けていく音だけが聞こえてくる。

「いや、なにがというわけなの!?　なにが始まってるの、これ!?」

「ほらほら、ナナルにイオナ、サアラも！　逃げるよ！」

　あっという間に、その場に居た家族たちがこちらから遠ざかっていく。

「ちょ、待って っ！」

　慌てて追いかけていくカイト。

「だから、こら ッ！　天幕で遊ぶんじゃないって言ってるでしょーがっ！」

　傾きかけた太陽が世界を紅色に包つつむ中、ラミネの声だけが何処どこまでも響ひびいていった。




　それからの道中も、何事かが起こることはなく、順調に旅は進んでいった。

　無事に国境を越こえ、皇王の行列は遂ついにナヴァイアへと入る。

　それから時が経たつと、開け放たれた馬車の窓から風が吹き込み、カイトはあるものを感じ取った。

「ん……これは、潮の匂においだ」

　以前、別の地区ではあるが、求索士への依い頼らいで海の近くを通りかかったことがある。その時にも嗅かいだものだった。

「しお？　おしおのにおい？　しょっぱいの？」

　ネネが目を瞬しばたたかせる。

「ああ、料理に使う塩とは違うよ。潮。ええと、海の匂いだね」

「うみ！　うみ近いの!?」

「どこ、どこだ!?　海かい賊ぞくいるか!?」

　ミミとリキが窓から身を乗り出そうとした。

「ほら、危ないわよ、やめなさい。もう少しで着くから」

　ラミネの言葉通り、馬車がしばらく行くと、外に茂しげっていた木々が急に途と切ぎれる。

　代わりに現れたのは、どこまでも遠く広がる、青々とした水面だった。静けさの中、微かすかに波音が聞こえてくる。

「ほらほら、ミミ、ネネ、リキ、これが、海だよ」

　ティアがミミを、ラミネがネネ、ナナルがリキを抱き上げて、窓の外を見せた。

「すごい！　あおばっかりだ！　あおい！」「おいおい！」

「広いな！　でっけえ！　なんだこれ！　いつからこうなんだ!?」

　子ども達たちは目を見開き、喜びを抑おさえ切れないように、足をばたつかせる。

「いつからって……いつからだろうな」

　そんなこと思いもしなかった、とカイトは考え込んだ。

「少なくとも皇国が出来るよりずっと以前のことでしょう」

　サアラが海を見つめながら告げた。

「ふうむ。そうなると、いささか見当もつかぬな。そもそも、海とはどうして出来るのか」

　腕うでを組んだフレッサが、眉み間けんに皺しわを寄せる。

「そういえば……そうですね。知らないこと、沢山あるなぁ……」

　ナナルが零こぼしたところで、馬車が停止した。兵士が訪ねてくると、ナヴァイアの首都まではもう少しかかるので、ここでしばらく休みをとるとのことである。

　折角なので、カイト達は海を眺めてみることにした。

　白い砂すな浜はまに降り立つと、水平線が霞かすんで見える。

「いやあ、すごいね。皇都にいると滅めつ多たに来られないからなぁ」

　カイトは感慨深く言った。自分を始めとした【約束の灯ともし火び】の求索士の四人は、海を見ること自体、初めてではなかった。しかし、以前の体験からは随分と経つので、その壮そう大だいさに改めて胸を打たれる。

「うみ！　これがうみかー！　うみなー！　うみー！」「みー！　みーなー！」

　あまりの光景に圧あつ倒とうされてしまったのか、ミミは同じようなことを何度も叫んでいた。ネネに至っては、言葉にすらなっていない。

「ひゃー！　なあ、海賊はどこにいるんだ!?　幽ゆう霊れい船せんはどこ!?」

　リキがきょろきょろと辺りを見回した。

「そんな簡単に見つからないわよ。というか、見つかったら困るわよ。海賊とか幽霊船なんて」

「ええ!?　そうなの!?」「嘘うそだよね、ラミネ!?」

　リキと一いつ緒しよにティアが愕がく然ぜんとなる。

「いや、どうしてティアまでそんな反応なのよ」

「だって一度でいいから会ってみたいと思わない？　右手が鉤かぎ爪づめになってて、黒いヒゲを生やして、がはははって笑う海賊。後、わーれらはゆうれい、ふねをこぐーって歌うたう幽霊船」

「たとえ居たとしてもそんな典型的な奴やつがいる可能性は低いわよ……後、なによその歌は」

「今作った。幽霊船に乗ってる幽霊が歌ってそうだと思って」

「確かにそうだけど！　そうだけども！」

　どちらにしろ、もし本当に存在していたら最も早はや、海どころではなくなる気がする。と、カイトは思った。

「でも、惜おしいなぁ。皇都の近くにあったら、海水浴でも出来るのにね。さすがに荷物になるから余分な服は持ってきてないし」

　悔くやしがるカイトだったが、

「くっくっく。カイトよ、そう言うであろうと思ったぞ」

　後ろで何やらフレッサが不敵な笑いを洩らした。

　振り返ったカイトの目は、彼女が何か鞄かばんのようなものをもっているのを捉とらえる。

「――みよ、これを！」

　鞄に手を突っ込み、フレッサが取り出だしたのは、数枚の布だった。

　……いや、布ではない。男性用と女性用の肌はだ着ぎである。

「これに着き替がえれば、海で遊ぶことが可能になるのだーっ！」

「おおおおお！　すごい！　フレッサさん、やるー！」

　ティアが盛大に拍はく手しゆをすると、意味が分からないながらも、双子やリキもつられて同じ動作をとった。

「……わざわざ持ってきたの？　それ」

　冷静に突っ込むカイト。

「いかんのか。騎士連中や兵士は疲れているだろうから遊ばんと思って、わらわとお主たちの分だけだが」

「いや、いかんってことはないけど……」

「なんだ、お主、見たくないのか？」

「フレッサの肌着なら別に」

「なにも言ってない内からわらわを傷つけるな！　子ども達だ、子ども達！」

「……はっ!?」

　カイトの全身に雷かみなりが走った。自然と拳を握り締しめ、高々と掲かかげて天を仰あおぐ。

「み、見たい ッ！」

「そうであろう！　絶対にそうであろう！」

「ありがとう！　ありがとうフレッサ！　君は最高だ っ！」

　フレッサの手を握って、カイトは勢いよく振った。

「よし、皆みんな、着替えて来るんだ！　――海で遊ぼう！」

　カイトの呼びかけに、ティアや子ども達が、歓かん声せいを上げる。

「あ、カイト兄。ワタシはいいです。岩いわ陰かげで本でも……」

「…………」

「……着替えてきます」

　涙なみだ目めになっているこちらの顔を見て、サアラは紡つむぎかけた言葉を引っ込めると、頷うなずいた。

　それからしばらく――。

　無事に着替え終わったカイト達家族と、フレッサは再び合流したのだった。

「……うん。うん。うん！　いいね！　最高だよ、皆！」

　カイトは肌着を身に纏まとったティア達を見て、全身に染しみ渡わたるような満足感を味わう。

「そ、そう、かな？　なんだか、肌はだが出て、恥はずかしいな……」

　ナナルがもじもじとしながら、自分の身を抱きしめた。

「その恥はじらってる姿も可愛いんだよ！　ナナルー！」

　至福の表情を浮かべつつ、カイトは両手を広げて走り寄ろうとする。

「お主、少しは自重せんか」

　しかし、前に回ってきたフレッサから、押しとどめられた。

「ひ、ひどい！　オレをこんなに興奮させたのはフレッサなのに！」

「ご、誤解を生むような発言はよさぬか！　大体、家族ばかり見よって。わらわはどうなのだ!?」

「え、ああ、うん。可愛いよ。可愛い可愛い」

「どう考えてもぞんざいであろうがーっ！」

　怒ったフレッサが、こちらの体を叩いてくる。

「ようっし、あんまり時間はないんだし、存分に遊ぶぞぉ！　さあ、子ども達！　いざ行くよ！　突とつ撃げき―！」

　ティアが先導して走り出すと、

「きゃー！　うみー！」「ネネもいくー！」「うおお、海賊見つけるぞぉ！」

　ミミ、ネネ、リキが続いていく。

「あ、ダメでしょ、運動しなきゃ！　足がつって溺おぼれるわよ！」

　その後を、ラミネが追いかけていった。

「よし、じゃあ、オレ達も行こうか」

　軽く屈くつ伸しんをした後で、カイトはイオナ達に呼びかける。

「うむ、行ってくるがよい！」

　が、フレッサがその場に立ったままで言ったので、踏ふみ出しかけていた足を止めた。

「ん、あれ、フレッサは行かないの？」

「うむ！　わらわはここでお主たちが危ない目に遭あわぬよう、じっくりと見守っていよう！」

「いや、いいよ。そんなの悪いし。一緒に遊ぼうよ」

「良いのだ。行ってくるが良い！」

「なんてそんなに頑かたくななの。行こうって」

「よ、良いと言っているのだ！　しつこいぞ、カイト！」

　何故なぜか、フレッサは顔が引きつっている。

「……あの、フレッサさん、ひょっとして」

　何かに感付いたかのように、イオナが言った。

「――泳げないんですか？」

「ほぐっ!?」

　奇き妙みような声を上げて、フレッサが固まった。

「ああ、そういうことですか。なら、仕方ありませんね」

　眼鏡を外したサアラが、息をつく。

「ち、ち、違うぞ!?　その、あれだ。わらわは慎しん重ちような方でな!?　もしもの時に備えてわらわだけでも楽しみを我が慢まんしようという、そういう心構えでだな！」

「泳げないの？」

　カイトは訊きいた。

「だ、だから、違う！　泳げないなど、そんなわけがあるか！　ただ、あれだ、海などほとんど来ない上、入ったこともないから！　ちょっとだけ、なんていうか、足のつかないところがあったら困るなとか、そういうことを慮おもんぱかっているだけだ！」

「ようするに泳ぎ方が分からないんだね」

「そういうわけではない！　息いき継つぎのやり方を知らないだけだー！」

「そういうのを、世間じゃ泳げないっていうんだよ」

「…………はい。泳げません」

　ついに白状した。

「わ、悪いか!?　大体、人間は魚ではないのだ。泳げないのが普ふ通つうなのだ！」

「はいはい。分かったよ。じゃあ、教えてあげるから一緒に行こうか」

「い、嫌いやだ！　放はなせ、カイト！　わらわはただ、お主たちと海で一緒に居られればそれで……カイトー！」

　なにやら言い訳をしているのも気にせず、カイトはフレッサをずるずると引きずるようにして連れていった。

「イオナ、サアラ、先に行っていいよ。オレは後からゆっくり行くから」

　促うながすと、イオナとサアラは頷いて、二人で一緒に海へと入っていく。

　ティアやラミネ達は既すでに水を掛け合あったりして、歓声を上げていた。

「ほら、皆、楽しそうだよ。行こうよ」

「うう……確かにそうだが。確かにそうだが、溺れたらどうする」

「助けてあげるから」

「本当だな？　本当だろうな？　見捨てないな？」

「君はオレをなんだと思ってるんだよ……」

「信用はしているが、不安なのだ！　分かれ！」

「はいはい。じゃあ、こうすればいいだろ、ほら」

　素す早ばやく後ろに回ったカイトは、フレッサの首と膝ひざ裏うらへ手を回し、小さな体を抱き上げた。

「うわっ!?　ちょ、カイト、いきなり、そんな!?」

「――行くよ！」

　顔を赤らめたフレッサを置いて、カイトは海へと飛び込こんだ。そのまま深い所へと一気に進んでいく。

「わー！　うわー！　わ、わああああ！」

　フレッサが首筋にしがみついてくる。が――当然の話、カイトがしっかりと抱き止とめているので、沈しずむことはなかった。

「お……おお。平気だ」

　先さき程ほどまでの焦しよう燥そうぶりはどこへいったのか、フレッサは安あん堵どしたように顔を綻ほころばせた。

「いや、大体、この辺浅くて余よ裕ゆうで足がつくからね。溺れることなんてないよ」

　カイトは顎あごですぐ近くを指す。そこには、ティア達の姿があった。ミミやネネ、リキのように小さな子達も、肩かたの辺りまでしか海に浸つかっていない。

「なんだ、そうなのか。脅おどかしおって」

「別に脅かしたわけじゃないけど……下ろしていい？」

「……ダメだ」

　安全であることを教えてあげたのにも拘かかわらず、どうしたわけかフレッサは尚もこちらに抱きついたままだった。

「もう少しこのままだ。お主は信用できぬ」

「さっき信用はしてるって言ってなかったっけ」

「さ、先ほどのことは先ほどのことだ。いいから、しばらくこのままで居おれ！」

　なんだか分からないが、これ以上言っても聞き入れてはくれなさそうだったので、カイトは言われた通りにする。フレッサはなんだかとても満足そうだった。

「……それにしても、いいなぁ」

　ふと周囲を眺ながめていたカイトは呟つぶやく。

　ティアやラミネ、ナナル。サアラにイオナにミミ、ネネ、リキ。

　彼かれ等らは無む邪じや気きに海で戯たわむれ、存分に旅の一時を楽しんでいた。

　燦さん々さんと照りつける太陽に水面が輝かがやき、まるで夢の如ごとき光景である。

「まさか、家族全員で海に来られるなんて、思いもよらなかったよ」

「ふふふ、そうであろう。わらわにとくと感謝するが良い」

「うん、感謝してるよ。ふふ。ふふふふふ。ふふふふふふふふふ」

「……お主、今、色々とぎりぎりの顔をしておるぞ」

「え？　そう？　ふふあはは、そんなことは些さ細さいな問題だよ。あははは」

　幸せに満ち足りていて、何もかもが輝いている気がする。

　カイトは顔面の筋肉を思いきり弛し緩かんさせたままで、悦えつに入いっていた。

「あー！　フレッサさん、カイトに抱っこしてもらってる！」

　と、その時、ミミがこちらを指差して叫さけんだ。

「ほんとだ。かいと、ネネも、ネネもだっこ！」

　ネネがおぼつかない足取りで、海の中を進んでくる。
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「カイト兄ちゃん、一緒にまた訓練しよーぜ！　ここ、動くのにすっごい力がいるからつよくなれそう！」

　両手を振ふり上げながら、リキも向かってくるので、カイトは益ます々ます笑え顔がおになった。

「いいよ、いいよ、皆、おいで。全員一緒に遊んであげるよ！」

「わー！　ネネ、いこう！」「うん！」「よし、またカイト兄ちゃんに勝つぞー！」

　三人の子供達が一いつ斉せいに駆け寄ってくる。

「よっしゃー！　じゃあ、わたしも行くぜー！」

　が、その後ろからティアがミミ達を纏めて抱き上げたかと思うと、波なみ飛沫しぶきを上げながら、怒ど涛とうの如く迫せまってきた。

「ええ!?　ちょ、お主達、少し待て！　多い！　多すぎるから！」

　フレッサは慌てたように手を振って制止しようとするも、ティア達は笑顔のまま迫ってきた。

「ウフフ、皆、甘あまえたがりだなぁ。仕方ないなぁ」

　カイトは和なごやかな心のままで告げる。

「冷静になれ、カイト！　お主、今、割と窮きゆう地ちだぞ!?　ああ、ほら、来たぞ、来る、わー！」

「かかれー！」

　フレッサが大声を上げた直後、ティアの号令と共に、全員が飛びかかってきた。

「あははは、家族の触ふれ合いっていいなぁごぶがぶごがごがぶ」

　そのままカイトは、笑いながら海中に没ぼつする。

「あれ、カイト、どこー？」「いないねー」

「おお、カイト兄ちゃん、さすがだ。完全に気配が消えてる！」

　カイトの上に乗った双子とリキが、きょろきょろと辺りを見回す。

「沈んでおる！　沈んでおるのだ！　非常に幸せそうな顔のままで！」

　咄とつ嗟さに飛とび退のいて逃げたフレッサの姿が、海の中に居るカイトの目には揺らいで映った。

「あ、本当だ。カイト、大だい丈じよう夫ぶ？」

　こちらの胸の上に手をついて、ティアが首を傾げる。

「ごぶごあぼごあがぶごぶ」

　カイトは親指を立てた。

「大丈夫だって」

「どう考えても大丈夫ではなかろーが！　カイト、お主もしっかりせえ！」

　ティア達が体から下りてくれたので、フレッサに手を引っ張られて、カイトはようやく起き上がる。

「あー。愛を堪たん能のうした」

　濡ぬれた髪かみを掻き上げながら、カイトは実に爽さわやかな心地ここちとなっていた。

「お主、本当、家族が絡からむと急に人が変わるな……」

　感心半分、呆あきれ半分といった顔をするフレッサ。

「なー、なー。カイト兄ちゃん、でっかいイカはいないのか？」

　カイトが足にしがみ付いてくるミミとネネの頭を撫なでていると、不意にリキが尋たずねてきた。

「ん？　イカ？　ああ、物語の中で出てきたようなやつね。この辺にはいないんじゃないかなぁ」

　水平線を見つめながらカイトは答える。

「イカの大きなやつなら、【白はく触しゆ】っていう魔物がいるけど……あれはもっと沖おきの方に行かないと、いないんじゃないかなぁ」

　近付いてきたナナルが説明すると、リキは「なんだぁ」と明らかに落らく胆たんした様子になった。

「そんなの、海賊と同じで出てこない方がいいわよ。現れたらどうするの？」

　ラミネがしゃがんでリキと目を合わせると、彼かれは鼻の下を指でこする。

「その時は、おれが退治するんだ。イカって生で食ったらうまいんだろ？　サアラ姉ちゃんが言ってたぞ」

「正確には、食用に適していると本で読んだだけですよ。ワタシも食べたことはありません」

　サアラが訂てい正せいすると、

「まあ、皇都は海から離れておるからの。生魚を食うた者などあまりおらんだろう」

　フレッサが付け加えた。

「そういう君は食べたことあるの？」

　気になってカイトが尋ねると、フレッサは「うーむ？」と首を傾げる。

「昔あった気もするが、覚えておらぬな。少なくとも最近は無い」

　皇王でもこうなのだから、仕方がないのかもしれない。

　実際カイトも干ひ物ものや焼き魚など、何らかの加工を施ほどこされたものは口に入れたことがあるものの、それ以外は経験がなかった。

「いいなー。食べてみたいなー、イカ」

　食に関しては人一倍敏びん感かんなティアが、今にも涎を垂らしそうな表情で、指を咥くわえる。

「これから行くナヴァイアの首都で食べられるんじゃないですか？」

　イオナが言うと、フレッサは「恐おそらくはな」と肯こう定ていした。

「え、でもさ、イカとか他の魚とか、こういう浜はま辺べで食べるともっと美味おいしいと思わない？」

「ああ、そうね。焚たき火びとか熾おこして焼いたらいいかも」

「ねー。いいよね。スープとかにしてもさー」

　ティアとラミネの会話に、カイトも喉のどを鳴らす。どちらも、旅先ならではのやり方だ。

「いっそのこと、釣つれないかな。あ、でも、道具がないか」

　カイトは残念がると、ミミが海面を叩たたいた。

「おさかなさん、呼んだら来ないかな？」

　それを聞いたリキは、口元に手を当てると、

「お いっ！　出てこい、イカーっ！」

　思いきり叫び始めた。

「おさかなさ んっ！」「おしゃかなさーんっ！」

　つられてミミもネネも、声を張り上げ始める。

「イカー！　でてこーい！」「おさかなさーん！」「しゃかなーっ！」「さかなー！」

　ついでにティアも加わって、大合唱のような様相を呈ていしてきた。

「ちょっと、よしなさいってば。本当に出てきたらどうするのよ」

　ラミネが止めるも、ナナルがくすくすと笑いながら、

「大丈夫だよ……海の魔物は大体、遠いところとか深いところにいるから……」

「そ、そうなの？　なら、良かったけど」

「うん……だから、心配しなくても平気――」

　と、ナナルが言いかけた瞬しゆん間かん。

　急に、辺りが波立ち始めた。

「……え？」

　まるで局所的に暴風が巻き起こったかのような出来事に、ナナルが慌あわてて辺りを警けい戒かいする。

　と思うと間もなく――。

　激しい飛沫を立てながら、少し離れた場所にある海面が、急激に盛り上がった。

　海水が滝たきのように流れ落ちていき、やがて、中身が明らかになる。

　――真っ赤に染まった巨きよ大だいな生き物が、じっとこちらを見下ろしていた。

「で……で……」

　ラミネが口を何度か開閉させた後で、甲かん高だかい声を響かせる。

「で た ッ！」

　壺つぼのような頭と笛のような穴の空いた口を持ったその魔物は、びっしりと円になった物が裏についた触しよく手しゆを、何本もうねらせていた。

「うおー！　なに、あれ、イカ!?」

　リキが憧あこがれの存在と邂かい逅こうを果たし、瞳ひとみを煌きらめかせる。

「あ……ああ！　そ、そうだ」

　ナナルが何かに気づいたように、口元に手を当てた。

「あれ、【赤せき触しゆ】だよ。普ふ段だんは【白触】と一緒で遠いところにいるんだけど、時折、海流の関係では浜辺に流れつくこともあるって……」

「な、ナナル！　そういうことは、もっと早くに言ってくれると助かっちゃう！　というか、ティア、あなたが呼ぶから来ちゃったじゃないの！」

　ラミネがティアの肩を掴んで強く揺さぶった。そんなわけはないのだが、彼かの女じよも少々混乱しているらしい。

「いやあ、あはは、面めん目ぼくない。ところでラミネ――あれも食べたら美味しいのかな？」

　ティアが物もの凄すごく真ま面じ目めな顔で返した。

「無敵かあなたはっ！　と、とにかく、兵士さん達を呼びに行っている暇ひまはないわ。あたし達だけで倒たおしましょう！」

　ラミネの言葉に、カイトとナナル、ティアは頷く。

「カ、カイト兄さん、僕ぼくも戦います！」

　イオナが提案してきたが、

「いや、君はフレッサや子ども達を連れて浜辺に逃にげて欲ほしい。何かあったら守ってあげて！」

　そう指示をしたカイトに、「分かりました！」と応こたえてから、彼はミミ達を連れて避ひ難なんし始めた。

「うーん。とはいえ、幻器クラフトは浜辺に置いてきちゃったんだよねえ。さすがに取りに行ってる暇はなさそうだし……」

　ティアが困ったように眉まゆ根ねを寄せていると、赤触が急に動き始める。

　触手を鞭むちのようにしならせると、何本も纏めてこちらに打うち払はらってきたのだ。

　かと思うと自在に動き、まるで縄なわのようにして、カイト以外の求索士を縛しばり上あげてしまう。

「ちょ、い、い や っ　なんかぬめぬめしてるー！」

　そのまま宙に上げられて、ラミネが悲鳴を上げた。

「う、うう、き、気持ち悪いよぅ……」

　ナナルが涙目になって、体を震ふるわせる。

「わー。体は柔やわらかいのに、全然解けないよ。すごいねこれ」

　ティアだけが場ば違ちがいなほどにいつもの調子を保っていた。

「……どうしたものかな」

　カイトは思案する。自分の力があるにはあるが、ティア達まで巻き込んでしまう恐れを考えれば、おいそれとは使うことが出来なかった。

　そうこうしている内に、赤触は笛のような口をティアに向ける。よくよく見ると、空いた穴の中にはびっしりと棘とげのようなものが生はえ揃そろっていた。もしかすれば獲え物ものを吸い込んで、あれで咀そ嚼しやくして飲み込むのかもしれない。

「くそ、四の五の言ってはいられないか……！」

　調整してやってみよう。そうカイトが踏み出そうとした時だった。

「カイト、これを使え！」

　聞き覚えのある声に振り返かえる。そこにはフレッサが、カイト達の幻器を持ってやって来ていた。

「フレッサ!?　危ないよ！」

「わらわのことは気にするな。いいから早く！」

　緊きん迫ぱくした顔で幻器を差し出してくるフレッサに、カイトは続けてかけようとした言葉を呑のみ込んで、

「――気を付けてね。ありがとう！」

　自分の得物である双そう剣けんを受け取ると、素早く刃はを抜ぬいた。

　直後に霊素マリアスを纏いながら、身体能力の増した体で海中を泳ぎ、素早く接近、立て続けに斬ざん撃げきを振るう。

　軌き跡せきが赤触の触手を刻み、切断した。解放されたティア達が、フレッサの近くの海面へと落ちる。

「ティア！　ラミネ！　ナナル！」

　フレッサが、槍やりと杖つえ、短たん剣けんを次々と放ほうり投なげた。

　宿主から離れたせいで力の緩ゆるんだ触手から逃げ出したティア達は、素早くそれぞれの幻器を手にとると、戦せん闘とう態勢を取る。

　カイトは不自由な海中の中で、それでも次々と振るわれる触手を回かい避ひしていった。

　だが不意に赤触が口を海の中につけたかと思うと、音を立てながら海水を吸い始めた。

　何かしているのかと眉まゆを顰ひそめた瞬間、赤触は体を後ろへ傾かたむけ――。

　凄すさまじい勢いで、口から水流を吐はき出してきた。

「うわっ!?」

　咄嗟に刃を交差して受け止める。だが、まるで巨大な生き物が激げき突とつしてきたかのような勢いに耐たえ切れず、カイトは吹ふき飛ばされた。

　海面を何度か跳はねた後で、水没する。

「創造主イシアの御お力ちからを此処ここに顕けん現げんする。灼しやく熱ねつよ上れ。汝なんじが敵の罪を焼き尽つくせ！」

　慌ててカイトが海中から顔を出したところで、ラミネが杖を振るった。先せん端たんから燃え盛り巨大な火の球が出現し、空気を焦こがしながら赤触に衝しよう突とつ、炎ほのおで包み込む。

「いくよ、アウロっ！」

　続いて暴れ回る赤触を前に、ティアが叫んだ。彼女の頭の上で黄金こがね色いろの粒りゆう子しが集結したかと思うと、既に馴な染じみとなったずんぐりした体形の鳥が現れる。

　幻げん獣じゆうアウロはティアの頭の上に乗ると、甲高い鳴き声を上げた。

　鋭するどい音と共に空中を紫し電でんが走り、槍の穂ほ先さきに纏わりついていく。

「――喰くらえええっ！」

　ティアが投とう擲てきした槍が、触手の群れを掻かい潜くぐり、赤蝕の頭に突つき刺ささった。

　激しい電でん撃げきが瞬き、辺りを白光に染め上げる。いわく表現し難がたい音が鳴なり響いた。恐らくは赤触の絶ぜつ叫きようだろう。

　後には、火と雷で無残な有様となった魔物の体だけが残った。

「お兄ちゃん、怪我けがはない……？」

　ナナルが体にナイフの鍔つばを押おし当あててくれる。水面といえど勢いよくぶつかれば、地面とあまり変わらない。幾いくつか打ち身が出来ていたが、瞬またたく間まに癒いやされていった。

「……ふう。ありがとう。さすがに驚おどろいたな」

　一時はどうなることかと思った、とカイトは胸を撫で下おろす。

　だが――それが油断であったことを知ったのは、すぐ後のことだった。

「カイト、危ない！」

　ティアの声に視線を上げる。すぐ目の前に、水流が迫っていた。

　まだ赤触が死んだわけではなかったのだ。かわすのには間に合わない。カイトは咄嗟にナナルを庇かばうと、剣けんを盾たてにしようとした。

「翠みどりの意志よ。我わが名に従い、邪よこしまなる者を打ち払う牙きばとなれ！」

　その直後、水流の軌き道どうが逸それた。いや、それを吐き出した赤触が衝しよう撃げきに吹き飛ばされたのだ。一いつ瞬しゆん、ラミネが巫術メデイアを使ったのかと思ったが、

「なにをしておる。カイト、今だ！」

　呼びかけてきたのが、いつも携たずさえている杖を掲げたフレッサだったので、カイトは度ど肝ぎもを抜かれた。

「え、え、え、フレッサ!?」

「良いからやれ！　また起き上がってくるぞ！」

　尚なおも促すフレッサに、カイトはひとまず双剣を構えた。彼女の言う通り、体勢を整え始めている赤触に対して、刃を振るう。

　己おのれの中に眠ねむる大きな力を解放し、上乗せした為ため、霊素が波動のようになって相手に喰らいついた。

　爆ばく裂れつ、四散。赤触は、無残なまでに木こっ端ぱ微み塵じんとなった。

「よーし！　勝ったー！」

　ティアが飛び上がりながら喜んだ。

「危あやういところだったな。怪我はないか？」

　こちらに近付いてきたフレッサが、尋ねてくる。

「う、うん。なんとも。……というかフレッサ、巫術使えたの？」

「使えないとは、一度も言ったことがないぞ？」

　杖を肩に担かついだままで、フレッサは悪戯いたずらっ子このように笑った。

「皇国を統治する身として、霊素の一つも扱あつかえぬとな」

「すごいです、フレッサさん。格好良いです……！」

　ナナルが驚いたように拍手をすると、フレッサは「そ、そうか？　うへへ」とだらしない笑えみを浮うかべた。

「いや、助かりました。正直、あれだけ強ければあたし達の護衛とか必要ないんじゃないですか？」

　ラミネも感心したように腕を組んでいる。

「なにを言う。わらわは隙すきをついたに過ぎぬ。お主達の戦いも実に見事なものであった。さすがは現げん役えきの求索士だ」

　フレッサの賞賛に、ラミネは「恐きよう縮しゆくです」と頭を掻いた。

「うおー！　カイト兄ちゃん達、かっけーっ！」

「すごいすごい！」「ごいー！」

　浜辺で子ども達たちが無邪気な顔で喜んでいる。

「あ、そういえば、あの子達に戦ってるところ見せるの初めてだったわね。……なんだか照れるな」

　ラミネが頭を掻いた。

　浜辺に上がると、子ども達が駆かけ寄よって、抱だきついてきた。

「すごい爆ばく発はつでしたね。霊素とはあのようなことも出来るのですか」

　サアラが興味深そうに、赤触が居た辺りを見つめている。

「まあ、色々と応用すればね……」普通の武法者ヴアレストには無理なのだが、とカイトは心の中で付け加えつつ、「皆、なんともない？　怪我とかしてたら教えてね？」

　そう呼びかけると、全員が異口同音に無事を伝えてきた。

「うーむ。しかし、海遊びは終しまいにした方が良さそうだな。そろそろ出発するようでもあることだし」

　フレッサが言って、前を指差す。

　カイトが振り返ると、丁度、兵士がこちらに走ってくるところだった。

「ああ、そうだね。じゃあ、皆、着替えようか」

　頷いて、カイトは言ったが、ミミ、ネネ、リキは「ええー」と不満そうに唇くちびるを尖とがらせる。

「ミミ、もっとうみにいたいよー」「ネネもネネも！　おしゃかなさん見てない！」

「でっかい生き物は見たから、今度は海かい賊ぞくに会いたい！」

「はいはい。わがまま言わないの。あなた達、そろそろお腹なか空すいたんじゃない？　早く街に行かないと、夕食食べられないよ？」

　だが、ラミネが言うと、三人はすぐに「はーい！」と素す直なおに従った。

「……って、あれ、ティアは？」

　場に居ないことにふと気づき、カイトは見知った姿を捜さがす。

　すると、

「おーい！　こっちこっちー！」

　海から上がってきたティアが、手を振っていた。

　しかも、肩には、赤触の触手を持っている。

「……お姉ちゃん、それ、どうするの？」

　ナナルが恐る恐るといった感じで訊いた。

「まあ、大体、どうするつもりかは分かるけど……」

　ラミネが口元を引きつらせていると、

「ああ、これ？　いや、せっかくだから持ってきたんだ」

　ティアが笑いながら言った。

「焼いて、食べる？」

『食べませんッ！』

　カイトとラミネは、声を揃えて叫んだ。







第三章…旅先の出会い







　馬車の一行がようやくナヴァイアの首都、ウィックセイドに到とう着ちやくしたのは、陽ひが随ずい分ぶんと西に傾いてからのことだった。

「では、わらわはこれから用事で城に行かねばならぬ。名残なごり惜おしいが、しばしの間、別れとなろうぞ」

　街門を潜くぐったところで、停止した馬車の横に立ち、フレッサがカイト達に言ってくる。

「うん、分かった。じゃあ、会うのは明日の催さい事じの時ってことになるのかな？」

　確かく認にんをとったカイトに、フレッサは「ふむ……」と何やら間を空けた後で、

「……まあ、そういうことだな」

　やけに含ふくみのある言い方をした。

「なに、なにか他にあるの？」

　眉を顰めたカイトだったが、フレッサは小さく笑って「なんでもない」と首を横に振る。

「まあ……なら、いいけど。ところで、オレ達が泊とまるところって自分で探した方がいい？　それとも用意されてたりする？」

「ああ、それなら、良いところがある。既に今夜、宿しゆく泊はくする旨むねは伝えてあるから行くと良い」

「そうなんだ。なんてお店？」

「さざなみ亭ていという宿屋だ。ここから左の通りを真まっ直すぐに行ったところにあってな。家族連れも多く泊まるところらしい。そこなら子ども達も安心だろう」

　確かに、それは嬉うれしい情報だった。

「でも、フレッサさん、よくそんな宿屋知ってましたね」

　ティアが顎に指を当てて首を傾かしげると、フレッサは「ああ」と頷うなずいてから、

「正確に言うとわらわではなく、この国の王が知っておったのだ。良い宿だとな。手紙で教えてもらったというわけだ」

「ナヴァイアの王様が、ですか？　へえ、どうして王様が街の宿屋のことなんて知ってるんだろう」

「さあな。訊いてはみたのだが、ちょっとした事情があるとしか答えてはもらえなかった。まあ、嘘うそをついている様子も、その理由もないであろうから、信じても問題はなかろう」

「そうですね。じゃあ、行ってみます！」

　ティアの元気良い返事に、フレッサは「うむ、ではな」と別れの挨あい拶さつを口にして、列の先頭へと歩いていった。さすがに城へ入る時はあの馬車を使うらしい。

「……さて、それじゃあ、そのさざなみ亭とやらに向かうとしましょうか」

　しばらく城へと向かうフレッサの列を眺めていたカイト達だったが、ラミネの一声により、動くことにした。

　ウィックセイドは良い街だった。

　整備された石いし畳だたみの道に、煉れん瓦が造づくりの温かみのある雰ふん囲い気きをもつ建物が、等とう間かん隔かくで並んでいる。

　行きかう人の顔も穏おだやかで、気軽にこちらへ声をかけては、旅行者だと知るや労をねぎらってきた。

　民たみの態度で、その国の政治が知れることは多い。ナヴァイアの王はやはり、話に違たがわぬ良君なのだろう。

　露ろ店てんの商品や食料品店に並ぶ魚に目を奪うばわれる子ども達や、ティアを止めながら歩き、やがてカイト達は教えてもらった宿屋へと辿たどり着ついた。

　大きくはないが、小さ過ぎるということもない建物には、カモメの絵と共に『さざなみ亭』と書かれた札が上がっている。

　後ろには海が広がっており、穏やかな波音が、思い出だしたように聞こえてきた。

「へえ。なんか、いいところだね」

　カイトが率そつ直ちよくな感想を漏もらす。

「なんたって、国王様お勧すすめのところだからね。よし、行こう！」

　ティアが扉とびらのノブを握にぎり、ゆっくりと開いた。

　途と端たんに、ミミ達が中へと駆け込こんでいく。一刻も早く、自分達が泊まるところを見てみたいのだろう。

　内部はカウンターにテーブルと椅い子すが四組ほど設置されていて、左右に扉が一つずつある。壁かべに海や魚の絵が飾かざってあり、どことなく和やかな雰囲気があった。

「ミミ、ネネ、リキ、大人しくしてなきゃダメよ。すみませーん！　誰だれかいませんかー！」

　ラミネが奥おくに向かって声をかけた。

　と――間もなく、右の扉から、返事がある。

「はーい！　ちょっと待ってねー！」

　女性の声だった。次いで荒あらい足音がして、勢いよく、扉が開かれる。

「おまたせしましたっ！　どうしましたか!?」

　現れたのは、カイトより少し下程度の歳としに見える少女である。

　まるで店の後ろにある海をそのまま溶とかしたかのような青い髪を、二本の三つ編みにして左右から垂らしていた。

　人ひと懐なつっこそうな丸い目には、元気さが溢あふれているかのような同色の瞳が輝いている。

「あの、今日、ここで宿泊すると先に伝えていたと思うんですが」

　ラミネが代表して伝えると、少女は「ああっ！」と大声を上げる。

「女将おかみさんから聞いてました。少々お待ちをっ！」

　カウンターまでの短い距きよ離りを、少女は全力疾しつ走そうする勢いで進んだ。

　中に入ると腰こしを屈かがめ、「どこだっけ、どこだっけー」と言いながら何かを探し始めた。女性にしても背がやや低いので、そうすると頭の上にぴんと立った毛だけが動くのが見える。

「あった！　これだ！」

　体を起こし、少女は薄うすい書物を掲かかげた。恐らくは顧こ客きやく名めい簿ぼのようなものだろう。

「ええと、お名前はなんですかっ」

「ああ。エメルタ長の名前でいいのかしら。ティア＝カインズで入ってません？」

　ラミネの問いかけに、少女は迷いなく答えた。

「分かりました！　ティオン＝ヴァインドですね！」

「いえ、全然違います」

「そうですか！　あ、ごめんなさい！　レット＝バンインドでしたね！」

「さっきより離はなれました。ティアです」

　大丈夫なのかこの子は。カイト達の間にそんな空気が流れる。

「あー、ティアさんですか。あたし、なんで間ま違ちがえたんだろう。分かります？」

「いや、そう言われましても……」

　分かるはずがない、と恐らくはラミネを含めた全員が思った。

「たまにあるんですよね。この間も、にいにから玉ねぎ買ってきてくれって頼たのまれたんですけど、帰ってきたらなぜか葱ねぎになってたんですよ。不思議ですよね。でも玉ねぎと葱って似てるから仕方ないかなって思うんです！」

「そうですね……」

　そうとしか言いようがない、と恐らくは答えるラミネを含めた全員が思った。

「なんだったらダメかな。赤あか茄な子すならダメかな。芋いもでもダメですよね。でも、その前に油が麦ばく酒しゆに変わってた時があったから、それよりはマシかな。どうですか？」

「あの……確かにそれよりは、良いかと思います……」

　ナナルが優やさしさを発揮して、受け答えする。

「そうですよね！　そうそう、麦酒と言えば、この間も――」

「ええと、すみません、予約は……？」

　どんどんと脱だつ線せんしていく少女を見かねてラミネが再度、尋ねた。

「ああっ！　えへへ、すみません。あたし、度たび々たびこうなっちゃって。ええと、ティア、ティア……あ、ありました！　ティアさんとご家族の方たちですね。確かに予約頂いています！」

　少女は、体が折れそうなほど深く腰を曲げてくる。

「ようこそ、さざなみ亭へ！　今、女将さんは買い物でお出かけしていますので、あたし、リアンがご案内します！」

「わたしがティアです。よろしくお願いしますっ！」

　ティアが手を上げて挨拶すると、それを見ていたミミやネネ、リキが真似まねをした。

「よろしくおねがいします！」「ます！」「よろしく！」

　双ふた子ごとリキを見たリアンが、突とつ然ぜん、「きゃーっ！」と叫び声を上げる。

「可愛かわいい！　お子さんですか!?」

「ええ、そうです」

　ラミネが返すと、リアンは「えーとー」とカイト達を見比べて、

「そこの髪の長い女の子と、金きん髪ぱつの人の子どもさんですか」

「いやいやいや。ナナルはともかくどうして相手がラミネなんですか」

　年が若すぎることを除いても、選せん択たく肢しとしては自分かイオナではないか、とカイトは突っ込んだ。

「そういうこともあるかと思いまして」

「あったら割と大変です」

「そういやそうですね。やー、可愛いなー。よろしくねー」

　しゃがみこんで、リアンはミミとネネ、リキに笑顔を振りまく。独特のノリがある子だと、カイトは思った。

「あ、お部屋にご案内しますね。夕食までまだ時間があるので、　お部屋でごゆっくりお過ごしください」

　腰を上げると、リアンは振り返り、歩き出した。

　しかし、直後に椅子に腰を強打する。

「いたいっ!?」

　そのまま足をもつれさせて、思い切り前に倒れた。

　カイトは咄嗟に支えようとして、踏ふみ出すと手を伸のばす。

　が、その直前、左の扉が開いた。

「何してんだお前は」

　現れた人物が、リアンを受け止める。

　赤茶けた髪を無造作に切った少年だった。年ねん齢れいはカイトと同じ程度だろうか。目つきが悪く、頬ほおに小さな傷があるので、少し強面こわもてに見えた。

「あ、にいに！　こんばんは！」

「はい、こんばんは。じゃなくて。歩く時は周囲をよく確認しろって言ったろ」

　リアンの身を起こし、にいに、と呼ばれた少年は彼女の体を確認する。

「痛むところはないか。打ち身になってないな？」

「多分大丈夫だと思う。にいに、見てくれる？」

　リアンは言って、事もあろうに、カイト達の目の前で穿はいていたスカートに手をかけた。

「人前で脱ぬぐな！　後、それくらい自分で確認しろ。俺おれに尻しり見られるぞ」

「にいにならいいよ。お客さんはダメですか？」

　こちらを向いて訊きいてくるリアン。

「いや、オレ達が、というか、君の方がダメなんじゃ……」

「あたしは平気です！」

　カイトの言葉に、リアンは胸を張った。

「いいわけねえだろ。というか、騒さわがしいと思ったら、お客さん来てたのかよ。あー。バートだ。女将さん、もう少しで帰ってくると思うんで」

　バートと名乗った少年は、リアンの頭に手を乗せて、自己紹しよう介かいをしてくる。

「ミミです！」「ネネです！」「リキだ！」

　双子とリキが名を伝えると、バートは微び妙みように複雑そうな顔で、「あー」と声を漏らした。

「どうかされたんですか？　うちの子達がなにか？」

　サアラが首を傾げると、バートの代わりにリアンが口を開いた。

「あ、気にしないで下さい。うちのにいに、子どもが苦手なんです。顔恐こわくてすぐ泣かれるので」

「余計なことは言わないでいい」

　後ろからバートが、リアンの両頬をつまんで伸ばす。

「だいじょうぶだよ、ミミ、泣かないよ！」「ネネも！」「恐くないぞ！」

　双子とリキは、近づいて、バートの体を軽く叩いた。

「ほふぇったふぁね、ふぃーふぃ」

　バートの顔を見上げて、リアンが頬をつままれたまま笑った。恐らく、良かったね、にいに、と言ったのだろう。

「珍めずらしい奴やつらだな……いや、まあ、いいけど。晩飯まで時間あるんで。ゆっくりしてってくれ」

「それさっき、あたしが伝えたよ」

「そーか。お前にしちゃ上出来だ」

　言って、バートが軽くリアンの頭を叩くと、彼女は一層、笑みを深めた。

「どうして、にいにって呼ばれてるんですか？」

　ティアが疑問を口にする。カイトも先さき程ほどから気になっていた。

「あ、にいには、あたしのにいになんです。だから、にいにって呼んでるんですよ」

「なるほど、さっぱり分からないですね」

　カイトは肩かたを落とす。

「ふうん、そっかー」

「分かったんですか!?　今ので!?　ティア姉さん!?」

　頷いたティアにイオナが驚きよう愕がくした。

「やー、分かってくれて嬉しいです。仲良くしましょう、ティアさん」

「おまかせあれ！」

　なぜか意気投合し、リアンとティアは手を繋つなぎ合った。

「まさかうちの妹と通じ合う奴がこの世に居たとはな……」

　貴重な動物を発見したような顔で、バートがティアを見る。

「妹？　……ということは、お兄さんなんですか」

　サアラは、眼鏡めがねの奥の目を瞬まばたかせた。

「あー。まあな。似てないだろ」

「い、いえ、そんなことは……ないですけど……」

　ナナルが慌てたように首を横に振ふる。

「うっそー、似てないですよ。あたし、こんなに顔恐くないもん。夜道で会ったら間違いなく目を合わせませんよ」

「うるせえな。自覚してるけど改めて言われると腹立つわ」

　笑いながら手を振ったリアンの頭を、バートは軽くはたいた。

「ちょっと事情があってな。まあ、別に聞いても面白おもしろくねえ話だよ」

　バートはリアンの方を見て、「ほら、さっさと案内しな」と告げる。

「了りよう解かい！　じゃあ、お部屋はこっちですよー」

　手を振って、リアンが再び歩き出す。

「もぎゃっ！」

　直後に、先程と同じ椅子にお腹を強打し、前に倒れた。

「だから事前に確認をしろ、お前は」

　しかし、すぐさまバートがリアンの首根っこを掴つかみ、事なきを得る。

　ほとんど、瞬しゆん間かん的てきな動きだった。まるで、彼女がどじを踏むことを予あらかじめ察していたかのようだ。

「えっへっへ、面目ない。じゃ、改めてご案内します」

　バートに猫ねこのように襟えり首くびを掴まれながら、リアンは手で右の扉へと促うながした。




　通された部屋は、広々としているというのに、細かいところまでよく掃そう除じされていて清潔だった。経営者の客を想おもう気持ちが表れているようだ。

　柔らかなベッドに横たわると、慣れない旅の疲つかれが出てしまったのか、ミミ、ネネ、リキ、サアラ、イオナはうとうととし始めた。

　無理に起こすことはあるまい、と、カイト達は静かに部屋を出ることにする。

　少し外でも散歩しようかと相談しながら、入り口の方に行くと、妙みよう齢れいの女性がテーブルを拭ふいていた。

「あら、お客さんですか。ようこそ、いらっしゃいました。私、ここの経営をしていますアナと申します」

　深々と一礼され、カイト達も同じ動作を取る。

「先程はお相手出来ずに申し訳ありませんでした。色々と足りないものを買い出しに行っていたもので」

「とんでもありません。リアンさんやバートさんとお話しさせて頂きましたから」

　ラミネが答えると、アナは頬に手を当てた。

「ええ、聞いております。あの子達、なにか粗そ相そうを致いたしませんでしたか？」

「いえ、とっても楽しかったですよ。仲の良いご兄妹きようだいですね！」

　ティアが笑うと、アナは「ありがとうございます」と再度、頭を下げる。

「お客様は本日、ご家族で宿泊とのことでしたが……随分とお若いのですね」

「ああ。いや、オレ達、血が繋がっていないもので」

　カイトの説明に、アナは「まあ」と少し垂れた目を見開いた。

「申し訳ありません。失礼なことを申しました」

「いえ……いいんです。家族であることに、変わりはありませんから」

　言って、柔らかく微笑ほほえむナナル。

「ちょっと色々ありまして。子ども達を引き取って、育てているんですよ」

「そうでしたか……不思議な縁えんもありますね」

　カイトの言葉に対して、そう返してきたアナに、ラミネが眉をひそめた。

「不思議な縁、というと？」

「いえ。お客様がお会いになった、リアンとバート、あの子達も……血けつ縁えん関係はないんです」

「そうなんですか？」

　ラミネが驚いたように、声の高さを上げた。

「ええ。私も詳くわしくはあまり聞いていないのですが、なんでも幼い頃ころに出会って、それからずっと一いつ緒しよに居るそうですよ」

　なるほど。似ていないわけだ。カイトは納なつ得とくした。

「お客様が宜よろしければ、あの子達と、仲良くしてあげて下さいね」

「はい、もちろんです！」

　間かん髪はつ容いれず答えたティアに、アナは優しげな表情を作る。

「女将さーん！　お店の前の掃除、終わりました！」

　その時、玄げん関かんの扉が開いて、リアンが現れた。箒ほうきを手にもっている。

「あらあら。ご苦労様。それじゃあ、台所でバートの手伝いをしてもらえるかしら」

「わかりました！　つまみ食いしていいですか！」

「まあ。リアン、つまみ食いは黙だまってするものよ」

「じゃあ、黙ってしてきます！」

　くすくすと笑うアナに、リアンは宣言してから、こちらに挨拶して通り過ぎていった。

「……やっぱりちょっと似てるな」

　つい、ティアを見てしまうカイトである。

「ん？　そう？　真ま面じ目めに掃除してるところ？」

「物もの凄すごく自分に都合のよい解かい釈しやくをするんじゃないの。つまみ食いよ、つまみ食い」

　大おお真ま面じ目めに言ってきたティアに、ラミネは呆あきれた。

「わたしはつまんで食べたことなんてないよ。常に本気食いさ！」

「堂々としてればいいってものじゃないのよ！」

「でも、ティアお姉ちゃん、確かにこそこそせずに堂々と食べてるよね……」

　思い出すように、ナナルは言う。

「確かに。あれで中々見つからないんだから大したものだよね」

　カイトが褒ほめると、ティアは「照れるなぁ」と頭を掻いた。

「そこで真っ直ぐ受け止められるのが、ティアの良いところよね」

　短く息をつき、ラミネはティアの肩に手を置く。

「あらあら。皆みなさん、仲が良いんですね」

　アナが口元を緩めると、左の扉の向こうから、

「こら、つまみ食いすんな、リアン！」

「はっ！　バレた！　にいにも中々鋭くなったね。つまみ食い見み抜ぬき資格初級を与あたえよう」

「そいつはどうもありがとう。お礼にお前にお説教資格初級を与えてやる」

　という、兄妹のやりとりが聞こえてくるのだった。

　それから幾いく分ぶん時が経たち、カイト達は夕食の席に居た。

　人数が多いという理由から、今日のさざなみ亭は【約束の灯ともし火び】の貸し切りである。

　テーブルの上には、皇都ではまず見られないような新しん鮮せん極きわまりない海かい鮮せん料理が並んだ。

「んんんっ！　なにこれ、美味おいしい！」

　ティアが至福の表情を浮かべる。彼かの女じよが食べているのは、様々な種類の魚を薄く切り取って皿に並べたものだ。刺さし身みというものらしい。これに、複数の材料を混ぜ込んだ調味料をかけ、混ぜ合わせると、絶ぜつ妙みような味になる。

「カイト、これ、おいしい！　ミミ、初めて食べた！」「ネネもネネも！」

　双子が、魚の煮に込こみを忙いそがしそうに口へと運んでいた。野菜と別の魚の骨で作ったスープが使われているらしく、様々な味覚が、舌の上で巧たくみに溶け合あって躍おどる。

　しかも子ども達に食べやすいよう、煮込みに使われた魚は、骨を徹てつ底てい的てきに抜ぬかれていた。

　リキも「これ、うっめえ！　うっめえ！　うっめえええ！」と同じことを連発しながら、夢中で喰らいついている。

「すごいですね。どれもこれも、初めて目にするものばかりです。さすが海の近くですね」

　赤茄子と魚ぎよ介かいのソースをかけたパスタをフォークに巻きながら、イオナが感想を漏らした。

「うーん。旅の醍だい醐ご味みってやつね。遠かったけど、来てよかったわ」

　ラミネが沢たく山さんの貝が使われたサラダに舌した鼓つづみを打ちながら、顔をほころばせる。

「ナナル姉、このパン、いつもうちで食べているものとは違う味がします」

　籠かご一いつ杯ぱいに載のったパンの一つを手に取ったサアラが、隣となりのナナルに話しかけた。

「本当だ……香こう草そうが練り込んであるのかな……スープと合うね」

　ナナルも至し極ごく満足そうに、一つ一つの料理を堪たん能のうしている。

「……しかし、意外だったのは夕食を作った人だよね」

　カイトはしみじみと呟つぶやいた。

　テーブルの上に載った、沢山の料理。これらを調理したのは、リアンでもなければアナでもなかった。

「はいよ、次、上がったぞ」

　左の扉が開いて、バートが姿を見せる。皿の上には巨きよ大だいな魚を焼いて、野菜、果物を添そえたものが載っていた。

　受け取った物を、リアンがこちらへと運んでくる。

　そう。今まで出てきた料理は、全すべて、バートの手によって出来たものなのだ。

　どちらかというとぶっきらぼうにも思える彼かれが、これだけ繊せん細さいなモノを作り上げたというのは、最初、どうにも信じられなかった。

「はいはーい。じゃあ、こちら、どうぞー」

　テーブルの上に、リアンが新たな料理を載せる。

「わ、これも美味しそう。どうやって作ったの？」

　ティアが尋たずねた。既すでにその口調からは、出会ったばかりの頃の、丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかいが消えている。

　アナからバートとリアンのことを聞いてから、カイト達は彼かれ等らともう一度会い、お互たがいの境きよう遇ぐうを少し話したのだ。

　結果、急速に打ち解け、仲良くなったというわけである。

「えっとね、なんだったかな。魚を焼いて、どうにかして、野菜をなんとかしたやつだよ」

「全然分からないわよ……」

　ラミネが苦く笑しようすると、リアンが振り返かえった。

「おーい！　にいにー！　にいにー！」

　声をかけてしばらくすると、扉が開き、エプロンをつけたバートが顔を出す。

「なんだよ。今、材料刻んでんだぞ」

「この料理、どうやって作ったの？」

「ああ？　ああ。バターを使って焼いた魚に、香こう辛しん料りよう振ふって、適当に野菜と果物ばらまいたんだよ」

　簡単そうに言うが、それだけでないことは、味わってみればよく分かった。

「大体の料理に使われてる香辛料、独特の味と香かおりがするよね。こっちの地方独特のものなの？」

　カイトが質問を投げかけると、バートは鼻を掻かく。

「や、そういうわけじゃねーんだが」

「あのね、それ、にいにが自分で作ったんだよ。だから世界に一つだけしかないの」

「え、嘘!?　自分で!?」

　リアンの台詞せりふに、ラミネが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「すごいですね……どうやったんですか？」

　興味を惹ひかれたように、ナナルが尋ねる。

「べ、別に大したことじゃねえよ。港に市場が出てるからな。店で買ったもんと、屋台で

勘かんで選んだ材料を組み合わせてみただけだ」

　説明しているバートの頬が、少し赤くなった。照れているらしい。

「さすが本職は違うねえ。バートは天才だね」

　ティアが絶賛しながら魚のバター焼きを嬉しそうに食べていると、リアンが微笑んだ。

「そうでしょ、そうでしょ。にいには顔が恐いしすぐ怒おこるしわがままだけど、料理の腕うでだけは良いんだよ」

「最後に擁よう護ごすれば前半好き放題言っていいわけじゃねえぞ、コラ。大体、俺のどこがわがままなんだよ」

　バートが扉から出てきて腕を組むのに、リアンは振り返って、口を尖らせる。

「えー。だって、わがままだよー。あたしが一緒に寝ねて欲ほしいって言ったのに、聞いてくれないじゃん」
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「どっちがわがままだよ。幾いくつだと思ってんだ。いい加減、一人で寝ろ」

「やだよ！　にいにがいないと夜が寂さびしいんだよ！」

「……お前、意味わかって言ってんだろうな……」

「なにが？」

　きょとんとするリアンに、バートはゆっくりと首を振って、「なんでもない」とだけ返した。

「カイト兄ちゃん、夜がさみしいってなんだ？」

　リキが純じゆん真しん無む垢くな顔で訊いてくる。

「え。あ。え。あ、あはは。なんだろうねえ」

　笑ってごまかすカイト。

「夜一人だと、寒いから、やだねーってことだよ」

　リアンが声をかけると、リキは「そっかー！」と心から納得したように頷いた。

「ミミもよる、一人だと、さみしいよ」「ネネも、かいとといおなのとこ、いく」

　双子が、顔を合わせて「ねー？」と言い合う。

「あなた達たち、それ、そろそろやめなきゃダメよ。恥はずかしいことなんだから」

　注意をしたラミネに、

「な、なんてことを言うんだ！　オレが寂しくなるじゃないかっ！」

　カイトは激しく動どう揺ようした。

「ね、イオナだって、そうだろう!?」

　次いで同意を求めると、パンを千切って口に入れていたイオナが、咽むせる。

「ちょ……い、いや、僕ぼくは別に……その……」

　否定しようとしたイオナだったが、ふと何かに気づいたかのように顔を向けた。

　そこには、彼に熱いまなざしを注ぐ双子の姿がある。

「……うん、寂しいかな」

　敗北を悟さとり、イオナが頷くと、双子の顔が輝かがやいた。

「こら、あなた達がそうやって甘あまやかすから、いつまで経っても癖くせが直らないんでしょ」

　眉まゆを吊つり上あげるラミネを、口の周りについたソースをナナルに拭ぬぐってもらっていたティアが宥なだめた。

「まあまあ。別にいいじゃん。今度、わたしも潜もぐりにいこうかな」

「やめなさい」

　口調に本気を見たらしく、ラミネは即そく座ざにそう言った。

「ほら、ティアのとこだってやってるじゃない。今日は一緒に寝ようよ、にいに」

「いい加減、兄あに離ばなれをしろ、お前は。ほら、空いた皿もってこい」

　バートに指示をされ、リアンはふくれっ面つらをしながらも「はーい」と食べ終えた料理の皿を重ねた。

　だが、こちらに背中を向けて足を踏み出したところで、

「はぎゃっ！」

　何もないところで転んだ。

　見事なまでに、皿が宙を舞まう。さすがに今から椅子から立っても間に合わないと、カイトはただ、次に起こるであろう激しい音の連続に備えた。

　その瞬しゆん間かん。

「だからお前は」

　特別な身構えもなく、普ふ段だんと変わりない足取りで進んだバートが、

「周りに気をつけろって」

　皿の群れの真下に立つと、一枚目を手にとり。

「――何度も言わせるな」

　目を見張るほどのスピードで、次々に落下する皿を受け止めていった。

　加えて、最後に倒たおれ込むリアンを、空いた手で受け止めることまでやってのける。

「お……おお！　すごい！」

　あまりの鮮あざやかな手並みに、ティアは立ち上がって拍はく手しゆ喝かつ采さいした。子ども達も口々に賞賛する。

「大したことじゃねえよ。こいつはすぐドジ踏むからな。慣れただけだ」

　特に自じ慢まんすることもなく、バートはリアンの頭を乱雑に撫なでた。

「いや、慣れたって段階じゃないと思うんだけど、さっきのは……」

「完全に、動き、読んでたね……」

　カイトとナナルは、一緒に深く感心した。

「ふっふっふ、にいにの秘技『お皿沢山落ちても全部俺に任せろの術』をご覧頂けましたでしょうか」

　兄の腕の中で、リアンが胸を張る。

「なんでお前が偉えらそうなんだよ……」

　バートは大きくため息をついた。

「どうしたの、声が聞こえたけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

　奥から出てきたアナが声をかけてくる。

「ああ、いや、リアンがまた皿ぶちまけただけですんで」

「あら、あら。リアン、気をつけなきゃダメよ」

「はい！　後一回だけにします！」

「二度とやるんじゃねえ」

　リアンを立たせて、バートは彼女の額を指で突ついた。

「バート、そろそろデザートね。それが終わったら、寝ていいわ。後片付けは私がやっておくから」

　アナが告げると、バートは「いや、そういうわけにも」と首を振る。

「いいのよ。明日の建国祭には、リアンと一緒に出で掛かけるのでしょう。早く寝なきゃ」

「ああ。それなんですけど、どうしようかと思って。二人とも抜けたらまずいでしょう。お客さんもいるんだし」

「いいのよ、昼間なら私一人で大丈夫だから」

「だけど、もし何かあったら……」

　二人の会話を聞いていたカイト達は、全員、顔を見合わせた。

　物言わずとも、互いの気持ちをすぐに察する。そして、

「あのー、アナさん。あたし達も明日、建国祭に行くんですよ」

　ティアが総意を伝える役目を担になった。

　催さい事じまでは基本的にやることがないので、元々、子ども達を連れて行く予定だったのだ。

「だから、宜しければ、バートとリアンの二人に、色々と案内してもらえませんか？」

「え……でも、そんな、お邪じや魔まではありませんか？」

　戸と惑まどうアナに、ティアは「いいえ、とんでもない」と笑えみを作る。

「この街は初めてで、不慣れだから、助かります。地元のことを知っている人がいると、道に迷ったりしないと思いますし」

「まあ……。そういうことでしたら、バート、リアン、一緒に行って差し上げて？」

「はあ。別に俺は構いませんが。リアンはどうだ？」

　バートから問いかけられたリアンは、一も二もなく、

「はーい！　問題無しでーす！」

　その場で跳はねて、賛成した。

「じゃあ、そういうことで。明日はよろしくね、二人とも！」

　ティアが手を差し出すと、リアンが握って勢い良く振る。

　こうして――ひょんなことから、旅先で出会った二人を入れて、建国祭をにぎやかに楽しむこととなったのだった。




　次の日。バートとリアンに先導されながら、カイト達は建国祭が行われるという街の広場まで向かうことにした。

「へえ、じゃあ、バートはいつかさざなみ亭ていを出て自分の店を持つつもりなんだ」

　その道中で、ティアが言う。

　ひょんなことから、自分達の将来についての話題になったのだ。

「ああ。女将さんには色々と世話になりっぱなしだからな。早く独立してえのさ」

　バートは履はき物もののポケットに手を突っ込んだままで、ぶらぶらと先を歩く。

「リアンさんはどうするんですか？」

　サアラの問いかけに、バートのすぐ後ろについていたリアンは答える。

「もちろん、にいにのお店で働くんだよ」

「お前はお前で好きに生きればいいって言ったんだがな。世話くらいしてやるってよ」

　バートは肩を竦すくめた。

「そうだよ。好きに生きることにしたから、にいにと一緒にお店を開くのっ！　それがあたしの今の夢！」

　軽く地を蹴けると、リアンはバートに抱だきつく。

「ふうん、でも、いいわね。兄妹で仲良くお店かぁ」

　リキと手を繋いでいたラミネが思案げに呟いた。

「でも、カイト達だって、子ども達と一緒に暮らすのが夢だったんでしょ？　叶かなえてるじゃん」

　兄にじゃれつきながらリアンがこちらを向く。

「そうだね。とても幸せだよ」

　カイトは上へと視線をやりながら返した。そこには、肩かた車ぐるまをしたミミの姿がある。

「……あの……そういえば、バートさんとリアンさんは……さざなみ亭で働く前は、どこで暮らしていたんですか？」

　ふと思いついたように、ナナルが問いを投げかけた。

　するとリアンが「ああ、それはね」と口を開きかける。

「ま、縁あって、とある人の家に居い候そうろうしてたって感じだな」

　しかしリアンの言葉を遮さえぎるようにして、バートが代わりに告げた。

「ふうん。親しん戚せきか何か？」

「違ちがうけど、まあ、似たようなもんだ」

　ティアが小首を傾かしげると、バートは薄うすく笑った。なんとなく誤ご魔ま化かされているような気がしたカイトだったが、深く事情を話せない訳でもあるのかもしれないと思い直す。

「しかし、さざなみ亭ってすごいわよね。王様から直じき々じきに推すい薦せんされたって聞いたわよ。そんなに有名なの？」

「あー。まあ、色々とな。運が良かったんだよ」

　バートが鼻の頭を掻いた。

「でも、そうなってもおかしくないくらい、さざなみ亭は良いお店ですよね」

　イオナが言うと、こちらを振り返りながら、リアンが「でしょー？」と奇き妙みような踊りをする。ミミとネネ、リキが面白がって真似をした。

「コラ。祭りで機き嫌げんが良いのは分かるが、あんまりふざけてると怪我けがするぞ」

「大丈夫だよーん。らららー」

　兄に注意されるも、謎なぞの自信と共に動き続けるリアン。

　しかしカイトは気付いていた。

　バートが、リアンがつまずきそうな石があればさりげなく蹴り、足をとられそうなくぼみがあれば、彼女をそっと安全な場所へと誘ゆう導どうしていることに。

　血の繋がりはないものの、自分達と同じで、バートは妹――家族のことを誰だれよりも思いやっているようだった。

「……と、着いたみたいだな。もうかなり盛り上がってるぞ」

　バートが足を止めて前を指差す。

　彼の言葉通り、綺き麗れいな飾かざり付つけがされた広場は、既に多くの人々で賑にぎわっていた。

　中央に置かれた銅像を囲むようにして、屋台が並んでおり、楽しそうな声が飛とび交かっている。

　携けい帯たい出来る食事を提供しているところもあるようで、香こうばしい匂においがこちらまで漂ただよってきている。

「カイト、ミミ、ミミ、おなかへった！」「ネネもネネも！」

「おれ、兜かぶとが欲しいな。売ってないかな」

　子ども達は我が慢まんし切れず、今にも飛び出だしていきそうだった。

「ミミ、あれ食べたい！　あのおいしそうな匂いのするやつ！」

「おお、あれなんだ。なんか面白そうなもん売ってるぞ。カイト兄ちゃん、買ってくれ！」

「ネネね、ネネね、あのね、赤いのがね、ほしいの」

　ミミ、リキ、ネネがカイトの服を引っ張ってせがんだ。

「うん、うん。いいよ、いいよ」

　一いつ生しよう懸けん命めいな子ども達の姿に、カイトは顔を弛し緩かんさせながら、懐ふところに手を入れた。しかし、

「あー、ダメよ、カイト。あなた、子ども達が欲しがれば欲しがるだけ買ってあげるんだから」

　ラミネに、解こうとした財さい布ふの紐ひもを結ばれてしまう。

「はい、ミミ、ネネ、リキ、手を出して」

　しゃがみこんだラミネから指示を出された子ども達は、きょとんとしながらも一いつ斉せいに小さな手を差し出した。

　そこに、ラミネは自分の財布から取り出した硬こう貨かを何枚か、置いていく。

「はい。今日はこのお小こ遣づかいで遊びなさい。欲しいものは買っていいけど、お金が無くなったらもうあげないわよ。ちゃんと考えるの。いい？」

　ミミ達は、何か未知のものを見るようにして、自分の手に載のった硬貨を見下ろした。

「これ、ミミの？」「ネネのー？」

　やがて、ミミとネネが同時にゆっくりと顔を上げた。

「そうよ。あなた達だけのお金。だからね、大事にしなさい」

　ラミネは頷うなずきながら、双ふた子ごの頭を交こう互ごに撫でる。

「おお……はじめてだ。はじめておかねってのを手にした……」

　リキが何やら感動している。

「おれ、知ってるぞ。おかねはせつやくするんだ！」
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「よく知ってるわね。偉いわ。その通りよ」

「うん！　ラミネ姉ちゃん、ありがとう。ミミ、ネネ、せつやくして使うぞ！」

　リキが声をかけると、ミミとネネも、何か重要な使命を負ったかのような顔で、深く頷いた。

「ラミネお姉ちゃん……いいの？」

　驚おどろいたように、ナナルが声をかける。

　今まで、ミミ達が欲しいと言ったものは、その場に一緒に居た年長者が払はらうことになっていたのだ。

「まあ、あの子達もそろそろそういうことを覚えておかないと。良い機会だわ。はい、サアラとイオナにもよ」

　ラミネはサアラとイオナ、二人に近付くと、ミミ達より少しだけ多めに硬貨を握にぎらせた。

「ワタシ達にもいいんですか」

「……お小遣いもらったの、初めてです」

　目を瞬かせているサアラとイオナに、「無む駄だ遣づかいしちゃダメよ？」とラミネは片目を瞑つぶる。

「いいなー。ラミネ、わたしにもちょうだい！」

　ティアがラミネに向かって勢いよく手を突き出した。

「あのね、あなたは自分で稼かせいでるし、その分はちゃんと渡わたしてるでしょう」

「ふっ――もう、無くなってしまったのさっ！」

「……子ども達より先に無駄遣いのことであなたを叱しかることになるとはね」

　額に手を当てて、ラミネは溜ため息いきをつく。

「にいに、にいに、あたしもお小遣い欲しい」

「お前も自分の給料はもらってるだろうが」

　リアンに服の袖そでを引かれたバートが、怪け訝げんな顔をした。

「持ってるけど、にいにからもらいたいんだよ。じゃあ、あたしが自分の給料をにいにに渡すから、そこからまたくださいな」

「なんの意味があるんだその行こう為い」

　仲の良い兄妹は昨日から変わらぬやりとりをしながら、広場の奥おくへと進んでいった。

「フレッサの護衛をするのにはまだ時間があったよね」

　カイトはラミネに確かく認にんをとった。

「ええ。まあ、それまでは楽しみましょ」

　と、ラミネが言った直後のことである。

「今度はそれをもらおうか。いや、待てよ。そっちも気になるぞ……これもいいな。あれも良い！　そうだ！　もういっそ、全部、全部もらおう！」

　広場から、そんな声が聞こえてきた。

「嬢じようちゃん、そんな小さななりして食えるのかい？」

　串くし焼やきの屋台を開いていた店主が、疑いの眼まな差ざしを送ると、彼の前に居た少女がにやりと笑う。

「甘くみないでもらおうか。わらわの腹が先程から必死に飢うえを訴うつたえかけてきているのだ。今なら無限に食えるであろう！」

　無む駄だに自信に溢あふれた口調で胸に手を当てた少女に、店主は「まあ、ならいいけどよ」と十本ほどの串焼きを手て渡わたした。

「……あの。お兄ちゃん、なんだか、見覚えのある人がいるよ……」

　ナナルがぼそりと呟く。

「うん……そこはかとなく記き憶おくにあるような気がするけどここにいるわけはないしいてはいけない人がいるね……」

　カイトは答えながら、少女に近付いた。

「うむ、素そ朴ぼくではあるが中々だ。使われているのは地産の貝と、これは、イカか？　上にかけてある調味液がなんとも味わい深く、食が進むのう」

　少女は夢中で串焼きに齧かじりついている。調味液で口の周りや頬ほおが汚よごれるのもお構いなしだ。

「あの、ちょっと」

「おお、こちらは辛からみがあるぞ。徐じよ々じよに口の中が燃えるようになってきた。しかしそれがまた実に後を引く」

「……ねえ」

「こちらはなんと、果実を焼いたものか!?　いや、しかし、悪くない。悪くないぞ。甘あま味みと調味液が絶妙な混合を果たしておる！　いや、たかが串焼きとはいえ侮あなどれない――」

「そんなに食べると太るよ」

「むがっ！　だ、誰がだっ！　不敬であるぞ！」

　食べかけていた食材を喉のどに詰つまらせ、少女は咳せき込んだ。

　いや、少女というか――帽ぼう子しを被かぶり、町まち娘むすめのような恰かつ好こうをしているが、やはりフレッサだった。

「君ね、何してるんだよ、仮にも国こく賓ひんだろ……」

　呆れ果はてるにも程ほどがある、とカイトは腰こしに手を当てた。

「な、な、なんの話だ。わらわは汝なんじのような者と知り合いでは……」

「はいはい。そういう面めん倒どうくさいのはいいから」

　言ってカイトは、フレッサの被っていた帽子を取る。陽光を照り返す見事なまでの銀ぎん髪ぱつが、場にふわりと舞った。

「あー！　こら、やめぬか！　ばれるであろう！」

　跳とびながらなんとか取とり戻もどそうとするフレッサだったが、彼女より頭二つ分は高いカイトが高く掲かかげると、到とう底てい届かない。

「やっぱりフレッサじゃないか。お城を抜け出してきたの？」

　帽子を返すと、フレッサは慌あわてたように再度被り、目元を隠かくした。

「べ、別にそういうわけではない。その、あれだ。黙って外出しているだけだ」

「……いや、それを抜け出したっていうと思うんだけど」

「細かい理り屈くつは良いではないか！　わらわも少しくらい祭りを楽しみたいのだ！」

　あ、ついに開き直った、とカイトは首を振ふる。

「ま、いいけどね……怒られても知らないよ？」

「ここにザウドはおらぬ故ゆえ、問題はないわい。ところで、後ろに見知らぬ者が二人ほどいるようだが」

　フレッサの視線を辿たどり、カイトが振り返ると、そこにはこちらを興味深そうに見るバートとリアンの顔があった。

「ああ。ほら、ナヴァイアの王様に薦すすめてもらった宿屋あるだろ。あそこで働いてる人達だよ。仲良くなったんだ」

　と話していると、リアンが歩み寄ってくる。

「わー。また可愛かわいい子だ！　カイトのお知り合い？」

「ん、まあ、そういうものかな」

「そうなんだ。カイトって本当、小さな女の子が好きなんだね！」

「……あの、あんまり大声で誤解招くようなこと言わないでもらえるかな」

「どうして？　小さな女の子好きでしょ？」

「そうだけど！　いや、そうじゃなくて！　ああ、もう、悪気がないだけに対応に困るよ!?」

「言い方が悪いんだよ、お前の場合」

　こちらに近付いてきたバートが、後ろからリアンの頭を軽く叩たたいた。

「あたっ。なにさー、にいにのあほー」

「誰がアホだ。オレがアホならお前はどアホだ」

「じゃあにいにはどどアホだもんね。どどどどアホだ！」

「……ああ、そう」

「あれ、なんか哀あわれみの目で見られてるよ!?」

　なんだよー、と兄を叩きにかかるリアンに、バートはやれやれといった風に対応していた。

「なんだか分からぬが、面白おもしろそうな者達だな」

「そうだね。少し変わってるけど」

　カイトがフレッサに答えていると、目を丸くしたラミネが話しかけてくる。

「まさかと思ったけど、やっぱり皇王……じゃなくて、フレッサさん。大丈夫なんですか？　こんなところにいて」

「大丈夫か大丈夫でないか、それは未来が決めることだ」

「それって、つまり、あんまり大丈夫じゃないんじゃ……」

　イオナが鋭するどく見抜いたが、フレッサは口笛を吹ふいてすっとぼけた。

「ところで、ここで会ったのも何か縁えんだ。共に祭りを巡めぐろうではないか」

　フレッサが申し出ると、双子とリキは頷く。

「うん！　めぐろーではないか！」「ではないかー！」

「ほら、フレッサさん、おれ、お小遣いもらったんだぞ！」

　リキが自慢げに硬貨を見せると、フレッサは「ほう」と感心したように言った。

「そろそろリキも自立の時というわけだな」

「じりつ？　ってなに？」

「自分一人で生きていくことだ」

「そうなの!?　おれ、一人で生きていけるの!?」

「いや、まだ一歩目だ。先は長いぞ」

「フレッサよりは短いけどね」

「どういう意味だそれは」

　会話に割り込んだカイトは、フレッサに睨にらみつけられる。

「だってフレッサ、お小遣いなんてもらったことないだろう」

「だからなんだ。小遣いもらえば大人か！　ならば今すぐわらわに寄よ越こせ！」

「なんでそうなるんだよ。嫌いやだよ」

「フレッサさん、美味おいしそうなもの食べてるねえ」

　ティアがものほしそうな目で、フレッサの持っている串焼きを見ている。

「……やらんぞ」

「えー。ね、ね、一本だけちょうだい？」

「断る！　このイカの串焼きはこれが最後の一つなのだ。欲しければお主も買うが良い」

「え、でも、それ最後の一本なんでしょ？　だったらわたし、買えないよ」

「それが運命というものだな」

　大おお袈げ裟さな物言いをして、フレッサは串焼きを食べようと口を開いた。

　だが、

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

「……半分だけだぞ」

　真しん剣けんな眼差しで見つめ続けるティアの迫はく力りよくに負け、フレッサは串焼きを差し出す。

「えへへ、ありがとう！　――ん、美味しい！」

　咀そ嚼しやくしながら、ティアは顔を綻ほころばせた。

「ああ、わらわの串焼き……後半分に……」

「一国の王ともあろう人が意い地じ汚きたないなぁ」

　嘆なげいているフレッサに、カイトは小声で言う。

「なにを言うか。たとえ串焼きといえど、大切なものを失うというのは辛つらいものだ！」

「分かった、分かった。じゃあ、向こうでオレがなんか奢おごってあげるよ」

「なに!?　まことか！　では参ろうぞ！」

　瞳ひとみを輝かせ、フレッサはこちらの服の袖を引っ張った。

「じゃあ、ミミもフレッサさんにかうー！」「ネネもネネも！」

「んじゃ、おれ、あそこにある人形、買ってあげるよ！」

　しかしミミとネネ、リキがそう言ったので、フレッサは「え？」と立ち止まる。

「なぜだ。そんなことをすれば、お主達の小遣いがなくなるぞ」

「いいよ。フレッサさん、はじめて会ったおともだちだから」

「そうだよ。そんなこと、どうでもいいよ」

　口々に言う三人に、フレッサは「な、なんと……」と声を震ふるわせた。

「なんという優やさしさだ……うう。素す晴ばらしい！」

「そうだろう？　そう思うだろう!?　こんな良い子達は世界広しといえど、ここにしか存在しないと思うだろう!?」

　カイトはフレッサの肩かたを強く叩いた。

「まことにその通りだな……お主が育てたとは思えぬくらいだ」

「いや、どういう意味だよ、それ」

「素す直なおにそのまま受け取ればいい」

　カイトは無言でフレッサの髪かみを掻き回まわす。

「ぎにゃあ！　やめんか！」

　フレッサが抵てい抗こうして暴れるのを、カイトは軽かろやかな動きで避よけた。

「……イオナ。あれを見て下さい」

　そこで、ふと、サアラが向こうの屋台を指す。

「ん？　なに？　……あ、あれ。あれって、サアラが探してた本だよね。どこにも売っていないって」

「ええ。まさかこのようなところで巡り合あうとは。その隣となりにあるのは、イオナが読みたいと切望していた冒ぼう険けん小説ですよ」

「え。――あ、ああ！　本当だ！　か、買いにいこう、サアラ！」

「もちろんです」

　二人は、こちらに向かって「では、ワタシ達はこれで」と頭を下げるや否いなや、風のように去っていった。

「……あの二人、気が合うわよねえ」

　しみじみとラミネが言うと、ティアが何度も頷く。

「うん。字だけの本なんて、よく読めるよね。わたし、すぐに眠ねむくなっちゃうよ」

「あれ……でも、お姉ちゃん、前になにか読んでなかった……？」

　ナナルが首を傾げた。

「え、ティアが!?　嘘うそ!?」

　普段の行動からは到底信じられない、とカイトは愕がく然ぜんとなる。

「ああ。あれね。あれは、世界中の色んな美味しい食べ物が載のっててさ」

「ああ、そういうことか……」

　物もの凄すごく納なつ得とくするカイトだった。

「でも、半分くらい読んでて、気付いたんだよ！」

「なにに？」

　ティアはこちらを向いて、至し極ごく、真ま面じ目めな表情で言い放つ。

「本を読んでも、お腹なかは一いつ杯ぱいにならないって！」

「……半分読まなきゃ気付かなかったんだ」

「あ、それ、分かるー」

　リアンが同意した。

「分かるのかよ。というか分かるなよ」

　バートが額に手を当てる。

「あー。なんだかそんな話をしてたら、お腹空すいてきちゃった！」

「さっきわらわの串焼きを食べたであろうに」

「うん。でもあれじゃ足りなくてさ」

　ティアはフレッサに答えながら、歩き出した。

「いこ！　フレッサさん。今度はわたしが食べ物買ってあげる！」

「おお、まことか。カイトの分と合わせてたらふく食べられるな！」

　フレッサも、心弾はずんでいるような足取りで、ティアについていく。

　それからカイト達は、屋台で売られている食べ物を味わい、土産みやげ物ものを覗のぞいた。

　リキは子ども用の木製で出来た兜を、ミミはブローチ、ネネは布で作られた人形の服を購こう入にゆうする。

「ネネ、どうしてお人形さんは、買わないの……？」

　そうナナルが尋たずねると、ネネは「うん、えっとね」と自分の鞄かばんを探さぐり、あるものを取り出して見せた。それは、以前ナナルが彼かの女じよの為ために作った手製の人形である。

「ぼぶにね、お服きせるの。ネネのにんぎょうさんはね、ナナルからもらったこれだけでいいの。これがいちばんなの！」

「ね、ネネ……」

　ナナルは涙なみだぐむと、ネネをぎゅっと抱きしめた。よほど嬉うれしかったのか、彼女はしばらくそのまま、時が止まったかと思うほど、微び動どうだにしなかったものだ。

　と、カイトはフレッサに食べ物を買った後で、ふと、あるものを見つけて立ち止まる。

　それは、鳥を象かたどった髪かみ留どめだった。ナヴァイアという国の特性か、海に似た青い石が使われている。

「わー。可愛いね、これ」

　ティアも目に留めて、じっと見つめた。

「……すみません、これ、下さい」

　カイトは髪留めを手に取って、店主に料金を払った。

「はい、これ。あげるよ、ティア」

　そう言って渡すと、ティアは「え？」と目を丸くする。

「いいの？　なんだか催さい促そくしちゃったみたいで悪いなあ」

「気にしないでいいよ。君は普段、エメルタ長として頑がん張ばってるからね。せめてものお礼っていうか」

「えー。カイト達だって、頑張ってるのに。……うん、でも、ありがとう」

　受け取ると、ティアは、嬉しそうに早さつ速そく、髪につけた。

「うん、よく似合うよ」

「本当？　……えへへ、だったら良かったな」

　はにかんだティアの、純じゆん粋すいな可愛らしさに、カイトは少し頬が熱くなる。

「うーん。良いご関係ですな」

　こちらの様子を眺ながめていたリアンが、傍かたわらに居たバートに顔を向けた。

「にいにも、日ごろのあたしを労ねぎらう優しい心はないのかい？」

「俺おれがお前に労って欲ほしいよ」

「じゃあちゅーしてあげようか」

「絶対にいらん」

　唇くちびるを尖とがらせたリアンは、即そく答とうしたバートに手で顔を押おさえつけられる。

「むう……。さすが、長年の付き合いだな……」

　フレッサが、カイト達たちの方を見ながら呟つぶやいた。

「どうしたの？　フレッサ」
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「……い、いや、なんでもない」

　フレッサは慌てたように、こちらから顔を背そむける。

「そう。はいこれ、フレッサの」

　と、カイトが首くび飾かざりを渡すと、彼女は「ほへっ？」と素すっ頓とん狂きような声を上げて固まった。

「どうしたの？　いらないの？」

「い、い、いや、いるが！　いるが、ど、ど、どうしてわらわに!?」

「どうしてって、特に理由はないんだけど。後、ラミネとナナルと、ミミにネネ、リキ、イオナとサアラの分か……」

　カイトは腕うでを組んで思案する。

「……なんだ。そういうことか」

　何故なぜか少し面白くなさそうに、フレッサは唇を突き出した。

　が、しかし、

「まあ……ふふ、今は良しとしよう」

　一転して、何やら満足そうに、首飾りをつける。

　カイトとしては意味が分からずに、眉まゆを顰ひそめるだけだった。

　楽しい時間ほど、瞬またたく間まに過ぎ去ってしまう。

　続けて他の屋台や、路上でやっている大道芸を見て、祭りを満まん喫きつしている内、いつのまにか刻限が来てしまったらしい。

　人々の流れが変わり、皆みな、同じ方向を目指して歩き出したのだ。

　恐おそらく、催事の行われる場所へ行くのだろう。

「む……どうやら、そろそろわらわは行かねばならぬようだな」

　フレッサが、残念そうにそう漏もらす。

「ああ、そうだね。じゃあ、オレ達もってことか……」

　カイトは頭を掻かいて、家族が全員戻ってきているかどうか確認した。

「うん。皆、いるね。サアラ、イオナ、申し訳ないけどオレ達、これから仕事があるんだ。ミミ達のこと、頼たのめるかな？」

「ええ、分かりました」「任せて下さい」

　快く請うけ合ってくれた二人に礼を述べ、カイトはミミ達に宿に帰るよう伝える。

　三人は最初「えー」と不満そうな反応を見せたが、カイト達の事情を知って、仕方ないと諦あきらめてくれた。

「んじゃ、俺おれ達たちもそろそろ戻るか。ちょっと用事があるんでな」

「ばいばーい。またさざなみ亭でね！」

　バートやリアンも手を振って、去っていく。

　カイト達は、彼かれ等らとサアラ達がいなくなるのを待ってから、動くことにした。

「フレッサ、警備をするって話だったけど、場所はどこなの？」

　問いかけたカイトに、

「うむ。ついてくるが良い」

　フレッサは頷いて、歩き出した。

　カイト達は人ひと込ごみを掻き分わけながら、彼女の後を追う。

　やがて、辿り着ついたのは、広場から少し離はなれたところだった。

　そこには、一ひと際きわ高い壇だんが用意されており、四方に巨きよ大だいな柱と、中央に豪ごう奢しやな椅い子すが二つ置いてある。

　恐らく、そこで今回の催事が行われるのだろう。

「お主達には、あそこの上で見張っていてもらう」

　フレッサは、壇だんの背後にある建物を杖つえで指した。

「下まで行けば、案内役の人間が居るであろう。詳くわしくはその者に聞くが良い」

「分かりました！　それではフレッサさん、頑張って下さいね！」

　両手を握って応おう援えんするティアに、フレッサは「うむ！」と元気良く返すと、壇の方へと向かっていった。

「さて。それじゃあ、意識を切きり替かえて、お仕事としましょう」

　ラミネの発言に、カイト達は、揃そろって頷く。

　壇の裏側にある為か、すっかり人気のなくなった場所を、指定されたところへ向けて進んだ。

　と――間もなく、建物の下に、誰かが立っているのが見えた。

　一人の少女だ。闇やみのように染まった髪を、前の方含ふくめて全すべてすっぱりと切り揃えている。病的なまでに肌はだが青白く、血が通っているようにすら思えなかった。

　口元を布で覆おおっており、小さな体は外がい套とうで包つつみ込まれている。どちらも青天の下では浮ういて見えるほどの漆しつ黒こくだ。ついでに言えば履はいている靴くつも身に着けている手て袋ぶくろも、全く同じ色だった。まるで影かげそのものである。

「カイト＝ウリオスと【約束の灯ともし火び】の面々か」

　硬こう質しつな声で少女が言った。表情一つ動かない。

「ええ、そうですけど……あなたは？」

　どことなく異質な空気を感じとりながら、カイトは尋ねた。

「ヒューという。お前達を警護場所へ連れていく」

「……あなたはフレッサとどういう関係なんですか？」

　と、口にする一方で、カイトは少女のことを知っているような気がしてくる。会ったわけではない。しかし、常に、どこかで存在を感じとっていたような――。

「ヒューは【影の目ザガード】に属ぞくしている。それくらい聞いたことがあるだろう」

「――え、き、君が!?」

　思ってもみない告白に、カイトは度ど肝ぎもを抜ぬかれた。

　影の目は、皇王直属の隠おん密みつ部隊だ。他国へ忍しのび込んで諜ちよう報ほう活動を行ったり、皇国内や属国で不ふ穏おんな動きをする者が居れば裏で動き、それを制圧する役目を負っている。

　カイトも【災滅者デイメンド】として一応は皇国に目を付けられている存在である為、彼等の監かん視しを受けていた。

　尤もつとも、気配だけはしているものの一向に姿を見せないので、普ふ段だんは気にしないようにしていたのだが。

「は……初めてお会いしますね」

　なんとなく、つい、敬語になってしまった。

「挨あい拶さつなどいい。ヒューについてこい」

　振り返かえるとヒューは足音もなく歩き出す。

「ねえ、影の目って、皇王様を見えないところで守ってる人達だよね。本当にいたんだ。あの子、カイトの知り合い？」

　後ろからティアが肩を叩いてきた。

「知り合いっていうか、知り合いじゃないんだけど、知ってるっていうか……」

　よく見張られている間あいだ柄がらです、とは、少し言いにくい。

「良く分からないわね。信用出来るの？　只ただ者ものじゃないみたいだけど」

　ラミネが疑念を提示してくるが、カイトとしては否定も肯こう定ていも出来ない。何しろ、影の目の人間ときたら、とにかく素す性じようが知れないことで有名なのだ。

　フレッサに一度訊きいたことがあるものの、遡さかのぼれば初代皇王の代からあるらしく、彼女自身も全てを把は握あくしているわけではないらしい。

「あの。ヒューさんって、本当に、あの影の目なんですか？」

　小さな背中に向けて、カイトは問いを投げかけた。しかし、ヒューは無言のままで階段を上っていく。

「……お兄ちゃん、ヒューさん、怒おこっちゃったのかな」

　ナナルが耳元に囁ささやいてきた。

「うーん。さすがに失礼な言い方だったか」

　カイトは気まずい思いで頬を掻く。だが彼女がそうであると、確かめる方法はあれ以外無かったように思える。

「信用出来ないのなら別に構わない」

　やがてヒューが口を開いた。

「ヒューはヒューに命令されたことをするだけだ」

「……そうですか。すみませんでした」

　カイトが頭を下げると、

「別に謝あやまる必要はない。不ふ審しんに思うのは当然だ」

　平へい坦たんな声こわ音ねのままでヒューは上へ上へと向かう。

　その横顔は、不ふ愉ゆ快かいに思っているように見えるし、どうでもいいと思っているようにも見えた。

「着いたぞ」

　四階分ほど上がったところでヒューは止まった。目の前には狭せまい部屋と扉とびらが一つある。

「ここ、何の建物だったんですか？」

　辺りを見回しながらラミネが何気なく訊く。

「知らん。興味もない」

　にべもなく答えてヒューは扉を開いた。

「……ごもっともです」

　どうにもやりにくい、という顔をしながらラミネは肩を竦すくめる。

　扉を潜くぐるとそこは外だった。屋上に出たようだ。

　ヒューは端はしの方まで行くと、縁に足をかけた。

「見ろ」

　カイトは同じ場所に立ってから、おお、と思わず声を洩もらす。

　壇がある場所を中心にして、周囲の様子が全て把握出来た。これは見張りをするには最適のところだ。

「もうしばらくするとあそこの椅子にナヴァイアの王と皇王様が着席する。左がナヴァイアの王、右が皇王様だ。この国と皇都から派は遣けんされた護衛の兵が控ひかえているので、多少のことがあっても動く必要はない」

「じゃあ、どういう時に動くんです？」

　ティアが面白そうに眼下を見下ろしながら告げた。

「多少のことでなくなった時だ」

　ヒューは身も蓋ふたもないことを言う。

「えと、ど、どの程度が多少のことでないんでしょう……？」

　おずおずと、ナナルが更さらに訊くも、

「知らん。それくらい自分で考えろ。お前達、本業だろう」

　ヒューは冷たく突つき放はなしてくるだけだった。

「いやまあ、そうなんですが。さすがに判断基準くらい教えてもらわないと」

　余計なことをしてフレッサに迷めい惑わくをかけては困る、とカイトが説得すると、ヒューは指先を顎あごに当てる。

「……そうだな……」

　しばし無言になったまま、時が経たった。

　その結果、

「多少のことでなくなった時だ」

　ヒューは先さき程ほどと同じことを口にした。

「……つまり、ヒューさんにも分からないんですね」

「そういう見方もある」

　そういう見方しか出来ないんだが、とカイトはなんとも言えない気持ちになる。

「じゃあ、ええと、フレッサさん……皇王様の身に危険が及およぶことになったら、ということでいいですか？」

　ティアが尋ねると、ヒューは軽く頷いた。

「それでいい。では、ヒューはそろそろ移動する」

「え、どこ行くんですか」

「仲間が四方に散らばっている。ただ、ヒュー達は隠密的な行動は出来ても直接的な戦せん闘とうには不向きだ。あくまでも万が一の時に備えてに過ぎない。故に何かあった時には、頼むぞ」

　カイトの問いにそう答えると、さらばだ、と言い残し、ヒューは音もなく消える。さすがともいうべき動きの速さだった。

「……そうか。影の目もついてるんだな」

　警備は万ばん全ぜんということだろう。そうなるとますます自分達が必要なのだろうかという気がしてくるのだが、元々、フレッサの警護というのも彼女がティア達や子ども達と会いたいが為の口実なのだ。この程度で良いのだろう。そう、カイトは結論付けた。

「あんまり緊きん張ちようしてても仕方ないわね。適度に体の力を抜きましょう」

　ラミネが言って、その場に座すわり込んだ。尤もだとカイト達も倣ならう。

　催さい事じの会場には徐々に人が集まり始め、あっという間にひしめき合い始めた。

　喧けん騒そうが離れたここにまで聞こえてくる程なのだから、現場では相当のものだろう。

「なるほど。事を起こすのには丁度いいわね」

　ラミネが腕を組んで考え深げに呟くと、ナナルが同意するように顎を引く。

「うん……。これだけ沢たく山さん居れば、ちょっと変なことをしても気にする人は少ないし……逃にげる時に人込みを使えば、追っ手を撒まきやすいよね」

「本当に来るのかなあ、刺し客かく」

　そればかりは分からない、とティアの言葉にカイトは思った。

「――静せい粛しゆくに！」

　その時。壇上に甲かつ冑ちゆうを身に着けた騎き士しが上がると、朗々とした声を張り上げた。

「これより我わがナヴァイアの国王、オリガルデ様と、偉い大だいなる皇国の統治者、皇王フレッサ様が御お出いでになられる！」

　急に会場が水を打ったように静まり返る。誰しもが期待に胸を膨ふくらませているかのように、一心に壇上を見つめていた。

　兵士は、咳せき払ばらいをしてから、大きく息を吸い込むと、

「それでは……国王様、皇王様の、おなぁ りぃ ッ！」

　宣言と共に、街全体へ響ひびき渡わたるような鈍にぶい音が鳴る。

　椅子の傍そばにあった円く平たい金属製の物を、別に待機していた兵士が叩いたのだ。

「あ、お兄ちゃん……あれ、銅ど鑼らっていうんだよ。海を渡った国にある楽器だって」

　ナナルが興味深そうに言った。サアラやイオナと並ぶくらい、彼女も本好きだ。そこから得た知識なのだろう。

「そうか、ナナルはなんでも知ってるね。偉えらいなあ」

　カイトが頭を撫なでると、ナナルは頬をぽっと朱しゆに染めて、「……えへへ」と照れた。可愛過ぎる。この場で抱だき締しめてやりたい。そんな想おもいが全身を貫つらぬく。

「ここで抱き締めたらダメよ」

　全てラミネに見抜かれていた。カイトは「あ、はい……」と項うな垂だれる。

「じゃあ、代わりにわたしが抱き締めよう。ぎゅーっ」

　ティアはナナルを引き寄せて、自分の懐ふところに入れた。

「は、はわわ……お姉ちゃん……」

　ナナルは慌てたように顔を赤くする。

「ああっ！　ずるい！　どうしてオレがダメでティアはいいんだよ！」

「あなたは一度やったら長いのよ。だから禁止なの。いつ襲しゆう撃げきが起こるか分からないのよ！」

　真正面から正論をぶつけられて、カイトは返す言葉もなかった。

「だ、だって、ナナルを抱きしめたら短く済ませることなんて出来ないじゃないか……」

「言い訳にもなってないわよ……」

　カイトがラミネに呆あきれられている間にも、

「うへへ、良い心地ここちだぁ」

「お、お姉ちゃん、ちょっと恥はずかしいよ……」

　ティアの可愛がりは続いていて、カイトは「く、くっそおおお！」と本気で悔くやしがった。

「あのね、緊張し過ぎないようにとは言ったけど、全くするなとは言ってないわよ。……ほら、そろそろ始まりそうだから、気合を入れて」

　ラミネの言う通り、会場に動きが出る。

　まず初めに、騎士に守られながらフレッサが現れた。盛大なまでの歓かん声せいが上がる。彼女はナヴァイアの国民に手を振りながら、席についた。

　続いて、別の方向から来たのは、一人の男だ。年としの頃ころは壮そう年ねんを少し過ぎた頃だろうか。

　恐らくは彼かれが、ナヴァイアの国王、オリガルデなのだろう。色々な話を聞いたからかもしれないが、国民に向かって微笑ほほえみかけるその顔には、優しい心根が滲にじみ出ているかのようだった。

　オリガルデは、フレッサの隣に腰かける。

　すると、先程までうるさいほどの騒さわぎ声に満ちていた会場は、また静せい寂じやくに包まれた。

「では、まずはオリガルデ様よりお話を賜たまわる。一同、心して拝はい聴ちようするように！」

　騎士は腹の底から絞しぼり出だしたような声を出すと、二人の王に対して両足を揃えた後、右手だけを横へ水平に伸のばした。あれがナヴァイアの国での敬礼なのだろう。

　騎士が下がった後で、オリガルデは羽織っていた外套を脱ぬいだ。

　それからゆっくりと立ち上がって、一歩、また一歩と前に出る。

「――愛すべきナヴァイアの者達よ」

　やがて、両手を広げてから、皆に語りかけ始めた。

「初代国王が、この青深き地に国を建ててより、百年が経った。その間、多くの諍いさかいと衝しよう突とつがあり、時には無残にも血が流れたこともあった。なんと無情で、嘆かわしいことだろう。だが、どのような悲劇に見み舞まわれようとも、我らの先祖は逞たくましく立ち直り、この国を支え続けた。無論、それには王を始めとする為い政せい者しやによる働きが欠かせぬものであっただろう」

　そこで一いつ旦たん話を切ってから、オリガルデは国民を、一人、また一人と見回す。

「――だが。その王ですら、国民、即すなわち、目の前にいるお前達がいなければ明日をも知れぬ身となってしまうのだ。つまり今日、このナヴァイアという国が存続して来られたのは、全て民が居てこそである。なればこそ、このめでたき百年という日を、私は何より大切な皆と共に迎むかえたいと思った」

　胸に手をかけて、熱心に訴うつたえかける。

「今までの皆の働きに感謝する。そして――これからもどうかこの国を愛し、支え続けてくれ。それが、私がお前達に贈おくる言葉だ」

　最後に、オリガルデは頭を下げた。一国の王とは思えぬほどの謙けん虚きよさと、真まっ直すぐ心に届く誠実さがある。

　しばらくすると、一人が、手を打った。それはすぐに、全体に広がっていく。

　間もなく、会場に集まった者達全員が、オリガルデに万ばん雷らいの拍はく手しゆを送った。

「……良い王様だなぁ」

　カイトは心から思う。国民に対してあんな言葉をかけられる者がどれほどいることだろう。ティア達も同じことを感じているように、黙だまって頷うなずいた。

　いつまでも鳴り続ける音を止めたのは、フレッサである。

　彼女は席に戻もどったオリガルデの代わりに、杖をつきながら前に出た。

「――素晴らしい祝辞であった。かように純粋な想いの込められた言葉を、わらわはついぞ聞いたことがない」

　フレッサは、まずそう切り出す。

「わらわを始めとする皇王が、多くの国を従える身でありながら、その全てに自治権を与あたえているのには理由がある。その国の民を導くのは、やはり、その国の王だ。皆が日々の生活の中で何を望み、何を求めているかを知るには、遠く離れた皇国では叶かなわぬ。その国に住み、暮らし、共に生きる者でなければならぬのだ。故ゆえにこそわらわも、先代や、その先代と同じように、たとえ属国であろうとも、それを治めるのはその国の王でなければならないと思っておる」

　皆は真剣に、フレッサの話に聞き入っていた。

「……すごい。フレッサが王様っぽく見える」

　カイトは思わず唸うなる。

「いや、王様っぽいっていうか、王様でしょうよ」

　ラミネが突っ込んできたが、「いや、だって……」とカイトは反論した。

「あれ、さっきまでティアと串くし焼やきの取り合いしてた人だよ。同じに見える？」

「…………。まあ、見えない、わね」

　さすがにラミネも認めるしかなかったようだった。

「そして今、わらわは確信した。己おのれの考えが間ま違ちがいでなかったことを」

　フレッサは、後ろに居るオリガルデを振ふり返り、

「オリガルデ王は素晴らしい君主だ。これほどの者は世に二人といないであろう。オリガルデ王が今のままである限り、皇国はナヴァイアに一いつ切さいの口出しはせぬと約束をする」

　前に向き直ると、杖を掲かかげた。

「青深き国ナヴァイアに、永えい劫ごうの幸福が続かんことを。――全てに導きをイアン・フアーレ！」

　一いつ瞬しゆんの、沈ちん黙もく。

　だが、すぐに会場は、再び喝かつ采さいに包まれた。

　オリガルデは立ち上がり、フレッサに握あく手しゆを求める。彼女もまた、それに応こたえた。

　平和的な光景に、カイト達もまた、見入ってしまう。

　全てが順調で、問題なく進みつつあった。

　そう、思っていたのだ。

　――不意に、何かの影が、壇上に降り立つまでは。

　恐らくはカイト達のように、今まで高い場所に潜ひそんでいたのだろう。

　だが、具体的に何処どこに居たのか、カイトにすらまるで見み抜ぬけなかった。

　影は、先程会ったヒューのように外套に身を包んだ人間である。

　顔には、真っ白い中に目だけが空いた不気味な仮面を被かぶっていた。

「なんだお前は!?」

　護衛の騎士が、何人も素す早ばやく駆かけ寄よる。彼等はフレッサとオリガルデを後ろに控えさせると、槍やりを構えた。

　さすがに熟練の技わざというべきか、あっという間に謎なぞの人物は武装した男達に囲まれてしまう。

　しかしその中に於おいても、その人物は平然と佇たたずんでいる。一切物を言わぬ有様は、ある種の不気味さすらこちらに与えた。

　騎き士し達たちも同様に思ったのか、相手を睨にらみ付けながらも、どこか一歩を踏ふみ出せないようである。

　だが、一人が「くそ！」と悪態をつきながら、走り出した。

「なにをしている！　捕とらえるぞ！」

　その発破がきっかけになったのか、全員が我を取とり戻したように続く。

　逃げ場ばを塞ふさぐ為だろう。仮面の人物の前後に分かれたまま、騎士達が一いつ斉せいに飛びかかった。

　全員が鎧よろいによって覆われているせいで、襲しゆう撃げき者しやの姿が消え、一瞬、何が起こったか分からなくなる。

　だが、その時――凄すさまじい轟ごう音おんが、穏おだやかなナヴァイアの街に鳴なり渡った。

　かと思うと、騎士達が一斉に、壇の外まで吹ふき飛ばされる。

　仮面の襲撃者の手には、身みの丈たけ以上ほどもある得物が握にぎられていた。

　長い柄つかに、湾わん曲きよくした三日月のような刃は――鎌かまと呼ばれる武器である。

　一体何が起こったのか。カイトにも分からなかった。

　遅おくれて、会場から悲鳴が上がる。

　ようやく事の危険性を悟さとった見物客が、我先に逃げ出したのだ。

　仮面の人物は、混乱の中、オリガルデとフレッサに向かってじりじりと進んでいく。

「ちょっと、これ、不味まずいんじゃないの……？」

　ラミネが腰こしを上げた。確かに、とカイトも同意する。どう考えてもこれはヒューが言うところの、『多少のことでなくなった時』だろう。

「行こうよ、カイト。あの仮面の人、普ふ通つうじゃない」

　ティアが普段とは違ちがう、真しん剣けんな口調で告げてきた。

「分かった。――じゃあ、行こう！」

　カイトは頷くと、勢いよく建物の上から飛び降りた。

　足元に霊素マリアスを集中させ、衝しよう撃げきを殺した上で着地する。

　ティア達が同じようにしたのを見届けてから、疾しつ走そうした。

　仮面の人物は辺りの様子を窺うかがいながら、じりじりとフレッサ達に近付いていく。

「フレッサ！　下がって！」

　カイトが指示をすると、こちらを見たフレッサは驚おどろいたように目を見開きながらも首しゆ肯こうした。オリガルデと共に、踵きびすを返して走り出す。

　仮面の人物はそれを追おうとしたが、

「土よ。生命の息い吹ぶきよ。今、怒いかりの鉄てつ槌ついとなって汝なんじが敵を討うて！」

　ラミネが杖を相手に向けながら巫術メデイアを唱え、拳こぶし大だいの岩を幾いくつも放ったので、足を止めて再び下がった。

　カイト達は壇上に登ると、フレッサ達を庇かばうように前に立つ。

「カイト、わらわも戦うぞ！」

　フレッサが申し出てくれたが、カイトは首を横に振った。

「ここからはオレ達の仕事だ。フレッサは安全なところへ」

　双そう剣けんを抜きながら、カイトは油断なく構える。

「……そうだな。承知した。気を付けろよ！」

　フレッサは言って、騎士達と共に駆けていった。

　仮面の人物が、じっとこちらを見み据すえている。空いた穴からは、闇しか覗けなかった。

「あなた、何者なの。どうして皇王様とオリガルデ様を狙ねらうの？」

　ラミネが問いかける。が、しかし、相手は何も答えなかった。

　代わりに、鎌を握る手に力を込めて、こちらに向かって踏み出す。

「……まあ、そうなるわよね。でも、抵てい抗こうするなら容よう赦しやはしないから」

　ラミネの言葉に頷き、カイトは前ぜん傾けい姿勢をとった。

「――覚かく悟ごしろ！」

　地を蹴けって駆け抜ける。全身に霊素を纏まとった体が、限界を超こえた速度を生み出した。

　正面から切りかかると、仮面の人物は、鎌の柄で受け止める。

　そのまま連続的に、カイトは二つの刃を使って攻せめ立たてた。

　しかしいずれも巧たくみな動きで防がれ、いなされ、流される。

「アウロ！」

　幻げん獣じゆうを呼び出し、ティアが相手に迫せまった。電でん撃げきを纏った槍の穂ほ先さきを、真横から突き出す。

　だが仮面の人物はまず、カイトの刃を素早く弾はじくと、旋せん転てんし、鎌の柄の先でティアの槍と切り結んだ。
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　同時に電撃が伝わる前に弾き飛ばし、そのまま懐に飛び込んで、更に柄を突き入れる。

　巧みな動きに、さしものティアも驚き、対応が遅れた。

　しかし、柄つか頭がしらが彼女の体に触ふれる寸前、

「吹き荒すさぶ翠すい光こうの刃よ、創造主の名に於いて、汝が敵を薙なぎ祓はらえ！」

　ラミネが幾つもの疾しつ風ぷうを起こし、ぶつけたせいで、仮面の人物はそのまま転がった。

（あのティアがやり返されるなんて……！）

　相当な腕うで前まえである。カイトは舌を巻きながらも、相手が体勢を整えるより先に、攻こう撃げきを仕し掛かける。

　次いで仮面の襲撃者は跳はねるように体を起こすと、鎌を振り上あげた。

　湾曲した刃が、斜ななめに虚こ空くうを切り裂さく――。

　直後のことだった。

　鈍い音と共に、柄から刃だけが抜けると、虚空を独りでに走り出す。

　驚くカイト達の前で、刃は複雑な軌き道どうを描えがき、こちらに牙きばを剥むいた。

　カイトは慌あわてて双剣で攻撃を弾くが、一旦遠ざかったそれは、再び高速で舞まい戻ってくる。

　そのまま四人を相手どりながら、三日月を思わせる鎌の刃は、まるで自らの意志を持つかのように踊おどり続けた。

（巫術を利用してるのか……！）

　カイトは上から降ふってくる刃を防ぎ、流しながら、分ぶん析せきする。

　恐らく刃の周辺にだけ疾風を纏わせて、離れた場所から自在に操あやつっているのだろう。

　相手に踏み込もうにも、隙すきがまるでない。

　そうしている内――苦戦するカイト達を前にして、仮面の人物は、突とつ然ぜん、踵を返して駆け出した。

「あーっ！　逃げちゃダメだよ！　とうっ！」

　ティアが突っ込むと、槍を振り回まわす。

　当たった矛ほこ先さきが、鎌の刃をそのまま地面へ叩たたきつけた。

　すかさずラミネが土の巫術を唱え、石の塊かたまりを重おも石しとして上に載のせる。

　完全に封ふうじ込めてはおけないだろうが、これで幾らかの時間稼かせぎは出来るだろう。

　その間に、急ぎ、カイト達は襲撃者を追いかける。

　相手は壇上から離れると、建物の間を走り、そのまま路地に入った。

　その後ろについて同じ方向へ曲がった時、しめた、とカイトは拳こぶしを握る。

　路地の先には壁かべがあった。つまり、行き止まりだ。

　仮面の人物はこちらを向くと、じりじりと下がった。

「観念なさい。あなたが幾ら強くても、こんな狭いところで、現げん役えきの求索士トレイズ三人を相手に出来るかしら」

　ラミネが杖を仮面の人物に向ける。

　が、相手は降参するどころか、逆に前に出ると、持っていた鎌の柄だけを振り上げた。

　ティアは踏み出すと、槍を回転させ、柄で防ぼう御ぎよする。

「カイト！」

　長年の付き合いから、ティアが何を求めて呼びかけてきたのか、カイトには分かった。頷いて素早く疾走すると、そのまま跳ちよう躍やくする。

　足先で、ティアの肩かたを踏んだ直後に、もう一度跳とび上がった。

　剣けんを振り上げて、真正面から仮面の人物に叩き落おとす。

　こちらの動きに気づいた相手が、咄とつ嗟さに距きよ離りをとった。

　だが、かわすのにはわずかに及ばない。

　カイトの得物の切っ先が、仮面の人物の手を傷つけた。

　血が流れ、相手はその部分を押さえる。

「お、大人しくして下さい……！　これ以上暴れると、痛くなるだけです。今なら、治ち療りようできますから……！」

　ナナルが説得するも、仮面の人物は何も返してこなかった。

「ダメ、かぁ。あんまり傷つけたくないんだけど……仕方ないね」

　ティアは短く息をつくと、相手に、いつもとは違う、鋭するどい眼まな差ざしを向ける。

　同時に風を切るような音と共に、鎌の刃が戻ってくると、襲撃者の持つ柄に元通り装着された。ラミネが放った術を強ごう引いんに押し退のけたのだろう。

　すると仮面の人物は、何を思ったか、両手をだらりと下げた。

　意図が読めずに、カイトは眉を顰め――次の瞬しゆん間かん。

「……なんだって」

　思わず、瞠どう目もくした。

　轟ごう々ごうと、相手の体から、炎ほのおが立ち上ったのだ。

　いや、炎ではない。カイトは知っている。

　それは――。

「馬ば鹿かな……」

　霊素だ。あまりにも膨ぼう大だいな量である為ため、燃え盛る炎の如ごとき有様を見せているのである。

「ど、どうして……あれじゃ、お兄ちゃんみたいな――」

　ナナルが言いかけた時だった。

「……ッ！　全員、伏ふせろ ッ！」

　次に起こる出来事を察知し、カイトは叫さけびを上げる。

　直後、仮面の人物が、無造作に鎌を振り払はらった。

　尋じん常じようならざる烈れつ風ぷうが巻き起こる。巫術で起こす衝しよう撃げき波はなど目ではない。ほとんど嵐あらしと同じだった。

（そうか、さっきの騎士達もこれで……！）

　全員が倒たおれ込んだのを見て、カイトもまた己の体に眠ねむる力を解放する。

　双剣を振り払い、霊素を攻撃の意志へと変へん換かんさせて打ち放った。

　衝突、炸さく裂れつ、爆ばく風ふうが暴れ回る。

　幸い、霊素同士で相そう殺さいした為、それほどの被害は齎もたらされず、何事も無かったかのように場は元に戻った。

　だが、気が付いた時には、仮面の人物はどこにもいなくなっている。

「……逃げられた……って、わけ」

　ラミネが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「ねえ、カイト、さっきのって……」

　ティアが言いたいことは、分かっていた。

「……うん……間違いない……」

　仮面の人物が、何者かは分からない。

　ただ、はっきりしたことがただ一つ。

「国王の命を狙ったのは――」

　自分と、同じ。

「――【霊素改造人間マーシアス】だ」







第四章…仮面の奥にあるもの







　突とつ如じよとして起こった襲撃事件は、ウィックセイドの民に少なからず衝撃を与えた。

　しかし、被害としては軽けい微びなもので、攻撃を受けた騎士たちも体に打ち身が出来た程度に留とどまる。

　また、不安がる国民には後ほどナヴァイア王が直接言葉をかけ、今後、警備をより厳重にすることを約束したことで、どうにか事態は収束した。

　フレッサの話によれば催事は予定通り、明日も行われるらしい。

　危険を考慮して中止にしてはどうかという意見も出たらしいが、今そうすると、逆に大事となって余計な混乱を生むとして、あえて決行することにしたようだ。

　一ひと先まず、カイト達たちは明日に備えてさざなみ亭ていへ帰ることにした。

「でも、何者なんだろうね、あの仮面をつけた襲撃者」

　さざなみ亭にある談話用の椅子に腰かけて、ティアが腕うでを組んだ。

　陽ひはやや傾かたむきかけており、子ども達は昼寝の最中だ。

　年長者であるイオナとサアラは、カイト達が少し話し合いをすると言うと、邪じや魔ましてはいけないと思ったのか、港の方を見物に行った。

「カイトと同じような力をもっているということは――その、【竜を喰らう者デイオ・マギス】の一味ってことかしらね」

　ラミネは遠えん慮りよがちに、ある組織の名を口にする。カイトにとってあまりいい思い出がないところなので、気を遣つかったのだろう。

　かつて、カイトが居たその場所では、本来は生まれ持って決められている霊素マリアスの量を人工的に増加させようという研究が行われていた。

　その過程によって生まれたのが、尋じん常じようならざる霊素量を誇る【霊素改造人間マーシアス】の存在である。

「えっと……じゃあ、イオナの時みたいに、また残党たちが……？」

「……どうだろうね」

　考え込こんでいたカイトは口を開いた。

「少なくとも最近、フレッサとの間でそういう話が出たことはないよ。皇国の情じよう報ほう網もうはオレ達が思っているよりずっと発達している。ということは、多分、あれ以来は存在していないんだと思う」

「じゃあ、どういうことなの？」

　眉み間けんに皺しわを寄せるラミネに、

「ひょっとしたら、オレのようにかつての組織から逃げ出した人かもしれないな」

　カイトは推測を述べる。

「結果的にオレ一人の力で組織は壊かい滅めつしたけど、他に同じような人が居たらしいんだよ。実際、ザウドさん……フレッサの宰さい相しようを務めている人が、そんなようなことを言っていたよ。ただ、全員、今は行方知れずになっているみたいだけどね」

「ん、その一人が今回の事件を起こしたってことかな。何の為だろう」

　ティアの提示した疑問に対して、カイトは指を立てた。

「一つは、大きな力を得てしまったが故ゆえ、無む秩ちつ序じよに暴走している可能性。もしかすれば復ふく讐しゆうのつもりで、手当たり次第に権けん威いある人間を狙ねらっているのかもしれない」

　いわば霊素改造人間は、【竜を喰らう者】によって人生を狂くるわされたようなものだ。そして、その組織は国によって運営されていた。よって――ということである。

「ただ、これには納なつ得とくできない部分がある。もしそうなら最初に狙うのはフェンケアンのはずだ」

　即ち、【竜を喰らう者】を創設した国である。

「もし既すでに同じような事件を起こしているなら、フレッサの耳に入っていてもおかしくない」

　だが彼かの女じよはフェンケアンどころか、他のどこの国でもそんなことがあったとは、何も言っていなかった。つまり犯人とって、今回の襲撃が初犯である確率が高い。

「だったら、もう一つの可能性が上がってくる。つまりは――」

　カイトが二本目の指を立てると、

「ナヴァイアの国王様を疎うとましく思う貴族連中に、雇やとわれた可能性……ね」

　代わりにラミネが告げた。

「そうだね。ただ、いずれにしろ少し気になることがあるんだ」

　カイトは腕を組んで、眉間に皺を寄せる。

「あくまでも感覚的なものでしかないんだけどね。戦った時、襲撃者がいまいち、本気でかかってきているようには思えなかったんだよ」

「……どういうこと？　こっちと争うつもりはなかったってこと？」

「そういうことじゃないんだけど……」

　ラミネに答えながら、カイトは唸うなる。

「なんとなくカイトの言ってること、分かる気はするなぁ」ティアが顎に指先を当てた。「手を抜ぬいているわけじゃないけど、深くまで踏み込んで攻撃してこないというか」

「そうなんだよね。攻撃が派手だった割に、騎士達の怪我けがも軽傷だったし」

　どうにもそこが不自然だ、とカイトは思う。

「……襲撃と言えば、ね」

　と、そこで、ナナルが思い出したように零こぼした。

「ナヴァイアの国王様、仮面の人が来た時、すごく落ち着いていたよね……。皆みんな、びっくりしてたのに」

「ん。そういえば、そうね。穏おだやかそうに見えるけど、意外に武ぶ闘とう派はで、その手のことには度胸が据すわってたりして」

　ラミネが冗じよう談だんめかして言う。

「……そうかもね」

　カイトは同調しつつ、どうにもいくつか腑ふに落ちないことがあるな、と考えていた。

　ただそれは、今ここで考えていても答えは出そうにない。ひとまずは置いておくことにした。

「うーん。にしても、襲撃してきたのは、誰なんだろうね。調べる手立てはないのかな」

　ティアが普ふ段だんにはない難しい顔で悩なやみ始める。

「手がかりとか、全然、ないものね……」

　ナナルもまた、お手上げであるというように、短く息をついた。

　だが、

「いや、あるにはあるよ」カイトは自分の手の甲こうを押おさえ、「オレの剣が襲撃者のこの部分を傷つけたからね。相手はきっと怪我をしているはずだ」

「あ、そういえば、そっか！」

「それに、もう一つ」手を打ったティアに対して、カイトは続けた。「犯人を特定できるかもしれない手段が存在してる」

「え、どれどれ!?」

　ティアだけでなく、ラミネもナナルも身を乗り出してくる。

「匂においだ」

　カイトは自分の鼻を指差した。

「犯人に接近した時、ある匂いがした。他に似たものがない、独特の香かおりだった」

「それって、なんの匂いなの？」

　そう、ラミネが訊きいてくるのは無理もない。ただ、

「……いや、それが、分からないんだよね」

　カイトとしては甚はなはだ、情けないことを返すしかなかった。

「どこかで嗅かいだことは確実なんだ。でも、どこだったか……」

「ちょ、ちょっと、それ、肝かん心じんなとこよ？」

「うん、そうなんだよね、ごめん。なにかとっかかりでもあれば、もう少しで思い出せそうなんだけど」

　頭を抱かかえて、カイトは悩む。

　一堂の間に、なんともいえない空気が流れた。

　そのすぐ後のことである。

「たっだいまー！」

　さざなみ亭の扉とびらが開いて、リアンが入ってくる。

「あっれー、カイト達だ。もう帰ってきたんだ？」

　カイトが振り返かえると、手を上げているリアンの後ろから、バートも姿を見せた。

「うん、色々あってね。夕食の買い物でも行ってたの？」

　ティアが腰を上げる。

「そうなんだよー。にいにがいつまで経っても優ゆう柔じゆう不断で決められないから、こんなに遅くなっちゃった」

「お前があれが食べたいこれが食べたいってうるさかったのが原因だろうが」

　答えるリアンの後ろで、バートが渋じゆう面めんを作った。

「えー。だって、どうせだから美味おいしいもの、色々と食べたいでしょ」

「客用の夕食だろうが。お前は食えないぞ」

「でも余った材料を使って、にいに、賄まかない作るじゃん」

「……お前な。賄いから考えて客の夕食の内容決めるやつがどこにいるんだよ」

「…………」

「いい顔して自分を指すんじゃねえ」

　バートから額を叩かれて、リアンは「ひゃいっ」と小さく声を上げて、目を閉じた。

　いつもの兄妹きようだいの会話を聞きながらも、ふと、カイトはあることに気づく。

　バートの両手に、包帯が巻かれていたのだ。

「……それ、どうしたの？」

　カイトが指し摘てきすると、バートは「ん？　ああ、これか」と手を振った。

「さっき新作の料理を試してたら、うっかり包丁で手を切っちまってな。急いで血を止めようとしたら、もう一つの方もやっちまった」

「え、だ、大だい丈じよう夫ぶですか……？」

　心配そうに見つめるナナルに、バートは「大したことねえよ」と少し笑う。

「にいに、たまにこういう失敗するよね。ドジっ子さんだから」

「お前にだけは言われたくねえよ」

　腰に手を当てるリアンに、バートは即そく座ざに言い返した。

「え、あたしってドジしたことあったっけ？」

「俺を前にしてよくそういうこと言えるなお前。根性すげえぞ」

「恐きよう縮しゆくですな」

「恐縮すんな褒ほめてねえから」

　バートから連続して額を叩かれ、リアンは「ひゃひゃひゃひゃひゃい」と小さな声を連続させる。

「ね、ね、新作の料理ってどんなの？」

　興味を惹ひかれたように、ティアがバートに尋たずねた。

「んー。なんつうか、まあ、ある魚を牛の乳で野菜と一いつ緒しよに煮にるんだけどな。ちょっと調味料に変化を加えて――」

　バートは噛かみ砕くだいて、調理法を説明し始める。

「で、最後に、香こう辛しん料りようを加えて出来上がりだ」

「ああ、昨日も入ってたやつだ。バートが作ったの」

　頷うなずくティアに、

「そう。あれは割と万能性があるからな」

　バートがそう答えた。

「……あ」

　そこで、カイトは、はたと気付く。

「あ、ああ……ッ！」

　突然、大声を出したカイトを、全員がぎょっとしたように見てきた。

「どしたの、カイト。お腹なか痛いの？」

　顔を覗のぞき込んでくるティアに、カイトは「あ、ああ、いや、なんでも」と否定する。

「ちょっと分かったことがあったもので」

「お、なんですかな。面白おもしろいことなら教えて欲ほしいですな」

　リアンが迫せまるが、後ろから、バートに首根っこを掴つかまれた。

「いいから、ほら、仕込み始めるぞ。手伝え」

「えええええ、気になるよおおお」

「我が慢まんしろ。味見させてやるから」

「早く行こう、にいに！」

　あっさりと承しよう諾だくしたリアンは、バートと共に台所へと向かう。

　扉が音を立てて、また静けさが戻ってきた。

「カイト、様子が変だったわよ。なにが分かったっていうの？」

　ラミネが再度、訊きいてきたので、カイトはようやく答えることが出来た。

「匂いだよ。……どこで嗅かいだか思い出した」

「え。ど、どこなの？　お兄ちゃん」

　服の裾すそを掴んでくるナナルに、カイトは顎あごを引く。

「――ここでだ」

　一同の間に、ざわめきが起こった。

「さざなみ亭でって、こと？　え、でも、どうして……」

　困こん惑わくしているラミネにカイトは説明する。

「正確に言えば店じゃない。人だ」

　真っ直ぐ、左の扉の向こうを見つめながら、

「バートからしていた匂いだ」

「バートから？　でも、そんな匂い、してたかな」

「香辛料だよ」

　台所とこちら、交こう互ごに視線をやっているティアへと、カイトは告げる。

「バートが料理に使っていた香辛料の匂いだ。あれが襲撃者からもしていた」

「……犯人も同じものを使っていたってこと？」

「違うよ。リアンが言ってたじゃないか。あの香辛料は、バートが作った、世界に一つだけのものだって」

　ティアが目を見開いた。

「ちょ、ちょっと待ってよ。じゃあ、襲撃者はバートだったってわけなの!?」

　大声を出だしたラミネは、カイトが唇くちびるに指を立てて『静かに』と伝えたので、慌てて口を手で塞ふさぐ。

「……そっか。それで手に包帯巻いてたんだ。カイトが攻撃したよね」

　合点がいったというように、ティアが頷いた。

「うん。右の方にだけつけると怪あやしまれるから、左にもしたのかもしれない」

　それだけでは決めつけるに乏とぼしかったが、あの匂いは決定的である。

「食事を一度や二度しただけじゃ、匂いはいつか消える。オレ達がそうだ。だけど、バートはあの店で多分、毎日のように料理をしている。だから服に染みついているんだ」

「で、でも、どうしてバートさんが……」

　信じられない、という風な表情を浮うかべるナナル。

「詳くわしくは分からない。だけど――ひょっとして、彼かれは自分のお店を出す為に貴族連中と契けい約やくしたのかもしれない」

　国王を暗殺する代わりに、資金を提供してくれ、と。

「だけど、いくらなんでもそこまでする？　人を殺すのよ？　それも国王を」

　ラミネは腑に落ちない様子だったが、カイトとしては、分かるところもあった。

「彼は孤こ児じだ。だから、出会ってからずっと一緒に居るリアンは実の妹同然だよ。家族の為になるなら、何でもしたいって気持ちは……オレも同じだ」

　兄と一緒に店を開くのが夢。そう、リアンは言っていた。

「妹さんの願いを叶かなえる為に……？　だけど、そんなの……」

「――ダメだよっ！」

　ラミネより先に、ティアが叫んだ。

「そんなの、絶対にダメ。もしカイトがわたしや他の家族の為にそんなことをしてたら、絶対に止める」

　同意するように、ナナルが深く頷いた。

「……リアンさんだって、きっとそうすると思う。お兄ちゃん……」

　ナナルが何を言いたいかは、最後まで聞かずとも、カイトには分かっている。

「うん。リアンの代わりに、バートを止めよう。ただ、証しよう拠こがないんだ。だから、現場を押さえた方がいい」

「バートが明日も今日みたいに催さい事じを襲おうとしたら……ってことだね」

　承知した、というように、ティアが呟いた。

「……仕方ないわね。子ども達には申し訳ないけど、明日は分かれましょう」

　ラミネが、気持ちよく眠っているであろう、ミミ達の部屋の方角を見つめた。




　次の日。

　子ども達に、仕事で祭りには行けないので、今日は街で遊んでいて欲しいとカイト達は伝えた。

　ミミ、ネネ、リキは少し寂さびしそうではあったが、サアラやイオナから「また街で見ていないところに行こう」と誘さそわれて、元気を取り戻もどし、出発していった。

　名残なごり惜おしい想おもいを振り切るように、子ども達と別れ、カイト達もさざなみ亭を出る。

　――振りをして、近くの物もの陰かげに隠かくれ、入り口を見張った。

　ただし、二人を尾び行こうするのはカイトとナナルの二人だけだ。

　フレッサの護衛をするという仕事を放ほう棄きするわけにはいかない為、ティアとラミネにはそちらへ行ってもらった。双そう方ほうで何らかの動きがあれば、その都度、合流するというやり方だ。

　じっと佇たたずむこと、しばらく。

　やがてさざなみ亭の扉が開いて、バートとリアンが現れた。

　彼らはいつものような掛かけ合いをしながら、どこかへと歩き出す。

　カイトはナナルと頷うなずき合うと、悟さとられないように後をつけ始めた。

　二人が向かったのは、港を通り過ぎた向こう側である。

　市場が開いており、今日の朝獲とれた魚ぎよ介かい類るいや、あちこちの国から仕入れた食材が屋台に並べられていた。

「にいに、今日の夕食はどうするの？」

　兄の隣となりで、リアンが嬉うれしそうに訊く。

「そうだな。昨日と同じってのも芸はないし、パイでも焼いてみるか」

「パイ！　あたし、パイ好き！　大好き！」

「お前の好みで決められてもな。それとも、ピザにするか」

「ピザ！　あたし、ピザ大好き！　で、ピザってなに!?」

「知らねえのかよ……」

　呆あきれるような素そ振ぶりを見せつつ、バートが続けた。

「西の方にある国で出来た料理らしくてな。薄うすい生地の上に赤あか茄な子すやチーズ、調味液をかけて、更さらに色んな具材を載のせたもんだ。この街だと海かい鮮せんがいいだろうな」

「へええええええ」

「……涎よだれを拭ふけ」

　バートからハンカチを渡されて、リアンは「うへへ」と奇き妙みような笑い声を立てながら、口元を拭ぬぐう。

「えー、でも、いいなあ。ピザかあ。ピザ、ピザ、楽しみだなー――わっ」

　突然、リアンが屋台の柱に足を引っかけて転んだ。

　しかしそれを見み越こしていたように、バートは支えて起こす。

「ここは人も物が多いから気を付けろ。下手すると、怪我だけじゃなくて売り物の弁べん償しようをすることになるぞ」

「うひぃ。了りよう解かい」

　敬礼の格好をとろうとしたのか、リアンは右手を伸のばした。しかしその指先が、綺き麗れいに、近くにあった屋台の果実に突つき刺ささる。

「はぎゃ!?　あたしの指から果物が育った!?」

「ああもう、言ってる傍そばから……」

　バートは店主に謝りながら、果実を買い取った。

「にいに、ごめんなさい。本当に気を付けます」

「そうしてもらえると助かる。ほら、これ、料理にも使えないから食え」

　渡された果実をもって、リアンは怪あやしげな笑えみを浮かべる。

「くっくっく、計画通りよ」

「……さっきの料金、払うか？」

「嘘うそですすみませんただのドジです」

　即座に態度を翻ひるがえし、リアンが下げようとした頭を、バートは押さえた。すぐ前にまた同じような柱があったのだ。

「本当に目が離はなせねえな、お前は」

「……ありがと」

　頬ほおを赤らめ、リアンは、バートの腕に自分の手を絡からめた。

「拍ひよう子し抜ぬけするくらい、いつも通りだな……」

　一連の会話と行動を眺ながめていたカイトが零こぼす。

「う、うん。不自然さは、全然ないね」

　ナナルは頷いた。

　とてもではないが、これから国王を襲しゆう撃げきしようとする人間とは思えない。

「やっぱり、なにかの間ま違ちがい……とかなら、いいんだけど……」

　いささか願望を込めるようにして、ナナルが続けた。

「そうだね。それが一番なんだけど」

　ただ、まだはっきりとは分からない。

　引き続き、カイト達は後をつけることにした。

「今日の催事はいつからだっけ」

「昼過ぎだから、もう少しだね……。動きを見せるなら、そろそろかなぁ」

　カイトが確かく認にんを取り、ナナルが答えたその時だった。

「……あれ？　おい、リアン？」

　バートが足を止め、声を上げる。

　仲間内の方へと目をやっていたカイト達は、何事かと視線を戻した。

　すると、先さき程ほどまで兄の横にいた妹の姿がどこにもない。

「おーい！　リアンっ！」

　声を張り上げるバートだったが、返事はなかった。

　どうやらこの人込みで、はぐれてしまったらしい。

「ったく、あいつは……すみません、この辺りで女の子を見ませんでしたか。俺おれの妹なんです」

　近くの人に尋ねたバートだったが、芳かんばしい返事は得られなかった。

「リアン！　おーい！　リアン ッ！」

　口に両手を当てて、叫ぶバート。

　一向に見つからず、段々と顔色が悪くなっていき、汗あせを流し始めた。

「リアン！　リアン、どこだ！」

　いつもの冷静さを失ったまま、バートは人込みをかき分けていく。

「リア ンッ！」

　所かまわず大声を出すその様子に、カイトはナナルと顔を見合わせた。

「ど、どうしよう、お兄ちゃん」

　今にも飛び出していきそうな様子で、ナナルが相談してくる。

「う、うーん。どうするって言われても、今、こっちは彼をつけているわけだし……」
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　のこのこと出て行ったら、何もかもばれてしまいそうだ。

　だが、もし家族が居なくなったらと思うと、カイトにとっても他人ひと事ごとではない。

　それからしばらく、バートは食材を買うのも忘れて、ひたすらリアンを捜さがし続けた。

「……ダメだ。見つからない。どうすりゃ……」

　絶望しきった顔をするバート。

「……。ナナル、催事ってもう始まってるよね」

　ずっと彼を見守っていたカイトは言った。

「え？　う、うん、多分、少し前から……」

　ナナルが空を仰あおいだ。太陽はとっくに中天へと昇り、更に動きを見せている。

「よし――ナナル、行こう」

　カイトは決断した。

「でも……お兄ちゃん、いいの？」

　ナナルの問いかけに、カイトは頷く。

「バートが本当に襲撃の犯人なら、もう向かっている頃ころだよ。妹を捜している暇ひまなんてない。分からないところはあるけど、もしかしたら、オレ達はどこかで勘かん違ちがいしてたのかもしれない」

「……う、うん。確かに、そうだね。バートさんを助けよう、お兄ちゃん」

　ナナルの同意を得たところで、カイトは彼女と共に飛び出した。

「バート！　オレ達もリアンを捜すよ！」

　呼びかけると、バートは驚おどろいたようにこちらを向いた。

「お前ら……どうしてここに？」

「たまたまいたんだよ。ほら、それより、リアン」

　カイトが促うながすと、バートは「そ、そうだな。頼たのんだ！」と頭を下げてくる。

「オレは向こうの方を見てくる。お前らはもう一度、この辺りを捜してくれ」

「わ、分かりました。……それでは」

　承諾したナナルに、バートはもう一度だけ会え釈しやくし、駆かけだしていった。

「それにしても、リアンはどこに行ったんだろう……」

　カイトは辺りを見回した。市場は確かに人でごった返してはいるが、そう広いわけでもない。あれだけ声をかければ返事がありそうなものだが。

「と、とにかく、手分けして――」

　と、ナナルが言いかけた直後。

　遠くの方で、悲鳴が上がった。催事を行っている場所だ。

「……まさか、また襲撃が？」

　思わず、カイトはバートの去った方向を見る。

　だが、ここから会場まではそれなりの時間がかかった。いくら霊素改造人間であったとしても、誰にも悟られずにすぐ辿たどり着つくのは困難だ。

（やっぱり、バートじゃなかったのか……!?）

　解ほどけかけていた糸が、また絡まってしまったかのように感じた。

「で、でも、リアンさんが……どうすればいいんだろう」

　ナナルがオロオロとし始める。

「……仕方ない。バートに事情を話して、一先ずは現場でティア達と合流しよう」

　カイトはそう提案する。リアンも心配だが、求索士トレイズとして頼たのまれた仕事も大事だ。何より、フレッサとオリガルデの命の危険があった。

「事が解決したら、また戻ってくるんだ。それでいこう」

「……そ、そうだね」

　ナナルもこちらの心中を察してくれたのか、素す直なおに賛成してくれる。

　それから、カイトとナナルは急いでバートに追いつくと、訳を話す。

「……そうか。分かった。お前らはお前らの仕事を優先してくれ」

　了りよう承しようしてくれたバートに謝罪の言葉を述べてから、カイト達はとって返すように、催事が行われている会場へと向かった。

　辿り着いた場所では、既に戦せん闘とうが始まっている。

　壇だん上じようには倒れている騎き士し達たちがおり、その中央には、やはり、仮面の襲しゆう撃げき者しや。

　ただ、昨日と違ちがうのは、味方側が全滅ではないということだ。

　オリガルデ王も愚おろかではない。警備の兵を増強していた為、未まだ彼かれ等らは何人か残っていた。また、ティアとラミネも戦闘態勢を取りながら、相手と対たい峙じしている。

「カイト！　来てくれたか！」

　こちらの姿を見たフレッサを始め、ティア、ラミネの顔が輝かがやいた。

「ごめん。少し事情があって遅おくれた！」

　逃にげ出してしまった後なのか、その場には見物客がおらず、カイト達はすぐに彼女の傍に駆けつけることが出来た。

　仮面の襲撃者がこちらを振り向く。相も変わらぬ不気味な面相だった。

　相手は体を屈かがめると、後方へと跳とぶ。

　カイト達はその隙すきに、フレッサ達の前へと滑すべり込んだ。

「騎き士しさん達は王様たちを安全な場所へ避ひ難なんさせて下さい。ここはわたし達が引き受けます！」

　そうティアが告げたが、騎士達は当とう惑わくしたように顔を見合わせる。年若き求索士に全すべてを委ゆだねていいものか、判断しかねているのだろう。

「安心しろ。彼等は実力者だ。わらわが保証する！」

　だがフレッサがそう告げると、

「……すまない。少しだけ頼んだぞ！」

　一番年長者らしき者が声を発し、彼と残った騎士達は、フレッサとオリガルデを取り囲むようにして下がっていった。

「カイト！　無理はするなよ！」

　フレッサから声がかかる。

　彼女はこちらが普ふ通つうの求索士ではないことを知ってはいるが――そういったこととは関係なく、友人として心配してくれたのだろう。

　返事代わりに片手を上げて、カイトは双そう剣けんの刃やいばを抜いた。

「自首しろ……なんて言ったところで、通じないでしょうね」

　ラミネが杖つえの柄えを握にぎる手に力を込める。

　すると、仮面の襲撃者はすっと腕を横へと伸ばした。その手に、動物の皮で出来た手て袋ぶくろが嵌はめられている。甲の部分には、結けつ晶しようが嵌め込まれていた。

（空劫結晶ユニス・マテリア……？）

　カイトが眉まゆを顰ひそめると、襲撃者の掌てのひらが、壇上に立つ柱の一つに触ふれる。

　刹せつ那な――いわく形容し難がたい異音が鳴った。

「え……っ!?」

　ナナルが信じられない事態に体を硬こう直ちよくさせる。カイトも思わず瞠どう目もくした。

　仮面の襲撃者の手に、柱が握られている。

　いや、どちらかというとそれは、乗せている、といった方が正しかった。

　直接的にもぎ取ったのだ。

　頑がん丈じような石材で出来ているはずの、巨きよ大だいな柱を。

　まるで――枝でも、へし折るかのように。

　そのまま、相手は柱を肩かたに担ぎ、こちらに向かってきた。

「うわっ!?」

　勢い良く振り下ろされる石の塊かたまりを、カイトはかろうじて避よける。轟ごう音おんと共に壇上が派手に陥かん没ぼつした。

「な、なんて怪かい力りきなの……!?」

　ラミネが慄おののく。

「……あれだけの霊素を全て身体能力に振ったのか」

　無む茶ちや苦く茶ちやなことをする、とカイトは歯噛みした。その証拠に、襲撃者の体からは昨日と同じで霊素が立ち上っている。

　刹那、ティアが、背後から槍やりを持って飛びかかった。あの得物の大きさでは攻こう撃げきの動作にどうしても隙が出来ると見ての判断だろう。

　だが、襲撃者の反応は驚くほど速かった。風の如ごとき速度で振り返ると、ティアの槍を柱で受け止め、同時に反撃する。

　残像でも刻む勢いで次々と繰くり出される重い一撃に、ティアは防戦一方となった。

「翠みどりの意志よ。我わが名に従い、邪よこしまなる者を打うち払はらう牙きばとなれ！」

　ラミネが巫術メデイアを打ち出した。空気を切きり裂さく衝しよう撃げき波はが相手に牙きばを剥むく。

　ただ、それもまた無残にも散った。襲撃者が柱を盾たてにして防いだのだ。

　カイトはティアと協力しながら、相手を前後から挟はさみ撃ちにした。

　それでも、倒せない。柱を振り回しながら両方一緒に凌しのぎつつ、同時に攻撃すらしてくる始末だ。

　カイトの剣けんが弾はじかれ、返す手で襲撃者がティアの体に柱を突き入れる。

「お姉ちゃん……ッ！」

　吹ふき飛んだティアに、ナナルが急いで駆け寄よった。ナイフを翳かざし、怪我を癒いやしていく。幸い、咄とつ嗟さに防ぼう御ぎよしたようで傷はそう重いものでなさそうだ。

「な、なんて強さなのよ……」

　ラミネが悔くやしげに歯を噛み締めた。

（だけど――気になる。どうして昨日と攻撃方法が違うんだ）

　胸の内に疑念が湧わき、カイトは警けい戒かいしつつも思考する。

　鎌かまと柱という武器だけではない。肉体を使ったものと巫術を利用したもの。どうにも食い違う。

　加えて言えば、戦っている人間の細かな動きにも違和感があった。

　その者特有に存在している、固有の流れ――いわゆる癖くせともいうべきものが昨日に比べて明らかに違う。

　しかし、悠ゆう長ちように探っている暇ひまはなさそうだった。

　突とつ然ぜん、襲撃者は足を振り上げると、勢いよく壇上に下ろす。

　床ゆかが派手な音を立てて破れ、それだけでは留とどまらず、下にある石いし畳だたみまで派手に砕くだけ散った。

　砂すな煙けむりと共に、空中に幾いくつもの瓦が礫れきが噴ふき上がる。

　相手は柱を両手で持つと、腰こしを捻ひねった。

「……まさか」

　カイトの嫌いやな予感は、的中する。

　襲撃者は、瓦礫の一つを、思い切り柱でこちらに向けて打ったのだ。

「ちょ、ま、待って！　そんなのありっ!?　――きゃあ！」

　慌あわててラミネが這はい蹲つくばると、彼女の頭上を瓦礫が凄すさまじい速さで通り過ぎていった。すぐ後ろにある建物に当たり、粉々に砕け散る。

　それを皮切りに、襲撃者は次々と瓦礫を柱で打ち、こちらへと放ってきた。

　まるで石の雨が横よこ殴なぐりに降るかの如く、瓦礫が次々と迫せまってくる。

　とてもではないが、攻撃を仕し掛かけるどころではない。カイト達たちは頭を抱かかえて場に伏ふせた。

「うわー。すごいねこれ。霊素をこういう風に使うなんて考えもしなかった」

　ティアが傍に居たナナルを引き寄せ、庇かばうようにしながら、上うわ目め遣づかいに惨さん状じようを見て感想を述べる。

「呑のん気きなこと言ってる場合じゃないわよ！　どうするのよ、これ！」

　悲痛な声を上げるラミネ。

「確かにどうしようもないな……ああ、もう」

　どうしてこう、霊素改造人間は無茶苦茶なんだ。自分を棚たなに上げて、カイトはそう思った。

「仕方ない。行くぞ！」

　ほんのわずか、石いし礫つぶて――というにはいささか大き過ぎる気もするが――の群れが途と切ぎれた時を見計らって、カイトは体を起こした。

　抑おさえつけていた霊素を解放させ、己おのれの得物に嵌め込こまれた空劫結晶へと注ぎ込む。

　以前なら、カイトの持つ尋じん常じようならざる霊素量に耐たえ切れず、ここで空劫結晶が砕け散ったはずだ。

　しかし、今持っている幻器クラフトは違う。つい最近手に入れた、伝説の職人によって鍛きたえ上げられた特別な品だ。

　これならば今までと違って、真の力を発揮させることが出来る。

「気を付けろよ。――ただじゃ済まないぞ！」

　言って、カイトは、左右から刃を交差させた。

　世界そのものを切り裂くような軌き跡せきが、爆ばく発はつ的てきな力を生み出し、瞬時に相手を呑のみ込もうとする。

　仮面の襲撃者は目の前で起こった現象を受け止めきれないのか、一いつ瞬しゆん、棒立ちになったが――すぐに右へ転がった。

　直後、何なん千ぜん匹びきという獣けものの咆ほう哮こうにも似た音と共に、真っ白い長大な光が真まっ直すぐに空間を貫つらぬく。

　一瞬後、そこにあったのは、闇やみが覗くほど深々と抉えぐれた、石畳だった。

　そのすぐ横には、地に膝ひざをついた襲撃者の姿がある。どうやら完全にはかわしきれなかったらしい。

「す……すごいわね、さすがに。これがカイトの本気なの」

　猫ねこを思わせる耳を、ぴんと立てたままで、ラミネが目を瞬しばたたかせた。

「いや、そうでもないよ。全部出すと、この首都自体がどうなるか分からないしね」

　それでも相手が普通の人間であれば、たとえ直撃でなくとも無事ではいられないだろう。ただ、相手は霊素改造人間だ。霊素で防御すれば、そう重傷にはならないはずである。

　その証拠に、仮面の襲撃者は服がボロボロになっているものの、未いまだに生きていた。

　尤もつとも微び動どうだにしないところを見ると、戦うだけの余よ裕ゆうはないようだが。

「……ひとまず捕ほ縛ばくしましょうか。お、大人しくしててよね」

　ラミネが言って、じりじりと近付いていった。

　手を伸ばし、相手の体を拘こう束そくしようとする。

　――直後、襲撃者は逆に、ラミネの服を掴んだ。

「ダメ！」

　だがそこにティアが槍を投とう擲てきしたので、慌てたように相手はラミネを放して退たい避ひした。

　そのまま踵きびすを返すと、逃げ出して行く。

「まだ動けたのか……。追おう！」

　カイトは皆みんなに呼びかけてから、走り始めた。

　襲撃者はこちらに背を向けながらも、足で地面を砕き、瓦礫を抱えてはこちらに投げてくる。

「ひゃっ！　あ、危ないよ……っ！」

　ナナルが頭を下げたままで、必死に自分を庇った。

　さすがに先ほどとは違って、手に持てる程度なので、かろうじて対処は出来る。ナナルの前に来るものは、カイトが剣けんで砕いていった。

　ティアもラミネも、槍や杖つえを使って弾いていく。

　ただその一方で、一向に距きよ離りが縮まらないのも事実だった。

　どうするべきか、とカイトが考えていると、

「アウロ！　来て！」

　ティアが幻げん獣じゆうを呼び出し、命じた。

　甲かん高だかい鳴き声と共に稲光が走り、それは雷らい撃げきとなって、襲撃者の前方へと立て続けに降り注ぐ。

　突然の出来事に、相手はつい、足を止めてしまった。

「――今だっ！」

　カイトとティアは一緒に飛び出すと、襲撃者を押さえ込もうとする。

　その寸前、相手は避けようとして方向を変えた。

　作戦は失敗に終わってしまったのかと思ったその時。

「ひゃいっ！」

　奇き妙みような声が上がった。

　襲撃者の口から発せられたと分かったのは、相手がその場で派手に転んだからである。

　どうやら、足で外がい套とうを踏ふんづけてしまったらしい。

　両手を上げた情けない格好のまま、襲撃者は地面に突っ伏した。

　まさかの展開に、カイトとティアは上体を起こしつつ、顔を見合わせたものだ。

「あいたたた……。うう。しまった。あれだけ気を付けろって言われてたのになぁ」

　襲撃者は仮面を摩さすりながら、場に座すわり込む。

「……ちょっと待って」

「ど、どうして、そんな……」

　ラミネとナナルが困惑したような様子を示した。

　それもそのはずだ。

　二人はいわんや、カイトやティアも、襲撃者の声に馴な染じみがあったのだ。

「君、もしかして……」

　カイトが言って、ティアが続いた。

「――リアン？」

　びくり、と相手の体が竦すくんだ。

「な、な、なんのことかなぁ？　さっぱりもって分からないよん？」

　襲撃者はしきりに首を傾かしげながら、口笛を吹ふいて否定したが、既すでにもう誤ご魔ま化かしようはなかった。

　どう考えても、目の前の相手は、さざなみ亭ていで働くバートの妹――リアンだった。

「……やっぱりダメですか。そーですね。そりゃそうだよ、うん」

　諦あきらめたのか、襲撃者は仮面に手をかけて、それを外す。

　こちらを振り返かえった顔は、やはり、リアンだった。

　いつもの彼女より背が高いのは、靴に細工でもして身長を伸ばしているのだろう。

「どうも。こんなところで会うなんて、奇き遇ぐうですね……」

　この上なく気まずそうな顔で、リアンはこちらから目を逸そらす。

「どういうことなの？　リアン。あなたが国王を襲った犯人だったの？」

　ティアが問い質ただすが、彼かの女じよは無言のまま答えなかった。

「どうして、こんなことをしたの。なにか理由があるの？　もしかして、バートを助ける為ためだとか？」

　そう、ラミネが尋たずねると、リアンは今度、顔そのものを背そむけてくる。

「……どうすればいいのかな」

　ナナルが困ったように眉まゆ根ねを寄せた。恐おそらく、ティア達も気持ちは同じはずである。ただ、

「そうか……」

　カイトはそこで全てを悟さとった。リアンに向かって問いかける。

「リアン、君以外にもいるんだね？」

　するとリアンが、はっとしたようにこちらを見た。
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「どういうこと？　カイト」

　小首を傾かしげたティアに答える代わりに、カイトは大声を張り上げる。

「いるんだろ。――バート！」

　しばらく、静せい寂じやくの時が訪れた。

　だが、やがて、

「……やれやれ。全部お見通しってわけか」

　聞き覚えのある声が後ろで発せられたので、カイト達は振り返る。

　果たして、そこにいたのは――。

　カイトの予想通り、バートだった。彼もまた、黒衣を身に着け、片手に仮面を持っている。

「あ、ああ、そっか！　二人のどちらかが襲撃者なんじゃなくて、どっちもそうだったのね！」

　合点がいったように、ラミネが手を打つ。

「オレ達が尾つけているのが分かったから、一ひと芝しば居い打って、今回はリアンの方に任せたんだろう？」

「ま、そういうことだな」

　カイトに向かって、バートは気まずそうに頭を掻かいた。

「しかし、参ったぜ。まさか俺達に対抗できる奴やつがこの街に来てたとは」

　バートは顔を顰しかめながら、乱雑に頭を掻いた。

「カイト、お前、もしかして昔【竜を喰らう者】にいたのか？」

「……バートとリアンこそ」

　カイトには、全く覚えが無かった。とはいえ、あの組織には子どもと大人を合わせて何十という人間が居たのだ。顔を合わせていない者がいてもおかしくはなかった。

「ああ。といっても、リアンの方は実験が途と中ちゆうだったけどな。俺の方は……完全じゃないとはいえ、ある程度までは成功してた」

「じゃあ……オレが組織を崩ほう壊かいさせた後で、二人は出会ったのか」

「え、お前がやったのか!?　あれを!?　一人で!?　……そうだったのか。こっちとしては、一体、なにが起こったのかと思ってたが。すげえな、お前」

「いきなり大人たちが大おお騒さわぎして逃げていくから、何事かと思って建物の外に出たら、どっかーんだもんね。びっくりしたよ」

　リアンが当時のことを反はん芻すうするようにして、述べた。

「……ねえ、どういうことなの。二人で国王様を暗殺しようとしたの？」

　そう言ったティアの口調には、責める響ひびきがなかった。真実を確かめたいという想いの方が、まだ強いのだろう。

「ああ。まあ、なんつうか。……そういうことには、なってるな」

　バートはバツが悪そうに答えた。

「ど、どうしてなんですか。国王様が嫌きらいな貴族の人に、お金をもらう為ですか……？　で、でも、そんなの、そんなの……！」

　両手を握り締しめながら、顔を伏せるナナル。

「……わたしが言うことではないかもしれないですけど、そんなの、おかしいです……」

　バートとリアンは視線を交わし合い、再度、こちらを見た。どう返していいか分からない。そんな風にも見えたが、

「待って、ナナル。さっきの言い方、ちょっとおかしいよ」

　ティアが指し摘てきした。

「そういうことにはなってるって、どういうこと？　自分達がやったことでしょ？　わたしには、そういう風に見せておきたいってことに聞こえたよ」

「……お前、意外に鋭するどいな」

　驚いたように、バートは目を何度か瞬かせる。

「どうも、ただの襲撃事件じゃなさそうね。なにか事情があるんじゃないの？」

　ラミネが尋ねると、リアンは立ち上がると兄を見て、

「ねえ、にいに。こうして正体がばれちゃった以上、ちゃんと説明した方がいいんじゃないかなぁ」

「いや、でもお前、あれは一応内密にって……」

「でもさ、このままカイト達が素直に帰ってくれるとも思えないよ。下手すれば、さざなみ亭に居られなくなるかもしれないし。そんなの、ヤでしょ？」

「うっ……」

　リアンに正せい鵠こくを射た発言をされたせいで、珍めずらしくバートの方が押おされた。

「……ま、そりゃそうか。こいつらなら、あちこち吹ふい聴ちようして回らないとは思うし」

「なになに？　もし秘密にしなきゃいけないことがあるなら、黙だまってるよ」

　ティアが唇くちびるに指を立てると、ナナルやラミネも頷く。無論、カイトとて同じ想いである。

「ああ、そうしてもらえると助かるんだが。どこから話せばいいかな――」

　腕を組みながら思い悩なやんでいた様子のバートは、やがて口を開いた。

「【竜を喰らう者】って組織のことは、カイト以外の奴やつ等らも知ってんだよな？」

　ティア達は首しゆ肯こうする。

「そうか。なら、いい。そこは省こう。まずは俺もさっき初めて聞いて、度ど肝ぎもを抜かれたんだが――カイトによって【竜を喰らう者】が壊かい滅めつ状態に陥った後、俺は行く当てもなく、その辺を歩いていた」

　この先どうすればいいのか、そんなことすら見当もつかず、かといって他にやるべきこともない為、バートはただひたすらに進み続けた。

「その過程で俺は、同じような憂うき目に遭あっていたリアンと出会った」

　リアンは、道みち端ばたでお腹なかを押さえたまま、うずくまっていたそうだ。

「最初俺は、傷でも負って動けなくなっているんだと思ったんだが……」

　事実は全く違っていた。

「単にお腹減ってたんだよねー、あたし」

　リアンの発言に、カイトはその場で崩くずれ落ちそうになる。

「……まあ、あなたらしいと言えば、あなたらしいわね」

　尤もだ。カイトはラミネの言葉に同意した。

「そういや、わたしもお腹減ったなぁ」

「……お姉ちゃん、クッキーあげる」

　ぼやいたティアは、ナナルからお菓か子しをもらって、「ありがとー！」と幸せの絶頂にあるような表情を浮うかべる。……こちらも似たようなものかもしれない、とカイトは思った。

「で、だ。まあ、色々あって、俺はリアンと一いつ緒しよに居るようになった。だが、二人になったところでガキの身じゃ何をすることも出来ねえ。街で恵めぐみを望んだところで、このご時世、うるさそうに撥はねのけられるだけだった」

　バートが話を再開させる。

「ひもじいのと情けないのとで、俺はもう、正直、ここで終わっちまうものだと思ってた。でも、神ってのが本当にいるんだとすれば、あそこで気まぐれに手を差し伸のべてきたんだろうな」

　二人は、ある時、ある場所で、ある人物と出会った。

「その人のおかげで、俺とリアンは命を救われたんだ」

　昨日、バートは『縁えんがあって、とある人の家に居い候そうろうしてた』と言っていた。ある人物とは、その人のことだろう。

「一体、どなたなんですか……？」

　兄妹きようだいの窮きゆう地ちを我が事のように沈ちん痛つうな面持ちで聞いていたナナルは、ほっとしたように尋ねた。

　バートは少しだけ黙り込んだが、やがて、少しだけ笑って答える。

「――オリガルデ様さ」

　一瞬、誰のことか、カイトには分からなかった。

　しかし、

「え……ええ!?　オリガルデって……ナヴァイアの国王様のこと!?」

　ラミネの上うわ擦ずった声で、ようやく記き憶おくに繋つながる。

「うん、そうだよ。オリガルデ様。狩かりに来ていた先で、行き倒だおれてたあたしとにいにを助けてくれたの！」

　言って、リオンは天真爛らん漫まんな笑え顔がおを見せた。

「へえー。王様、良い人だねえ」

　感心したように、ティアが相あい槌づちを打つ。

「良い人っていうか……ありえないよね」

　相手は一国の王だ。孤こ児じの一人や二人がどうなろうと、関わる必要はないと思うのが通常だろう。

「変わった人なんだよ、あの人は」

「でも、あたし、大好きだよ」

　苦く笑しよう交じりにバートが零こぼすと、リオンは心底そう思っているように告げる。

「まあ、俺おれも感謝してるよ。助けてくれた上、自分の城に上げて、手厚く介かい護ごしてくれたんだからな」

　しかも、それだけじゃない。バートは続けた。

「俺達の事情を聞くと、オリガルデ様はこう申し出てくれた。――行くところがないのなら、この城で暮らしてみないか、とな」

「すごい……すごいです、国王様」

　感動したのか、ナナルは拍はく手しゆを始める。

「……ううん。良い人通り越して、裏があるんじゃないかなんて、ちょっと疑ってしまうくらいね」

　ラミネが複雑な顔をした。

「俺もそう思ったんだけどな。まあ、ここを出ても死ぬだけだし、別にいいかと思って受けたんだ。妹の方は、すっかりその気だったしな」

「だって、すっごい綺き麗れいなところだったんだよ、ナヴァイアのお城って。こんなところで生活できるなんて、そんなの逃のがすわけないじゃん！」

「うん、そうだよね。わたしだって同じことする！」

　力説するリアンに、ティアが頷うなずいた。姉妹かと思うくらいに、気が合っている。

「で――それから、数年だ。俺達は、城で暮らした」

　まさしく不幸中の幸いというべきか。バートとリアンは、平均以上の霊素を体に宿していた。それを活いかし、訓練を経て、大きくなった頃には、王の護衛役となったのである。

　素す性じようの知れない子ども達を、よりにもよって王の傍そばに置くなど以もつての外だ。そんな意見もあったそうだ。しかし、オリガルデはその全てを強ごう引いんに振ふり切った。

「オリガルデ様にはお妃きさき様さまはいたが、早くに亡くしてしまい、後あと継つぎがいなかった。そのせいかもしれないな。俺達を、本当の子どものように可愛かわいがってくれたんだ」

　そしてバートやリアンもまた、オリガルデを実の親のように慕したったという。

「オリガルデ様はね、遠えん征せいする時にはあたしやにいにを必ず連れていってくれたんだ。おかげで、いろんな国を見ることが出来たんだよ」

　かつてを懐なつかしむように、リアンは目を細めた。バートは頷き、

「あの人のおかげで、俺達は普通なら絶対に経験できないことをさせてもらった。命の恩人ってだけじゃない。今の俺達があるのは、何から何まで、オリガルデ様のおかげなんだ」

　しかし、数年前、バートとリアンは城を出ることとなった。

「独り立ちしようってことになったんだ。オリガルデ様にはずっとこのまま城に居て欲ほしいって引き留められたけど、断った」

「……どうして、ですか？」

　ナナルの疑問も尤もだ。ずっと王の護衛役として居れば、食うに困らぬ人生を送れたことだろう。

「ま、そろそろ俺達も年とし頃ごろになって、世の中がオリガルデ様みたいな善人だけじゃないってことに気づいたってことが大きなところだ」

　バートの言葉に、カイトは、ああ、と力無く頷いた。

　世の中には、気づかないだけで、優やさしさが満ちている。

　カイトは、ティア達に出会ってそう思うことが出来た。

　しかし同時にそれは、気づこうとしなければ、そうでないものに溢あふれていて見えなくなってしまっている、ということでもある。

「貴族でもない奴が王様の傍そばにいるのが気に入らないって連中が、少なからずいた。なんでちょっと居づらくなってな。いっそのこと、街で暮らすことにしたんだよ」

「でね、にいには護衛役をしながら、お城の厨ちゆう房ぼうにしょっちゅう行って、色々と料理を教わってたんだよ。だから、どこかのお店で働こうってことになったの」

　リアンがバートを見た。

「たまたま、気の良い料理人がいてな。試しにやってみるかって包丁を貸してもらったら、案外面白おもしろかったし、味も褒ほめられたんで、これで生きていくのもいいかって思ったんだよ」

「へえ、ちょっとやっただけでそうなるなんて、すごい才能だね」

　素直に感心するティアに、バートは「そうでもないけどよ」とぶっきらぼうに返す。恥はずかしがっているようだ。

「それから街で店を探して、たまたま見つけたのが、さざなみ亭だったってことだ。親のいない俺達に、女将おかみさんは親身になってくれ、働かせてくれただけじゃなく、住むところまで用意してくれた」

　まるで、それまでの不運の埋うめ合わせをするような、幸福の連続だった。

　ほんの少しのきっかけで、絶望は希望へと変わることがある。

　カイトだけでなく、ここにも、それを実証した者達がいたようだ。

「……あら。じゃあ、もしかして、さざなみ亭を王様が勧すすめたのって？」

　なにかを悟ったように、ラミネが小首を傾げた。

「ああ、そうだ」バートは微かすかに笑えみを浮かべる。「城を出たけど、オリガルデ様とはまだ交流がある。時々、手紙のやりとりをしてるんでな。それで教えたんだろう」

　そういうことだったのか、と、ようやくここにきてカイトは合点がいく。

「……ま、そんなわけで、俺達はオリガルデ様と関係がある。で、だ。前置きが長くなっちまったが、肝かん心じんなのはここからだ」

　バートは手を伸のばして、リアンの頭の上に乗せた。

「少し前のことだ。いきなり俺おれとリアンに書状が届いた。オリガルデ様が、城に来て欲しいってな」

「オリガルデ様はね、あたしとにいにがさざなみ亭で働き始めてから、そんなこと言わなかったんだよ。だから、びっくりしちゃったんだ」

　リアンはバートの手を握りながら言う。

「更さらに驚おどろいたのが、謁えつ見けんの間でオリガルデ様が俺達に言ったことだ」

　一いつ旦たん、言葉を切ってから、バートは続けた。

「――今度開かれる建国祭で、自分を襲ってくれないかってな」

「え……王様が、自分で言ったの!?」

　ティアがくりくりとした目を更に大きくした。

「……そりゃ、確かにびっくりするわよね。どういう意図があるのよ？」

　呆あつ気けにとられた様子のラミネが、腕を組んだ。

「お前達、今回はただの家族旅行でこの街に来たわけじゃないよな」

　答える前に、バートが確かく認にんをとってきた。

「うん、まあね。実を言うと、フレッサ――皇王様を陰で護衛する役目を持ってるんだ」

　カイトが告げると、バートは「ふん、そんなとこだと思ったが」と呟き、

「なんであの皇王とお前達の間に繋つながりがあるのかはこの際、置いておこう。俺達だって似たようなもんだしな。でも、だったら、オリガルデ様に反感を持ってる奴らがいることは知ってるか？」

「は、はい。皇王様から聞きました。だから、今回の建国祭の催さい事じを行っている最中に、刺し客かくを差し向けるんじゃないかって」

　ナナルは頷いた。

「そりゃ本当だ。というか、そういう話が出ていたことは本当だ……って方が正しいか。オリガルデ様がある筋から手に入れた情報らしい」

　もしかすればナヴァイアにも【影の目ザガード】のような存在があるのかもしれない。バートの話を聞いていて、カイトは思った。

「だから、オリガルデ様は先手を打った。奴らが動くより先に、こっちから動いてやろうってな」

「それで、あたし達に頼たのんできたんだよ。誰かが放った刺客の『振り』をしてもらえないかって」

　リアンがバートの話に続くと、ティアは「え、なんで？」と眉み間けんに皺しわを寄せる。

「そんなことして、なにか意味があるの？」

「……そうか。そういうことか」

　カイトは行き着くところを知り、独りごちた。しかし、本当にそうであるならば、かなり大だい胆たんな手だ。

「え、カイト、分かったの!?　教えて教えて教えて！」

　こちらの服を掴つかんでせがんでくるティア。ナナルも気になるようで、熱い眼まな差ざしを送ってくる。

「わ、分かったよ。つまりね、二人を牽けん制せい役やくにしたんだよ。自分がする前に、他人が同じ行動を起こしたら、誰だって動向を見守るだろう？　加えて、バートもリアンもすごい力の持ち主だ」

「……そっか。あれだけの実力者を刺客に持っているのなら、今回失敗しても、またの機会を狙ねらうに違ちがいない。それが成功すれば、便乗すればいいって考えるわね」

　ラミネも悟ったらしく、カイトの後を継ぐ。

「うん。加えて、バートやリアンみたいな人ですら上手うまくいかないんだから、自分達の手持ちの人間なんて役に立つわけがない……とも思うだろ？」

　結果的に、敵はありもしない同志のことを気にするあまり、考えを実行に移せなくなるというわけだ。

「まあ、大体、そんなとこだ」バートは肯こう定ていしてから、「その間に、オリガルデ様は手を尽つくして、不ふ穏おんな考えを持つ貴族連中を全員あぶりだすつもりなんだとさ」

「へええ。オリガルデ様って、頭良いんだねえ」

　ティアが感かん嘆たんの息をついた。

「ああ。俺達も聞いた時は、なんつう手を打つんだと思ったよ」

「でもさ、それが出来るのはあたし達しかいないって言われて、じゃあ受けるしかないよねって、にいにと決めたんだよ」

　ね、と同意を求めるリアンに、バートは肩を竦すくめる。

「とまあ、それが事の真実だ。悪いな。お前らには迷めい惑わくかける形になっちまって」

　バートが、深々と頭を下げてきた。

「正体を明かすわけにもいかないから、昨日も相手するしかなかったんだよ。最初はある程度、手加減してたんだけどな。まさか、カイトまで俺達と同じような力を持っているとは思わなかったから、全力を出だすしかなかった」

「それはこっちの台詞せりふだよ。……でも、良かった」

　カイトは胸を撫なで下おろす。

「バートがリアンの為に国王様を襲ったのなら、どうしようかと思ってたよ」

「あたしのため？　なんで？」

　きょとんとしたリアンに、カイトは自分たちの考察を話した。

　すると、バートが思わずといった感じで噴ふき出す。

「なるほどな。でも、そんな馬ば鹿かなことしねえよ」

「……だよね」

「ああ。そんなもんで手に入れた金を使ったら、なにより、こいつに滅め茶ちや苦く茶ちや叱しかられる」

　バートは乱雑に妹の頭を撫でた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。にいにはそんなことしなくても、いつかお店開けるよ」

　何の保証もないというのに、強い確信を抱いだいた口調で、リアンは告げる。

「……ん、そうだな。それまでは、さざなみ亭で地道に稼かせぐさ」

　バートもまた、自分達の未来がはっきりと見えているかのように、口元を緩ゆるめた。

「へへ。……バートとリアンって、仲良いね。もう、本当の兄妹きようだいだね」

　ティアが、自分のことであるかのように嬉うれしそうに二人に伝える。

「なに言ってんだ。お前らには負けるよ」

「そうだよ。皆、仲良しじゃん」

　だがバートとリアンからそれぞれ言われて、ティアはこちらを見た。

「……だってさ、カイト」

　カイトは、ティア、ラミネ、ナナルへと順番に視線を送った後で、

「当たり前だよ。だって……家族だからね」

　心からの気持ちを、述べた。

　わずかな沈ちん黙もく。

　不意に、誰とはいわずに、笑い声が漏もれた。

　それは一人、また一人と繋がっていき、やがて大きなものとなる。

　静せい寂じやくの街に、温かさが、染み渡わたっていった。







最終章…帰るべき場所







　三日目の朝。

　いよいよ、ナヴァイアの国とも別れを告げる時が来た。

　さざなみ亭の前に立つカイト達を、バートにリアン、それに女将が見送ってくれる。

「本当に、ありがとうございました。またこの街に来た時には、寄って下さいね」

　丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをする女将に、ミミとネネが「うん！」と深く頷いた。

「お前らには色んな意味で世話になったな。……おい、リアン」

　バートが声をかけると、リアンは「はーい」と返事をして、

「ミミちゃん、ネネちゃん、リキくん。これ、どうぞ」

　しゃがみこむと、三人の子ども達に何かを差し出した。

　クッキーやパイ、タルトなどが沢たく山さん入った袋ふくろだ。きちんと三人分ある。

「えー！　なにこれ！　ミミの!?」「ネネのネネの!?」「すげー！」

　袋の中身を覗のぞき込んだ子ども達が歓かん声せいを上げた。

「……いいの？　こんなことしてもらって」

　ラミネが申し訳なさそうにしていると、リアンは首を縦に振る。

「気にしないでね！　お礼の意味もあるから。全部、にいにが作ったんだよ。美味おいしいよ」

　ミミは、早さつ速そく、クッキーを取り出すと齧かじり付いた。

「んんん！　おいしいっ！」

　それを見たネネも同じものを口の中に放り込み、「おいしぃー！」と至福の表情を浮かべる。

「こら、お行ぎよう儀ぎが悪いわよ。こんなところで食べるんじゃないの」

　ラミネが二人を叱しかると、ティアも腰こしに手を当てた。

「そうだよ！　いけないんだからね！　わたしにも下さい！」

「説得力のない説教やめなさいな……」

　額に手を当てるラミネだったが、ティアは一いつ切さい気にせず、ネネから一枚もらって食べている。

「バート兄ちゃん、ほんと、料理上手いよな！」

　リキは手にタルトを持ちながら、

「顔こわいのに、やるじゃんっ！」

「はははは、ありがとうなこの野や郎ろう」

　笑顔のまま、バートはリキの髪かみを手でぐしゃぐしゃにした。

「そうだよ、うちのにいには、顔怖こわいけど料理上手いんだよ。顔怖いけど、整理整せい頓とんきちんとやるし、顔怖いけど、早寝早起きだし！」

「お前は顔怖くないけど全部出来ないよな」

　嬉しそうに言っていたリアンは、バートから首根っこを掴まれて、「へにゃっ！」と奇き妙みような声を上げた。

「ご、ごめんなさい、うちのリキが……」

　謝あやまるナナルに、リアンは「いいよ、いいよ」と明るく返してから、

「はいこれ、ナナルにもね。後、イオナとサアラにも！」

　ミミ達たちと同じように、それぞれにお菓子の入った袋を渡した。すると、

「後、これ、この地方で獲とれる魚を干ひ物ものにしたもんだ。家に帰ったら食ってくれ。軽く炙あぶれば美味うまい」

　バートも別の袋を、ラミネに差し出す。

「あらら。なんか、沢たく山さんお土産もらっちゃったわね。ありがとう。なにかお返ししたいんだけど……どうしようかしら」

　ラミネが困っていると、

「では、これを」

　サアラが、一冊の本をバートに渡した。

「皇都で売っていたもので、世界中の料理について書かれています。ワタシが読み終えた後のものですみませんが」

「お、いいのか？　これは面白そうだな」

　ページをめくりながら、バートは興味を惹ひかれたような表情を見せる。

「どうしてそんなもの持ってたの？　サアラ」

　イオナが不思議そうにしていると、サアラが眼鏡めがねの蔓つるを押し上げた。

「そろそろワタシも料理を覚えようと思っていまして、その参考になればと」

「おいおい、じゃあ、これもらっちゃ悪いんじゃないのか？」

　返そうとしたバートの手を、サアラは押し止とどめる。

「いえ、ワタシ、一度読んだ本の内容は全すべて覚えていますので」

「……すげえな、お前のとこの子」

　感心したというよりは、少し呆気にとられたように、バートがカイトの方を見てきた。

「そうだろう。そうだろう!?　うちのサアラは本当に頭が良いんだ。将来が楽しみとはこのことだね。きっと歴史に名を残す学者になれるよ。あるいは知識豊富な求索士トレイズとなって引っ張りだこになるかもしれない。もしくはどこかの偉えらい人が才能を見み初そめて勧かん誘ゆうしに来たり、いや、待てよ、こういうことも考えられるな、つまり――」

「カイト兄、もういいです」

　背せ伸のびしてきたサアラに口を塞ふさがれたが、カイトは「もがが、もがががが！」と尚なおも喋しやべりつづける。

「……お前のとこの兄貴も本当、色々とすごいな」

　しみじみと言ったバートに、イオナは「もう慣れましたけどね……」と苦笑交じりに返した。

「じゃ、ま、いつまでも引き留めてても仕方ねえな。そろそろ出発なんだろ？」

　バートに言われて、ラミネから貸してもらった干物をしげしげと眺ながめていたティアが、

「ん？　あ、そういえば、そうだね。それじゃ、いこうか」

　全員を振り返ると、呼びかけてきた。

「うん、そうしよう。……会えて良かったよ、バート、リアン」

　カイトが手を差し伸べると、二人はそれぞれ、握にぎり返してくる。

「こっちこそだよ！　絶対、絶対にまた会おうね！」

「……ま、気が向いたらでいいからよ。お前達とはまた会いたいからな」

　声をかけてくるバートとリアンに、カイトは「こっちこそ」と応こたえた。

「リアン、バート、ばいばーい！」「ばいばいー！」「じゃなー！」

　三人の子ども達が手を振り、カイト達は頭を下げた後で、バート達に背中を向けて歩き出す。

　これからフレッサが待つ馬車の列へと向かわなければならなかった。

「――あ、カイト！　ちょっと待って！」

　しかしそこで、背後から呼び止められてカイトは足を止め、振り返る。

　リアンが小走りで駆かけてくるところだった。

　しかし彼女はその途中で蹴け躓つまずき、転びそうになる。

　慌あわてて助けようとしたカイトだったが、その前に音もなく、バートが彼女の前に滑すべり込こむと、背中で受け止めた。

「……相変わらず見事だね」

「ふふふ、まあね」

「お前が自じ慢まんするな」

　兄の背中で得意げになるリアンを、バートが横目で睨にらむ。

「あのね、カイト、伝えておかなきゃいけないことがあって。でも、ミミちゃん達とか女将さんがいるとまずいかなって」

「……ん？　どうしたの？」

　カイトは後ろを向くと、ティア達に「先に行ってて」と合図した。

「うん。えっと、どういえばいいのかな……。ほら、あたしはともかく、にいにはカイトと同じで、すごく大量の霊素マリアスを使えるでしょ？　でもそうしたら、問題が起きるよね」

　なにを言いたいのか、カイトは察する。空劫結晶ユニス・マテリアの耐たい久きゆう力りよくのことだろう。

「ああ、そうだね。オレ達は、普ふ通つうの幻器クラフトを扱あつかえない」

「そうなんだよ。でも、にいには戦いの時、鎌かまを使って巫術メデイアを操あやつってたよね」

　そういえばそうだ。あの時は攻こう撃げきを凌しのぐことで必死だったが、よく考えればおかしい。

「実はな。俺もちょっと前までは、扱えることは扱えるが、単純な破は壊かい目的にしか霊素を発動出来なかったんだ。力も半分以下だったしな」

　つまり、デュー――以前の依い頼らいで出会った職人から、特別な幻器をもらうより以前のカイトと、同じようなものだということだろう。

　バートの話を聞きながら、カイトはそう結論づける。

「でもある日、知らない女がこの街にやってきて、俺に今使ってる鎌をくれたんだ。どんな武器かを説明した上で、世界を変える為ために一緒に戦わないかって」

「世界……なにをするつもりなの？　その人は」

　カイトの問いに、バートは、分からない、と答えてきた。

「なんだか知らないが、厄やつ介かい事ごとはごめんだって伝えたら、そうかって言って、あっさり帰っていっちまったよ。ただ『心変わりするのを待っている』って、この鎌は強引に渡されたけどな」

　返そうと追いかけたが、見失ってしまった為、折せつ角かくなので使うことにしたらしい。

　幸い、バートは器用なところがあったので、鎌の扱い方も練習を積む内に会得していったとのことだ。

「どんな人だったの？　その人」

「それがな。綺麗な顔してるんだが、いまいち感情が読めないっつーか……自分の目的以外のことにはまるで興味が無いって面つらしてたよ」

　そういえば、とカイトは思い出した。

　以前、デューと会った時に、彼かれもある人物について触ふれていたのだ。

　知らない女に依い頼らいされ、カイトに渡したような特別な幻器を幾いくつか、渡したことがあると。

「……その人、どこ行ったか分かる？」

「いや、悪い、そこまでは。名前も言わなかったしな。ただ、同士を探してる、とかなんとか言ってたな。こんな幻器をもってるくらいだし、もしかしたら、あいつも」

「【竜を喰らう者デイオ・マギス】で被ひ害がいを受けた一人――」

　ただ、今の話を聞く限り、バートのように親しく接することのできる人間ではなさそうだ。

「気をつけろよ。お前のとこにも行くかもしれない」

「……うん、ありがとう」

　カイトは礼を述べて、今度こそ、バートやリアンと別れた。

　世界を変える――壮そう大だい過ぎて、いまいち想像が出来ない。

　だが、あの組織の生き残りだとすれば、やろうとしていることは決して小さなものではないだろう。

（妙なことに、ならないといいけど……）

　考えている内に、カイトは、首都の城門前まで来ていた。

　ずらりと並ぶ列の後方辺りに位置する馬車の前で、ティア達が待っている。既すでに子ども達は中に入ったようだ。

「ごめん、待たせて」

「ううん、いいよ」ティアは首を横に振って、「バートとリアン、なんの話だったの？」

「うん。長くなるから、また帰ってから話すよ」

　そう返してから、カイトは馬車の中に乗り込んだ。

　すると、そこには席に腰かけているミミ、ネネ、リキ、イオナにサアラ。

　そして――。

　まるでリスのように頬ほおを盛大に膨ふくらませている、フレッサの姿があった。

「……遅いぞ」

　らしくもなく低い声を出して、カイトを迎むかえる。どうやら、かなり機き嫌げんが悪いようだ。

「どうしたの、なに怒おこってるの」

　カイトはフレッサの真向かいに腰かけながら、尋たずねた。

「どうもこうもあるか！」

　あまりにも突とつ然ぜんフレッサが大声を出したので、カイト以外の全員が飛び上がる。

「オリガルデめ、よりにもよってわらわを道化に使うとは。わざわざナヴァイアまで出向いてやったというのに、恩を仇あだで返しよったわ」

　ああ、そのことか。ようやく彼かの女じよの怒いかりの原因に、カイトは思い当たった。

「君も聞いたんだね。まあ、まあ。あんまり引きずらない方がいいよ。謝罪はなかったの？」

　ごとり、という音を立てて、馬車が動き始める。皇国に向けて、皇王の列は出発した。

「あったが、謝ったからといって、許されることと許されぬことがあるわ」

　フレッサは膨ふくれっ面のまま、そっぽを向く。

　彼女が今回の襲しゆう撃げき事件における真相を知ったのは、昨日の夜遅くだそうだ。

　バートとリアンを通じて、全て上手くいったことを知ったオリガルデから、フレッサに伝えられたのである。

「で、でも、フレッサさん、オリガルデ様もオリガルデ様で、色々とありましたし」

　ラミネが擁よう護ごすると、フレッサは「分かっておる」と不満さを前面に押し出しながら、

「だから、別に彼奴あやつをどうこうするつもりはない。気にすることはないと告げてやったわ。ついでに、事が起こる前に内々で処理するための手法としては、いささか乱暴であるものの、中々やるものだと評価もした」

「じゃあ、別にいいと思うけど」

　なにが問題なのかとカイトは首を傾かしげる。

「それとわらわが騙だまされたことは全く別の問題だ！　見事に！　見事に嵌はめられたわ！　ちょ、ちょっとだけ、恐かったではないか！」

　馬車の床ゆかを足で何度も叩たたきながら、フレッサは憤いきどおった。

「ああ、恐がらされたのが悔しかったんだね……」

　こういうところは子どもっぽい、と生なま温あたたかい気分になるカイト。

「ねー。フレッサさん、どうしておこってるの？」

　ミミが、ナナルのスカートの裾すそを引っ張りながら訊きいた。

「ん、え、えっと、ど、どうしてかなぁ？　嫌いやなことが、あったのかもね……」

　全てを説明するわけにもいかず、ナナルが曖あい昧まいにはぐらかすと、ミミは「ふむ？」と案の定、よく分かっていない顔をした。

「もー、ナヴァイアのことなど知らんぞ。何かあっても、一度目は無視してやる！」

「二度目は聞いてやるんだね」

　こういうところはフレッサらしい、とカイトは頬を掻かく。

「まーまー、フレッサさん、落ち着きなよ。ほら、お菓子でも食べて」

　ティアがバート達からもらった袋から取り出したパイをフレッサに渡した。

「なっ!?」「えっ!?」「はっ!?」

　ラミネ、ナナル、カイトは同時に驚きよう愕がくする。そして、

「ティアが!?」「家族以外の誰かに……!?」「食べ物を、丸ごとあげた!?」

　ラミネ、ナナル、カイトは同時に叫さけびを上げた。

「どうしたの？　わたし、なにか変なことやった？」

　別に取り出したタルトをかじりながら、ティアがきょとんとする。

「う、ううん。別にそういうことじゃなくて……大人になったのね、ティア」

　ラミネがティアを抱き寄せて、頭をぽんぽんと軽く叩いた。ナナルに至っては涙なみだぐんでいる。

「……言い知れぬ罪悪感のようなものが生まれたのだが、これ、本当に食べて良いのか」

　三人の反応を見て、フレッサは自分の手の中にあるパイを見下ろした。

「どうぞお召し上がり下さい。ティア姉の成長の証あかしなので」

　大おお真ま面じ目めな顔でサアラが告げる。

「そ、そうか……なんだ、いや、こんなものでわらわは誤ご魔ま化かされんがな。いやまったく。けしからん。けしからんぞ。けしからん美味さだこれは」

　食べながら、フレッサは未だ怒いかりを継けい続ぞくさせているものの、徐じよ々じよにパイの味に気持ちを浸しん食しよくされつつあった。

　そこにきて、

「あ、ミミ、あれ、あげよう。フレッサさんに、あれ、あげる」

　ネネが手を上げると、ミミが「あー。そだねー」と頷いた。

「む？　わらわがどうかしたか？」

　口の周りを、パイのジャムで汚しながら、フレッサが片かた眉まゆを上げる。

　ミミはしばらく、自分の鞄かばんの中に手を突っ込んでごそごそとやっていたが、

「あったー！　はい、フレッサさん、これあげる！」

　何か小さなものが連なった輪のようなものを取り出した。

　見れば、貝かい殻がらを紐ひもで繋ぎ合わせて作った腕うで輪わである。

「……これをわらわにくれるのか。どこかの市で買ったのか？」

「ちがうよ。おれと、ミミとネネとで、貝殻拾って作ったんだ！」

　リキが胸を張った。

「カイト兄さん達が仕事で出かけている時に、皆みんなで港の方に行ったら、小さな浜はま辺べがあったんですよ」イオナが口を開く。「そこでミミ達が、フレッサさんと出会った記念になにかしたいって言ったので、僕ぼくとサアラも協力しました」

「なんと……それで、わらわの為に、わざわざこれを作ってくれたというのか」

　フレッサは呆ぼう然ぜんとしたように、腕輪を眺めている。

「んとね、貝が欠けてるのとかいっぱいあったけどね、ちゃんとしたの見つけたの」「見つけたの！」

　双ふた子ごが満面の笑みを浮うかべて、無む邪じや気きに話した。

「さざなみ亭ていに持って帰ったら、女将さんが糸とかくれたんで、イオナ兄ちゃんとサアラ姉ちゃんに手伝ってもらって、出来たんだ！」

「……そうか……」

　リキの話に、フレッサは小さく呟き、それきり言葉を途切れさせる。

「あ、あの、つたない出来だとは思いますが、子ども達が一いつ生しよう懸けん命めいに作ったので……」

「……良かったら、もらってあげて下さい」

　ラミネとナナルが、交こう互ごに伝えると、フレッサの表情に変化が起きた。

　なにかを我が慢まんしているように、唇くちびるを上向きに曲げたかと思えば――。

　その目に、涙が溜たまり始める。

「あれ、フレッサさん、どうしたの？　大だい丈じよう夫ぶ？　どこか痛い？」

　ティアが心配すると、フレッサは激しく首を横に振った。

「ち、違うのだ。すまない。まさか、二日前に会ったばかりのわらわに、このようなことをしてくれるとは……か、感動して……うう。カイト、この子達は、本当に良い子達だな」

　目元を拭ぬぐうフレッサに、カイトは「そうだろう！　そうだろう！」と同じことを繰くり返す。

「こんな優しい子達は、世界に居ないよ！　オレがどれだけ幸せか、分かるかい!?」

「ああ、分かる、分かるとも！　カイト、お主は果報者だ！　この子達に感謝せえよ！」

　フレッサは何度も頷うなずいて、カイトの膝ひざを叩いてきた。

「ミミ、ネネ、リキ。それにイオナとサアラ。この腕輪、大事にするぞ！」

　腕輪を手首に装着しながら、フレッサが伝えると、子ども達は喜色満面になる。

「……で、オリガルデ様のことなんだけど」

「ん？　オリガルデ？　なにかあったか？」

　カイトが尋ねると、フレッサは心の底から意味が分からないというような顔をした。どうやら、先ほどのことですっかり忘れてしまったらしい。

「ふふふ。これはわらわに贈られたどんなものよりも大切とすることにしよう……」

　顔を綻ほころばせながら、フレッサは貝殻の腕輪を何度も指先で触さわった。

　カイトの頭の中に『単純』という二文字が過よぎったものの、ミミ達の作ったものにはそれだけの威い力りよくがあるのだ、と思い直すことにする。そうに決まっているのだ。

「カイト、ミミ達、今からどこいくの？？」

　馬車の席で、足をぶらぶらとさせながら、ミミが言ってきた。
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「今からまた、来た時とおなじくらい時間をかけて皇国に帰るんだよ」

「そうなんだ！　じゃあ、もう、こことはばいばいなんだね」

「そういうことになるねー。ミミ、ナヴァイアは、楽しかった？」

　ティアが尋ねると、ミミは「うん！」とこの上なく元気良く答える。

「えっとね、ミミね、うみ見てね、すごい、広いなーって思ったんだよ！」「ネネも！　ネネもうみ見た！」

「変な生き物もいたしな！　うみ、かっこいいぜ！　後な、めしもすっげーうまかった！」

　ミミ、ネネ、リキが順番に、身み振ぶり手振りで旅行の思い出を語り始めた。

「食べたことないもんとかさ、いっぱいあってさ！　外っておもしろいな！」

「ネネ、とりさんも見たの。かもめっていうんだよ。いおながおしえてくれたの」

「ミミ、市場ででっかい魚みた！　おっちゃんが、でっかい包丁できってた！　でっかかった！」

　その純じゆん粋すい無む垢くな表情を見ている内に、カイトは自然と、顔が綻んでくる。

「そう、良かったわね。また機会があったら来たいわね」

　ラミネに頭を撫でられて、双子とリキは頷いた。

「やはり本で読むだけでなく、実際に経験すると得るものが違いますね。勉強になりました」

　サアラが大人びたことを口にすれば、

「……皆と一いつ緒しよに出かけるのが、こんなに楽しいものだと思いませんでした。ありがとうございます、カイト兄さん、ティア姉さん、ラミネ姉さん、ナナル姉さん」

　イオナは丁てい寧ねいに、自分の気持ちを伝えてくる。

「皆、満足してくれたみたいで、良かった……」

　ナナルが嬉しそうに述べると、

「じゃあ、ずっとこの国に居たいとか、思った？」

　そう、ティアが子ども達に問いを投げかけた。

　しかし、

「んーん！　ミミ、やっぱり皇国がいい！」「ネネも！　ネネもいっしょ！」

　双子が主張すれば、リキも「そうだな！　やっぱり皇国だな！」と賛成する。

「ふうん。どうして？」

　ティアが興味を惹ひかれたように訊きくと、

「だって」「おうち！」「あるもんな！」

　三人は、順番に答えた。

「こっちのごはん、おいしいけど、ミミはラミネのごはんの方が好き！」

「ネネ、おうちのおにんぎょうさんに、服きせてあげたいの」

「おれも訓練再開しねーと。体がなまっちまうぜ」

　それぞれが言った後、顔を見合わせて、「ねー！」と気持ちを共有し合う。

「……そうですね。ここは色々と刺し激げき的てきですが、やはり落ち着くのは自分の家かと」

「うん。二日だけだけど、なんだか自分のベッドが恋こいしいよ」

　サアラとイオナが告げるのに、カイトは頷いた。

「……なるほどね。やっぱりそうか」

　考えてみれば、家というのは不思議なものだ。

　初めから用意されていたわけでもないのに、いつのまにか、まるで決められていたかのように、そこを自分の物だと認識するようになっている。

　たとえば、遠くを飛ぶ鳥が、それでもいつかは自分の巣へと帰るように。

　世界のどこへ行っても、戻もどって来るのは、常に同じところなのだ。

　だから誰しも、自分が居るべき場所を守ろうとする。

　様々な想おもいの下で、自分なりの努力をしながら。

　大きくても、ちっぽけでも、その大切さに変わりはなかった。

「さて……それじゃ、旅も終わったことだし」

　だからカイトは、皆に向かって、微笑ほほえみかけて。

　窓の外の向こうに広がる、海を見つめながら言った。

「――うちに、帰ろうか」




Ｆｉｎ







あとがき







　やっぱり家が一番だなあ。

　という台詞を、どこかに旅行して帰ってくる度に、口にします。

　旅先では楽しいことが多いし、宿泊先のホテルでのご飯は美味しく、ベッドも柔らかで、明らかに日常より生活レベルでは上です。

　それなのに、帰宅すると、例えようのない安あん堵ど感かんに包まれるわけです。

　これは多分「帰るべき場所」とも呼べるものが自分の中にしっかりと定まっていて、たとえどんな豪ごう華か絢けん爛らんなところであっても、その居心地の良さには敵わないからなのでしょう。

「家」が在るからこそ「外」に魅力を感じるのです。

　というようなことを考えつつ、今回の「世界最強は家族と仲良く出稼ぎ中！　３」を書いていました。

　三巻では、カイト達には揃って海に行ってもらっています。

　今まで海を舞台にしたお話であっても、発売するのは冬ということが多かったのですが、今回はばっちり季節に合わすことが出来ましたね。

　既に海に行った人も、これから行く人も、はたまた夏は部屋の中でクーラーを効かせてゲーム三昧だぜ、という人も（ぼくのことですが）、楽しんで頂けると幸いです。

　という感じで、謝しや辞じへと移ります。

　担当のＮ様。別作品と並行して作業ということで色々とご苦労をおかけしまして、多分これからもかけるとは思いますが、何卒、宜しくお願いします。

　イラスト担当の和かず武たけはざの様。水着姿のキャラクター達をふんだんに描いて頂きまして、ありがとうございます。見ているぼくも海に行っているような気持ちになり、これで今年の夏は一歩も外へ出ずに済みます。ダメですか。そうですね。

　様々な場面でメッセージを下さる方々。感謝、感謝の毎日でございます。

　そしてもちろん、本作を読んで下さった全ての皆様へ。最大限の、感謝を。

　それでは、またお会いしましょう。

七月　空そら埜の一かず樹き　ＢＧＭ『無し』

　ＨＰ 『空ノページ』　http://www.eonet.ne.jp/~tabibito5/







[image: ]




item/image/p161.jpg





item/image/cover.jpg
k- 54 [ ] Eﬁi |
t //*ﬂﬁ?@mw






item/image/p075.jpg





item/image/p145.jpg





item/image/p225.jpg





item/image/HJ_logo.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		第一章…意外な申し出



		第二章…初めての家族旅行



		第三章…旅先の出会い



		第四章…仮面の奥にあるもの



		最終章…帰るべき場所



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/p183.jpg





item/image/p133.jpg





item/image/p259.jpg





item/image/k002.jpg





item/image/k001.jpg





item/image/k004.jpg
S;J

w?

=TS

(1

o
AN

-5k

"G

o v

[

N TR O Gy 2 SR PN 8 o s S

RENOEBECHEE70ILY y ,
z;/utw-crzc\*a:%mam:mﬁor;o

|





item/image/k003.jpg





item/image/ok.jpg
ZF 2L 3=0d TIE e mepy e
T151-0053 BCEHEARA 4 A2-15-8

(BR) R =Y ¥ 8y HISCRARER

R B ek MRS ek

@ HJXE http://www.hobbyjapan.co.jp/hjbunko/
651

MR R R BEE AR R E T | 3

20164E8H1H  FIRSZEAT

Ht— 2 RE— R}

ROERTRA
RS RE— T v

T151-0053

WRAR AR 4 A2-15-8

B 03(5304)7604 (RE%)

03(5304)9112 (%)

ENRIAT——K B AREDRI#R R &4
#T——AFTERGLOW /#HA&KH T X b=

SENTER - A

©Kazuki Sorano
Printed in Japan

ISBN978-4-7986-1269-0  C0193






item/image/p095.jpg





item/image/p003.jpg
- BHRHRLE

- #0&h TORIRIRIT

=& REMEEN

)5 - (RAQVRIZHIER

- WIAFRMA

HEHNF

]
L]
SEKAI SAIKYO HA

AZOKU TO NAKAYOK!

K v
DEKASEGICYV! .






item/image/p002.jpg
O$8 - MK~ EEBS





item/image/p001.jpg
~

SRR
RixEMBL<EEER ! 3

HIXE

N

.






item/image/p045.jpg





item/image/p209.jpg





